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特記仕様書-１

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)
南レＡ-０２

工事範囲全て

山梨建築設計監理事業協同組合

承認

設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

一
般
共
通
事
項

　　建築工事仕様

1

特　　記　　事　　項項　　目章

仕 様 書

　　工事概要

令和　　年　　月（全　　　枚）

工事種目 図示の内容全て

押出成形セメント板工事

タイル工事

コンクリートブロック・ALCパネル

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

土工事

地業工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

仮設工事

　　工事範囲

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

※

 　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　　印の付いた場合は、共に適用する。

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

1．共通仕様

　　　築工事編）（最新版）」（以下、「標仕」という。）による。

施工計画書

工事実績情報の登録

電気保安技術者

施工条件 工事着手については監督職員と協議し着手する。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

　施工に支障がないよう適切な措置を講ずる。

・施工計画の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、

　監督職員に提出する。

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し、

※適用する

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版）適用基準等

（1.1.4）

（1.2.2）

（1.3.3）

（1.3.11）

（4.3.4～5）

（4.3.8）

地
業
工
事

土
工
事

仮
設
工
事

・備品（必要備品は適宜設置）

・設けない

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

構内既存の施設工事用水2

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

構内既存の施設工事用電力3

・構外搬出適切処理　　　・構内指示の場所にたい積　　　・構内指示の場所に敷き均し

※現場説明書による

3

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

2

1

Ｇ　　　・建設汚泥から再生した処理土

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

（3.2.5）

（3.2.3）（表3.2.1）

4

地業

既製コンクリート杭1

　※高強度プレストレストコンクリート杭

種類 （4.3.1～2）

杭長（ｍ）及び種別杭径（mm） 備考セット数継手数

試験杭

本　杭

（4.3.6）

杭頭の処理　　※切断しない　　　・　

　　　　　杭周固定液　　・使用する

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　・特定埋込み杭工法

施工法

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号

※設ける2

12

11

監督職員事務所1 （2.3.1）

化学物質の濃度測定

)3

)3

)3

)3

（1.5.9）

電子納品

（6.14.1）

（6.3.1）

（5.6.10）

（4.5.6）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.4）（表4.5.1）

　　標仕19章内装工事9断熱材による。

（6.3.1）（6.13.2）（表6.3.1）

（6.2.4）

（6.2.1）（6.4.1～2）（表6.2.1）

（6.2.2）

（別4.4）（別表4.3～4）

（4.6.5）

※ 36

・ 27

混和材　　仕様箇所　　屋外タタキ部分を除く全体：コンクリート躯体防水剤

※　類　　・　類

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

18cm

6

設計基準強度

普通コンクリートの1

10

5 鉄筋の種類1

3

の杭頭補強

既製コンクリート杭

厚さ
鉄筋の最小かぶり

場所打ち

床下防湿層

砂利地業

コンクリート杭地業

4

2

断熱材兼用型枠9

表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

混和材料

骨材の種類

セメントの種類

スランプ

コンクリートの類別

レディーミクスト

圧接完了後の試験

機械吊上げ用フック

梁貫通孔の補強形式

壁開口部の補強

帯筋

最上階柱頭補強

鉄筋の継手

8

7

6

5

4

3

2

9

8

7

6

5

4

3

2

２　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/mm 以上

Ｇ※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

（4.6.3）

（4.5.4）

コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

適用及び適用個所について

※施工範囲は図示による。

躯体軸部：高性能AE減水材

２設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm ）

28ｄ

7ｄ

402Ｊ/ｇ以下

352Ｊ/ｇ以下

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/ｍ 以下）

２　状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50Ｎ/mm 以上かつ、2.5分/ｍ 以上とし、

３

２

２設計基準強度　※18Ｎ/mm

Ｇ

施工箇所

施工箇所 標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

呼び名（mm）種類の記号

水和熱

　る。

　施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受け

　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面凹凸

※10　　・　

※D19以上　・　

※D16以下　・　

・SD345

・SD295A

※Ａ

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

アルカリシリカ反応による区分

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

※超音波探傷試験　　　・引張試験

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

耐震壁　　※図示

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

※Ｈ形（□は除く）　　　

※行う　　　・行わない

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

（別7.1）（別表7.1～3）

（別2.2）

（別2.1）

（5.3.5）

（5.3.4）

（5.2.1）（表5.2.1）

5

4

3

2

1

５物質について測定し、厚生労働省で定める指針値以下の濃度であることを確認し、測定結果報告書

17

15

・カラー

着工前の測定　　　・行う

16

工事写真

設計ＧＬ

設備工事との取合い

・「営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）」による。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

13 完成図等

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

※作成する　　　・作成しない

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

（1.7.1～3）（表1.7.1）

14 完成写真

・カラー半切木製パネル

原板の大きさ（mm）提出部数撮影箇所数分類・規格

　　　　324×400（mm）

※300dpi以上

※200万画素以上

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

撮影業者 ※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする）

・電子データ

外部（　　）内部（　　） ※2　

※2　

　　　　※キャビネ版 ※100×125以上※2　・6

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

0.08 ppm（   100μg／m

0.07 ppm（   260μg／m

)30.05 ppm（   220μg／m

0.88 ppm（ 3,800μg／m

スチレン

エチルベンゼン

トルエン

ホルムアルデヒド

キシレン

厚生労働省の指針値（25℃の場合）測定対象科学物質

講じた後、再度測定を行う。）

を監督員に提出すること。（測定結果が指針値を超えた場合は、発生源を特定し、換気などの措置を

測定結果の報告

測定箇所数　　・図示　　　・　

測定対象室　　・図示　　　・　

測定はパッシブ型採取機器により行う。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの

　　貸与するCADデータを当該工事における施工図面又は完成図の作図のため以外に使用してはならない。

・設計図CADデータの著作権は以下の者にある

・設計図CADデータ貸与する。

１）　受注者は電子媒体の内容の原本性を照明するために、電子媒体に署名又は捺印の上、提出する。

代えることができる

２）　共通仕様書に基づく各書面に対する署名又は捺印は、 上記１） の措置を持って

電子納品の導入にあたっては、従来の署名または捺印に代わる措置として、

電子署名の導入が求められるが、電子署名の導入は現時点では困難であるため、

・書面による署名及び捺印の取り扱い（電子成果物の原本性保証に関する処置）

・適用基準は以下の通りとする。　（作成・納品の基準、納品する資料の範囲等）

・工事関係図書を電子納品すること

延べ床面積

建築面積

下水の放流形式

消防法上の有窓階・無窓階

最高の軒高さ

最高の高さ

構造・階数

棟数

工事の種類

建物の主要用途

容積率

建坪率

用途地域

敷地面積

博物館（動物園）

新築

有窓階

第二種住居地域 200%　商業地域　400%

第二種住居地域  60%　商業地域　 80%

道路

その他の地域地区

防火指定

都市計画区域

敷地所在地

甲府市まちづくり部　まち整備室建築営繕課

A1→N/S A3→N/S

合流式

第二種住居地域、西側道路より20ｍ商業地域

0.05 ppm（   200μg／m

28,507.44㎡　商業地域2,433.67㎡　第二種住居地域26,073.77㎡

1棟

RC造平家建

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

レッサーパンダ舎　　　　　　設計図

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

211.78㎡

211.78㎡

　

甲府市太田町10-1

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備（建築主体）工事

市街化区域

法22条区域

5.16ｍ

5.60ｍ

共 A-05参考工程表　参照

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・型枠施工

技能検定の職種適用工事種別

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・建築板金（内外装板金作業）

ブロック・ALCパネル工事

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

カーテンウォール工事

・とび

・左官

・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・建築大工

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

木工事

左官工事

金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

・塗装（建築塗装作業）

・造園

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

塗装工事

内装工事

植栽工事

発生材の処理等

建築材料等

化学物質を放散する

建築材料等

特別な材料の工法

技能士

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督職員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する

を含む）を使用すること。

　建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の

建築材料の使用制限

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

の限りではない。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（3）安定的な供給が可能であること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

を満たすものとする。

ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

※現場説明書による　・構外搬出適切処理 （1.3.8）

（1.5.2）

7

6

8

9

10

鉄
筋
工
事[

構
造
図
に
よ
る]

コ
ン
ク
リー

ト
工
事[

構
造
図
に
よ
る]

屋内ギャラリー

１箇所

※図示

外部（４）内部（各室４）

外部（４）内部（各室４）



山梨建築設計監理事業協同組合

承認

設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

7 8

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

9

防
水
工
事

10

石
工
事

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

　 ※規制対象外　  ・第三種

11

12

13

屋
根
及
び
と
い
工
事

木
工
事

タ
イ
ル
工
事

14

15

金
属
工
事

左
官
工
事

（7.1.3）

　のある工場。

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

1

・監督職員の承諾する製作工場

製作工場の加工能力鉄骨の製作工場

（7.2.2）（7.12.4）

規格等

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

使用箇所

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4

5

6

スカラップ

エンドタブ

高力ボルト

（8.3.2）

（8.2.2）

種　類 表面形状 厚さ（mm） 幅（mm） 工法種別

適用箇所 厚さ（mm）

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－Ｗ

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・100

・120

・150

※標仕表8.3.1及び下表による

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

※標仕8.4.6による

・100　・150・2350　・3530

・980

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・外壁パネル

・間仕切パネル

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

・　　　　　

・　　　　　

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

取付け工法種別厚さ（mm）単位荷重（Ｎ/ｍ ）種　類

※100　・　

※100　・　

※100　・　

２

２ｍ以下

２ｍを超える

1

2

3

4

補強コンクリート

ブロック造

ＡＬＣパネル

コンクリートブロック

帳壁及び塀

押出成形セメント板

（ECP）

・1180　・1960

（8.4.2～5）（表8.4.2～4）

（8.5.2～4）（表8.5.1～2）

高
さ

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

・図示

　　方法」312-1992による。

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　10時間以内

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

　　イオン濃度試験方法」による。

Ｊロートによる流下時間

（各重量比）

（セメント＋混和材）：砂＝1：1

２

２

２

３

材齢3日　　25.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　45.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　 3.0Ｎ/mm 以上

0.30kg/ｍ 以下

トランドセメントとする。

※標仕7.6.11（b）による

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

２）塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポル

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

１）日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管理試験

検査水準

AOQL

※第6水準

※4.0％

・図示

・2.5％

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

※Ａ種　　　・Ｂ種

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

完全溶込み溶接部

試験の種別

※超音波探傷試験

・マクロ試験

・放射線試験

種　　別

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

・耐火板張り

配合比

砂

セメント

混和材

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

圧縮強度

A種

B種

C種

亜鉛めっきの種別 材　　料

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

無収縮モルタルの品質及び試験方法

適用部位

所要性能及び適用構造部位

試験箇所 試験方法

7

8

9

10

11

溶接部の試験

耐火被覆

及び埋込み工法

アンカーボルトの保持

溶融亜鉛めっき工法

（7.9.2～7）

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

1 アスファルト防水 （9.2.2～3）（表9.2.3～9）

（9.2.5）

（9.2.2）

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・　

アスファルト　　　※３種　　　・４種 

2 改質アスファルト

シート防水

・A-1 ・A-2 ・A-3

・AⅠ-1 ・AⅠ-2 ・AⅠ-3

・B-1 ・B-2 ・B-3

・BⅠ-1 ・BⅠ-2 ・BⅠ-3

・D-1 ・D-2 ・D-3 ・D-4

・DⅠ-1 ・DⅠ-2

・E-1 ・E-2 

種　別 施工箇所

種　別

（9.3.2～3）（表9.3.1～3）

・ASⅠ-T1 ・ASⅠ-J1

厚　さ 施工箇所

種　別 厚さ（mm） 施工箇所 使用分類

3 合成高分子系

ルーフィングシート

防水

仕上げ塗料塗り

・シルバー ※非歩行

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・　

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラー

・Ｓ－Ｆ１

屋上※2.0　・1.5

・シルバー ※非歩行

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラー※2.0　・1.5

・ＳⅠ－Ｆ１

・ＳⅠ－Ｆ２

・ＳⅠ－Ｍ１

・ＳⅠ－Ｍ２

（9.5.2～3）（表9.5.1～2）

脱気装置

２　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ 当たり１箇所）

塗膜防水4

種　別 施工個所 備　考

・Ｘ－１

・Ｘ－２

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

※適用する　・適用しない

Ｙ－２工法の保護シート・Ｙ－１

・Ｙ－２

5 ケイ酸質系塗布防水 （9.6.2）（表9.6.1）

種　別 施工個所 備　考

・Ｃ－ＵⅠ

・Ｃ－ＵＰ

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング 下表以外は、標仕表9.7.1による6

（10.2.1）（表10.2.1～2）

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm） 仕上げの種類

石の種類・表面仕上げ1 天然石張り

（10.2.1）（表10.2.2）

形状・寸法　　※図示

種石の種類　　※大理石　　　　・　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

2 テラゾ張り

・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1

・AS-T1 ・AS-T2

（9.4.2～3）（表9.4.1～3）

・Ｓ－Ｃ１ ※　　 ・　

（7.6.12）

（7.6.12）（表7.6.2）

（7.12.4）（表14.2.2）

（9.7.2）（表9.7.1）

（11.2.1）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

（12.2.1）

（11.2.1）

（11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

（13.2.2～3）（表13.2.1）

（13.3.2～3）（表13.2.1）

（13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.3）（表13.5.5）

適用 Ｇ

再生材の
備考

特注標準

色

なしあり陶器

きじ形状寸法

（mm）

保水率

（％）

単位容積質量

（ kg/l ） 温冷繰返し後標準時

長さ変化率

（％）

曲げ強さ

4.0以上0.20以下0.40以上0.60以上1.80程度70.0以上

種　別 適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種

下張り用床板

床板

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（mm）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

　金属製タイル先付け用パネル

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法

タイルの種類

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材 ・　　　

※標仕12.2.1　　　・市販品

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

※一般材　　　

・　　　

・　　　

・　　　

・たも　・なら　・しおじ　　　

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

（以下、「ユリア樹脂等」という）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　※規制対象外　　・第三種

※無し

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

・板張り　

※単層フローリング

・縁甲板

（標仕19.5.2による）

フローリング及び縁甲板張り床　　　

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形状（mm）

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき ※0.4　

※ひのき　　　　・　

Ｇ

接着強さ（N/mm ）２

（N/mm ）２

　　躯体表面の処理方法　ＭＣＲ工法又は目荒し工法（６章コンクリート工事）

・１種　※２種　・３種

※１等　・２等

※１等　・２等

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

施工箇所

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する）

・段葺き

1

1

2

3

4

4

3

2

5

6

1

2

木材の品質

陶磁器質タイル

張り付け用材料

接着剤

樹種

集成材等

防腐・防蟻処理

床板張り

長尺金属板葺

折板葺

とい

Ｇ

壁タイル張りの工法

陶磁器質タイル型枠

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

・有り

3

　　　　　　　　　・ステンレスJIS G4305

　　　　　　　　　・既存使用

先付け工法

（10.1.5）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

4 床及び階段の石張り

（10.3.2～3）（10.5.2～3）外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　・行う

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

3 壁の石張り工法

（10.4.2～3）（10.5.2～3）内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

（10.6.2～3）

既製調合モルタル（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する）

（12.2.2）

（12.3.1）

（12.3.2）

（12.6.1）（表12.6.1）

（12.2.1）

（12.2.1）・特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・県産材指定箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（14.2.1）（14.8.2～3）（表14.2.2）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

（14.6.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.1）

表面処理方法 種　別 施工箇所

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

施工箇所 平たんさ（mm） 備　　考

混合割合 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

全固形分（％） 吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ/mm　） 界面破断率（％）

種　　類 材料の種別 表面処理

施工箇所種　　類

寸法（mm） 厚さ（mm）製　法 材　種形　　状 表面処理

備　　考固定間隔表面処理呼称肉厚（mm）種　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

下記以外の見え掛かり全て

・Ａ種

溶融亜鉛めっき ・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

　（　　　　）・100形

・300形

・250形

・350形

隅角部及び突当たり部等の役固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

物は本体製造所の仕様による。

・パネル形 ※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

・鉄

※ステンレスSUS304

※ステンレスSUS304

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

セメント重量の

始発　1時間以上5％以下

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験において 70％以上 80％以下

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・可とう形複層塗材ＣＥ

※複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材ＲＥ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

1.6以上

1.8以上

2.0以上

表示値±1.0 50以下30分で1ｇ以下

　　　Ｂ－１種

※Ａー１又は

・Ｂ－２種

種　　別 施工箇所

・No.２Ｂ程度

・Ｂ－１種（無着色）

・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・Ｂ－１種

・Ｂ－２種（　　　）

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　・　

※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　・　

　　　　　　内部　※Ｅ種　　・　

※研磨無し　・　

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

　　　　　　　　　　・　

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

砂壁状　

耐候性　※3種　・　

　　　　・　

２

・防水形複層塗材ＲＳ

・内装薄塗材Ｃ

1ｍにつき10以下

3ｍにつき7以下

・砂壁状じゅらく ・ゆず肌状

1

2

3

4

6

2

3

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

金属成形板張り

直均し仕上げ

床コンクリートの

仕上塗材仕上げ

アルミニウム製

・既製品

1 モルタル塗り材料

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

5

笠木

鉄鋼の亜鉛めっき

1.00以上

（15.3.2）（表15.3.2）

（15.3.2）

（表6.2.5）（15.4.1～2）

（15.6.2）（表15.6.1）

（7.1.4）

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

　　※図示　　　　　　・　

入熱、パス間温度の溶接条件

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

種類の記号

適用する

鋼材の材質3

施工管理技術者

鋼材

2

柱底均しモルタル工法

　無収縮モルタル

　に定める「（ Ｒ ）グレード以上」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

構造特記仕様書による

サッシ廻り

せっ器磁器 施ゆう無ゆう

うわぐすり 役物

・瓦棒葺き
砂壁状

A1→N/S A3→N/S

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

手ｽﾘ及びﾀﾗｯﾌﾟ

・手すり

・タラップ

庇

南レＡ-０３
特記仕様書-２

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

鉄
骨
工
事[

構
造
図
に
よ
る]

MS-2

床



山梨建築設計監理事業協同組合

承認

設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

16

建
 
具
 
工
 事

18

塗
　
装
　
工
　
事

3

17

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

（16.2.3）

（表14.2.1）

1

2

見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

外部に面する建具

屋内建具

　表面処理　※Ｃ－１種又はＢ－１種　　　

　　　　　　・Ｃ－２種又はＢ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み（mm）

※70・Ａ種

・Ｂ種

Ｓ－４ ※Ａ－３ ※Ｗ－４

Ｓ－５

Ｓ－６ 　Ａ－４ 　Ｗ－５

※図示　　　・　

※図示　　　・　

※図示　　　・　

施工箇所

・Ｃ種

　表面処理　※Ｂ－1種　・Ｂ－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー） （表14.2.1）

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

（16.1.4）

網戸 防虫網

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

　形　　式　※外部可動式　・固定式

樹脂製建具 建具の性能及び構造の適用は建具表による （16.3.2）

製造所標準仕様による

鋼製建具

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

（16.4.2）（表16.4.1）

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による （16.5.2）

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・　

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・適用あり （表16.6.1）

（16.6.5）

（16.6.4）

断熱等級・ 

枠 ・ 障子　：　

ガ　ラ　ス　：　

3

4

5

（表16.3.3）

6

（表16.7.3～10）ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

（16.7.2）

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　 （16.7.2）

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

（16.8.4）

（16.4.6）（16.5.6）

（16.8.2）

吊金物

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

　・フロアヒンジ

（表16.8.1～5）

 8

 7 木製建具

建具用金物

自動ドア開閉装置

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

（16.9.2～3）（表16.9.1～3）

開閉方法 センサの種類

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

・スイングドア

※スライデイングドア

自閉式上吊り引戸装置

　　　　　　　・製造所標準仕様による

品質規格　　　※標仕表16.10.1による （16.10.2～3）

9

10

シャッターの種類

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/ｍ

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

・一般重量シャッター ２

２

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.12.2）（表16.12.1）

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　 （16.11.2）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ

（16.12.3）

（16.12.4）

（表16.12.2）

２

軽量シャッター12

重量シャッター11

（16.13.2～3）

ガイドレール

　（SUS304）

※ステンレス鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板

収納形式

・ローヘッド形

・スタンダード形

・ハイリフト形

・バーチカル形

開閉方式

・チェーン式

※バランス式

・電動式

セクション材料

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ/ｍ２

オーバーヘッドドア13

※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.14.5による

（16.14.2）

（16.14.5）

防火性能厚さ（mm） 色調

※クリア ※無し

・有り

表面形状

・正方形

・長方形

呼び寸法（mm）

ガラス留め材 （16.14.2）（表9.7.1）

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

材　　　種建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　標仕16.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

（16.14.3）

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　監督職員に提出する

種　類 張り面 性能値

第2種 ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１

品質　JIS A 5759による　　

※ガラス飛散防止フィルム　　

名　　称

ガラス

ガラス留め材及び溝
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特記による

簡易気密型ドアセットの適用は特記による

屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定のあるものとする。 (18.1.3)

２．素地ごしらえ 各部の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木　部

※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

・Ａ種　　・Ｂ種　

ボード面

モルタル・プラスター面

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

塗料塗り 鉄鋼面

塗料の種別

鉄鋼面 ※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)
錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

３．錆止め

ペイント塗り

（ＳＯＰ）

(18.4.2)

鉄鋼面

※１種　　・２種

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗り

木部 ※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

塗料の種別

５．クリアラッカ
ー塗り（ＣＬ）

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　種別は表１８．７．３の特記による

コンクリート・ＡＬＣパネル面

コンクリート・押出成形セメント板面

塗り工法に応じた節の規定

塗り工法に応じた節の規定

合成樹脂調合ペイント塗り　木部　鉄鋼面　亜鉛めっき鋼板

(表18.4.1～3)

６．アクリル樹脂系

（ＮＡＤ）

４．合成樹脂調合

７．耐候性塗料塗り （ＤＰ）

非水分散形塗料塗り
(屋内)

(屋外)

～特記による上塗りの等級

コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

１．材　料

・Ａ種　　・Ｂ種　

※Ａ種　・Ｂ種 (標準仕様書8節の場合)

※Ａ種（鋼製建具等）・Ｂ種　

鉄鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．２による

(18.7.4)(表18.7.3)

亜鉛めっき鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．３による

(18.2.1～7)（表18.2.1～7）

(18.3.1～2)

（18.6.1）（表18.6.2）

（18.5.1）（表18.5.1）

(18.7.2～3)(表18.7.1～3)耐候性塗料塗り

木部のクリアラッカー塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
コンクリート・モルタル面

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.3.2）

種　　類 規格等

シーリング材の種別

耐久性による区分記　号
被着体の組合せ

主成分による区分

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ） 所要スランプ（cm）

　※標仕17.3.2による

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

コンクリートの種類及び品質

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

カーテンウォール材料の種類

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

　・方立方式

　・スパンドレル方式

カーテンウォール方式

※アルミニウム製

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

構造用ガスケット　※適用しない

金属

ガラス ガラス

石、タイル

ガラス

シーリング材及びガラス取付け材料

　・パネル方式

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

　・バックマリオン方式 （・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

鉄筋　　※SD295A　　・　

PCカーテンウォール

メタルカーテン

ウォール

（14.2.3）（表14.2.2）

外　　部内　　部金物種類及び部位

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

ＰＣ版打込み金物

取付けボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

レベル調整ボルト

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

２次ファスナー

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

（17.3.3）（表17.3.1）

施工箇所
記　号 主成分による区分

シーリング材の種別

耐久性による区分

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　　：施工箇所　※図示）

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

カーテンウォール板間目地

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない

シーリング材料

（17.1.3）

（17.1.3）

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

　　　　　　安全であること。

鉄骨造

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

　シーリングは補修程度

　ガラス等の破損もない

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ 以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ 以上に対して安全であること。　　　２ ２

施工部位 種　　別 規格等

・ファスナー部

・取付けブラケット

・層間ふさぎ

・パネル目地部

耐火材料

　下記以外は標仕表9.7.1による （9.7.2）（17.2.2）（表9.7.1）

　下記以外は標仕表9.7.1による　 （9.7.2）（17.3.2）（表9.7.1）
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（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

色彩等種　　別

支点間距離（ｈ）

　　　　　　安全であること。

　シーリングは補修程度

　　　　　かつ絶対量20mm以下

※±（1/150）×ｈ　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

鉄骨造

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

　部材に有害な歪みが起こらない

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　有害な変形が起こらないこと

※各部の破損、残留変形

主要部材のたわみ

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

無着色

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク・着色塗膜

アルミニウムの表面処理

※4ｍ以下　

・4ｍを超える

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　・　

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　・　

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別 状　　態

状　　態たわみ量

・Ａ－１種　　・Ｂ－１種

・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

　　　　　・正圧　　　Ｎ/ｍ 以上及び負圧　　　Ｎ/ｍ 以上に対して安全であること。 　　　　　　２ ２

　　　　　　　　　・取付け

（17.2.2）

（17.2.5）（表17.2.2～3）

合成樹脂塗床 種　　別 仕上げの種類

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材 ※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

備　考寸法（mm） 総厚さ（mm）種　類パイル形状

※6.5※500×500

・第二種

※第一種

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・タイルカーペット

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）
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・　フローリング

ボード

・　フローリング

ブロック

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

・単層フローリング

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

※ナラ

※ナラ ※ウレタン樹脂

※１５

※１５ 幅　７５

303×303

・接着工法

・釘止め工法

ワックス

・生地のままワックス

・既塗装品

フローリング張り5

・接着工法

・　モザイク

パーケット

※ナラ ・６ ・９ ・接着工法・８

（19.8.2）壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

素地ごしらえ

（化学繊維）

（19.8.2）

（表19.7.1）

種　　類 JISの記号 厚さ（mm）

備　考防火性能

壁紙の種類

無機質
施工箇所

紙
繊維

（織物）（ビニル）

その他プラ

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

・ロックウール吸音ボード1号 ※25  

※25  

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

壁紙張り

種　　類

　ファイバーボード

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

・化粧せっこうボード（木目）

・せっこうラスボード

・せっこうボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・難燃合板

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

　※適用する　　　・適用しない

　※規制対象外　　・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

ＨＷ

ＮＷ

0.8ＦＫ

ＤＲ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＧＢ－Ｒ

ＤＲ（軒天凹凸）

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 研磨板   （・スタンダード   ・テンパード ）

・ 無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

・無研磨板     ・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

JIS K 6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）　15.0（不燃）

9.5

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

・凹凸タイプ（※12 ・15）（不燃）

※フラットタイプ 9（不燃）

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用） 9.5（不燃） 

12.5（不燃）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      ・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・            ）

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

9.5（不燃）幅440mm程度

・けい酸カルシウム板

せっこうボード

フローリング

・　大型積層

・複層フローリング

フローリング

・　複合２種

フローリング

・　複合３種

フローリング

・釘止め工法

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

ワックス

・生地のまま

ワックス

・既塗装品

・特殊張り

工法

(体育館床)

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

・サクラ

※ナラ

・ヒノキ

・行う・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

・接着工法

※ウレタン樹脂

・ナラ ・行う

・サクラ ・行わ

ない

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種

・　Ｄ種（　　　　　　　）

(19.6.2)(表19.6.1)畳敷き

（19.7.2～3）（表19.7.1～5）

及び合板張り

吸音材

6

7

8

（表18.2.4～5）（表18.2.7）

・薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）　　
特記による

・行わない

・　Ｃ種

・　複合１種

その他ボード

（表19.3.2）

（19.4.1～4）（表19.4.1～8）

長さ900以上

・

粘着はく離形接着剤を
使用する。

(19.5.1～7)　　(表19.5.1～6)

アルミニウム製建具

A1→N/S A3→N/S

・100
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JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

(19.2.1～4）
(表19.2.1～2）ビニル床シート張り

及びゴム床タイル張り

JIS A5705のJIS表示認証製品

・マーブル

色　柄 厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

種　　類

※　発泡層の

ないもの

・　発泡層の

あるもの

記号

※ＦＳ

・ＴＳ

・ＨＳ

・ＫＳ

工法

※熱溶接

・突付け

種類の記号

　　ＦＳ

色 　柄

・　石目調

厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

※熱溶接

・突付け

工　　法

・ビニル床

目又は石目調のもの

シート

床シート

厚さ(mm)

・　2.0

寸法

※300×300

・300×300

・450×450

※ＫＴ

・ＦＴ

記号種　　　類

※　コンポジション

ビニル床タイル

・　ホモジニアス

ビニル床タイル

特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

JIS A5705のJIS表示認証製品

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

タイル

帯電防止

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）1.2～3.1程度

又は耐電圧（JIS L 1023)3kv以下

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）3.2～5.1程度

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×1010オーム未満

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）5.2以上

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×107オーム未満

耐動荷重

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

試験後異常がないこと。

寸　法（mm）

３００×３００

・視覚障害者用床タイル

材　　　　　　　　　質

・　せっ器質タイル系・　塩化ビニル系

材　種 ※　軟質・ビニル幅木 ・　溶接・　硬質

JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木・化粧ビニル

・ビニル床

・特殊機能床材

・　１００高　さ（mm）

厚　さ（mm）

・接着剤 ＪＩＳ　Ａ　5536（床仕上げ材接着剤）により、

種別は表19.2.1による施工箇所に応じたものとする。
ホルムアルデヒト放散量は特記による。特記がなければＦ☆☆☆☆とする。

2

種　別 パイル形状 色柄等

・織じゅうたん

・Ｃ種

※無地

・柄物（標準品）・Ｂ種

・Ａ種 ・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

パイル形状 パイル長（mm） 工　　法

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・ループパイル ・グリッパー工法

・タフテッドカーペット

※4～6　 ・　

※4　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

（19.3.3～4）（表19.3.2）

・　７５

・　２.０

※　６０

※　１．５

・　2.0

・　木目調

・無地

ビニル床タイル

備　考

（19.3.1～4）（表19.3.1）

備　考

下敷き材を敷く。・カットパイル ※5～7　 ・　 ※全面接着工法

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

3　カーペット敷き

（ＥＰ－Ｇ）

エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

鉄鋼面（屋内） ・Ａ種　　※Ｂ種

木部（屋内）（多孔質広葉樹を除く）→仕様工程等は、表１８．８．２による

(18.9.2)
・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

合成樹脂エマルションペイント塗り９．合成樹脂

（ＥＰ）
エマルションペイント塗り

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り８．つや有り合成樹脂 (18.8.1～4)

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

・Ａ種　　※Ｂ種

(18.10.2)合成樹脂エマルション模様塗料塗り

（ＥＰ－Ｔ）

10．合成樹脂

エマルション模様

塗料塗り

(屋内)

(18.11.2)木部のウレタン樹脂ワニス塗り ・Ａ種　　※Ｂ種

(18.12.2)・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種木材保護塗料塗り

(18.13.2)
13．オイルステイン塗り

（ＯＳ）

（ＵＣ）
11．ウレタン樹脂ワニス塗り

14．木材保護塗料塗り

（ＷＰ）

オイルステイン塗り

仕様工程は、表18.13.1による

素地ごしらえ→１回目塗り→ふき取り→２回目塗り→ふき取り

12．ラッカーエナメル塗り

（ＬＥ）

ラッカーエナメル塗り

(18.13.1)

（19.9.2～3）

種　類 施工箇所 厚さ（mm） 品質等

9 断熱・防露

＝厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

※40以下 断熱抵抗

※一般部

※壁（図示の範囲）

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※断熱材補修部分

・一般部 しないもの

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

・プラスチック系

・コンクリート系

・断熱材兼用型枠 ・木質系

・現場発泡断熱材

２　（ｍ ・k/w）

※２種ｂ

・40　

・15

難燃性　・３級　・２級

・25

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　　　　発」において、評価を取得したもの

・25 特定フロンを使用

しないもの

※１種ｂ

・50

・接地部分

　フォーム

　ポリスチレン

　保温板

・押出法

・50　

・硬質ウレタン

　　　フォーム

・屋上 ・50※Ａ種2

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

内
　
装
　
工
　
事

南レＡ-０４
特記仕様書-３

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　



山梨建築設計監理事業協同組合

承認

設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

20

表　示

・既成品

・６０

施工箇所

防火性能

・２本操作コード

・１本操作コード

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm程度の開口１ヶ所以上

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

表示標識、案内用図記号についてはJIS Z 8210による

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

寸法（mm）　　・図示　　・　

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

（※0.6　・0.8）

※鋼板

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

　　・無し

　　（・両面　・片面）

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

煙突用成形ライニング

・なし

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※ギヤ式　　・コード式

　最高使用温度　　※400℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※650℃　　・400℃

・キャスタブル耐火材

・煙突用成形ライニング材

ブラインド

カーテン

ロールスクリーン

・80

・100

※25

防炎性能　※有り

・操作棒式

・縦型

※横型 ※アルミニウム合金製

・アルミスラット

・クロススラット

鏡

衝突防止表示　

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

・部分電動式

・部分電動式

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

　（36db以上）

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装・遮音タイプ

（　　）

・あり・あり

・なし・　

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

・スタッドパネル式

・スタッド式

・パネル式

　設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

　5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

空調用吹き出しパネル　　　※無し

可動間仕切

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

幅（mm）　約35

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・溝構法

・溝構法

・溝構法

フリーアクセスフロア

　（市販品　径　約45mm）

※白

※緑　・黒

※緑　・黒・黒板

・ホワイト

　ボード

※焼付け

※ほうろう

　ホワイトボード

黒板及び

※集成材クリアラッカー仕上げ

階段手すり

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

材　　種　　ステンレスSUS304

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

形　　状　　ビニルタイヤ入り

階段滑止め

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

表面仕上げ材トイレブース

※鋼板

※鋼板

・一般タイプ

移動間仕切

形　式 装　置
備　 考性　 能ひだの種類

手引ひも引電動引分片引
施工箇所

施工箇所
装　　置

電動 手引
備　 考

スラットの幅（mm）スラットの材質種　類形　式

種　類 寸法（mm） 色　彩 備　　考

施工箇所種　　別

操作方法表面仕上げ表面材厚さ（mm）遮音性能

遮音性能表面仕上げ
表面材種

厚さ（mm）総厚さ（mm）

パネル部の
構造形式

備　考表面仕上げ材耐荷重性能
適用地震時

水平力（mm）

仕上り高
構　法

11

13

12

10

9

8

2

7

6

1

5

4

3

（20.2.2）

（20.2.3）

（20.2.4）

（20.2.5）

（20.2.6）

（20.2.8）

（20.2.14）

（20.2.13）

（20.2.12）

（20.2.11）

（20.2.10）

（20.2.9）

舗
装
工
事

排
水
工
事

22

21

（22.5.3）（表22.5.2～3）

（21.2.2～3）（表3.2.1）

・ＤＶ

10

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

1×10　以上

曲げ強度（Ｎ/mm ）

圧縮強度（Ｎ/mm ）

-2

２

２

17.0以上

32.0以上

4.0以上

3.0以上

5.0以上

※小舗石（花こう岩）　　

・舗石舗装

クの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロッ

い石片、細長の石片を含んでいない。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、薄

ト、白色ポルトランドセメントとする。

JIS R 5212シリカセメント、JIS R 5213フライアッシュセメン

JIS R 5210ポルトランドセメント、JIS R 5211高炉セメント、

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

透水係数（cm/sec）

寸法許容差（mm）

※80～100　・　 ※うろこ張り

・アスファルト舗装

※コンクリート舗装

普通タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

普通タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

外観

骨材

混和材料

着色材料

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

※80　・100

車道部　※80　・　

歩道部　※60　・　

※60※300角

セメント

インターロッキングブロック

※標準品

誘導、注意喚起用は黄色系とする

・透水性ブロック

※標準ブロック

・植生ブロック

・誘導、注意喚起用ブロック

・インターロッキングブロック舗装

※砂　　

・モルタル・洗出平板（Ｗ）　・擬石平板（Ｓ）

※普通平板（Ｎ）　・カラー平板（Ｃ）

・コンクリート平板舗装

種　　類 厚さ（mm） 色彩及び表面加工等

目地材厚さ（mm）寸法（mm）種　　類

厚　　さ幅長　　さ

品　　質　　・　　性　　能項　　　目

材
　

　
　

料

種　　類 厚さ（mm） 施工方法 基　層

＋5～－1

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

ブロック系舗装

（22.2.3）（表22.2.1）・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

（22.4.4）（表22.4.4）

（21.3.1～2）

・硬質ポリ塩化ビニル管

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　　　※図示

車道部の排水管の敷設

（21.2.3）（表21.2.2）（21.3.1～3.2）

アスファルト舗装
透水性

　種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種　・フライアッシュセメントＢ種

（22.7.4）（22.7.6）

（22.4.3）

（表22.2.1）

（22.2.2～3）

・フィルター層  ※透水性舗装　車道部150㎜・歩道部50㎜

　　　　　　　　　厚さは図示

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　

Ｇ

Ｇ ※再生クラッシャラン（RC-40）

・クラッシャラン（C-40）又はクラッシャランスラグ（CS-40）

※顔料混入加熱アスファルト混合物

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

コンクリート舗装 早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

※密粒度アスファルト混合物（13F）

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

・寒冷地域

・粗粒度アスファルト混合物（20）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物（13）

※一般地域

加熱アスファルト混合物の種類

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

※アスファルト舗装

・カラー舗装 ※無し　・有り

※無し　・有り

アスファルト舗装

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

路盤材料

※行う路床締固め度の試験

※行う（※乱した土　・乱さない土）路床土の支持力比試験

基層

表層

区分

カラー舗装の種類車道部の基層舗装の種類

（22.5.6）

（22.5.3～4）

（22.5.3）

（22.4.6）

（22.4.5）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.3.3）

（22.2.5）

（22.2.5）

9

8

7

6

5

4

３　添加量　　　　kg/ｍ　（目標ＣＢＲ　※5以上　・　　　　）

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

※添加材料による安定処理路床安定処理 （22.2.2～3）（表22.2.2）3

・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

・硬質ポリ塩化ビニル管

Ｇ

※外圧管（※１種　・２種）

※Ｂ種　　・　

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

・Ｔ－２０用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

Ｂ形（ゴム接合）

※凹凸形　　

・凹凸形　　

※普通目

・細目

※細目　　

・Ｕ字溝用

・歩行用※受枠付き

・桝ふた用

・溝ふた用

　※無し

　・図示

ボルト固定 ・かさ上げ用

※平形　　・ステンレス製

・鋼製

　　　　　　　　　厚さは図示

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

の材料

遮断層及び凍上抑制層

盛り土に用いる材料

・ＲＥＰ-ＶＵ

※ＶＰ　　・ＶＵ

製造所浸透管及び浸透桝

埋戻し土

グレーチングふた

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

鋳鉄製マンホールふた排水桝及びふた

※遠心力鉄筋コンクリート管

排水管用材料排水管

管形状（接合方法）

材　質 形　式 種　類 適用荷重 メンバーピッチ 上面形状

適用荷重種　　類

管の種類材　　種

（21.2.2）

（21.2.2）

2

1

4

3

2

1

植
栽
工
事

23

11

（23.5.3）

（23.5.2）

（23.4.2）

7

6

屋上緑化 Ｇ

２　　省管理型：3×10 Ｎ/ｍ 以上の載荷重で異常のないこと。４

２　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/ｍ ・ｈ以上

　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/ｍ２

・管理方法による区分　　・管理型   

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

　植込み用土　　製造所の仕様による

　合成樹脂耐根シート（厚さ3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　耐根層の材料

　耐荷重性能

　透水層、保水層及び排水層等

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

・管理方法による区分　　・省管理型   

屋上緑化システム

・３種１号

・１種

・１種

Ｇ

　施工箇所　※植栽範囲　　　・図示

※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土）

：生育阻害その他の異常を認めない

：0.1%以上

：0.2%以下

：0.5%以上

：55～65%

：5.5～7.5

：70meq/100g以上

：35以下

：70%以上

：15%以下

：1.0%以上

：0.8%以上

：50%以下

：20以下

：8.5以下

：35%以上

：0.01%以下

：0.05%以下

：0.03%以下

：0.0002%以下

：0.0005%以下

：0.005%以下

Ｇ

※50 　　・　

※60 　　・　

※80 　　・　

※100　　・　

※1.0

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用

　したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

芝張り

幹巻き用材料

支柱材

種類　・こうらい芝　　・野芝

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

　アルカリ分（現物）

　りん酸全量（現物）

　窒素全量（現物）

　水分

　pH

　炭素窒素比（C/N比）

　有機物の含有量（乾物）

　鉛

　クロム

　ニッケル

　水銀

　カドミウム

　ひ素

　加里全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　窒素全量（現物）

　幼植物試験の結果

　水分

　pH

　陽イオン交換容量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　有機物の含有量（乾物）

発酵下水汚泥コンポスト

バークたい肥

※適用する

芝及び地被類樹木の植栽基盤整備

※植栽範囲　　・図示※Ｂ種　　※20　　※行う　・行わない

・3超～7以下

・7超～12未満

・3以下

・12以上

土壌改良材

植込み用土

する。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層と

※Ａ種

・Ｄ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・葉張りの範囲

・図示

　ただし、低木は植栽範囲

樹木

5%以下

塗料総質量に対して※150※白

粉体状

液状

溶融

加熱

常温

路面標示用塗料

揮発性有機溶剤の含有率布厚さ（mm）幅（mm）色適用施工種類

Ｇ

Ｇ

適　用 有効土層の厚さ（cm） 工　法 整備範囲

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）樹木の樹高（ｍ）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.2.3～4）

（23.2.3）

5

4

1

3

2

※１種　・２種　・３種

ステンレス製 ※１段式

材　　質　　※アルミニウム合金製

※20×10　　・　 ※20×10　　・　

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

・約450　　・約600

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

・900

※6.8

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　Ｈ＝ＧＬ＋700mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

収納家具

旗竿

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・10　・12

製造所

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

形状・寸法　　　　※図示

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

材質

エキスパンション

・ジョイント金物

防水型　※適用する　　・適用しない

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

材質　・アルミ　・ステンレス

ブロックパターンはJIS T 9251による

　　注意喚起用床材）

（誘導用及び

視覚障害者用床タイル

色彩は黄色を原則とする

車止め支柱

屋外掲示板

フェンス

旗竿受金物

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

　　　　・レジンコンクリート製　　　

材　種　ステンレス製SUS304

製造所

施　　錠　※有り　・無し

照明器具　※有り　・無し

・樹脂塗装メッシュフェンス

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・固定式防煙垂れ壁

※500 アルミ製枠付き※網入り磨板ガラス

・線入り磨板ガラス

・800

・800

※500

※500

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

ガイドレール

表面仕上げ

　※固定式（壁埋込型）

　・可動式（天井収納型）

　※天井材張り

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

　（巻取り型）

・垂直降下式

・回転降下式

・可動式

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

製造所

寸　法

床点検口

天井点検口

鋼製書架及び物品棚

流し台ユニット

くつふきマット

かぎ箱

洗面カウンター

屋内掲示板

止水板

耐震スリット

及びカーテンボックス

ブラインドボックス

カーテンレール

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

JIS S 1039の規格による

JIS S 1040の規格による

・鋼製書架

・鋼製物品棚

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

（セクショナルキッチンⅠ型）バックガード ※有り

※市販品

※優良住宅部品トラップ付き

・900

・1800

・700

・600

※600

・1500

※1200

※1200

※1200・流し台

・コンロ台

・水切り棚

・つり戸棚

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

奥行き（mm）

材　　   種

枠の材質　　※アルミニウム製

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

目地寸法（mm）

シーリング材（内外とも）

・無し

・有り

・非耐火型

・耐火型

シーリング材（見え掛かりのみ）

※完全（全貫通型）スリット　

目地材

・水平方向

・垂直方向

・図示

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

材　　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　　考

備　　考高さ（mm）材　　質種　　類

方　向 タイプ 耐火性能 防水性能

外壁（幅×深さ）内壁（幅×深さ）目　地

耐荷重による種類規格等種　類

規格・品質等適用内容寸法（Ｌ＝　mm）種　類

（19.2.2）

（20.2.14）

28

34

33

32

31

30

29

27

26

19

18

20

23

22

21

25

24

17

16

15

14

A1→N/S A3→N/S

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

南レＡ-０５
特記仕様書-４

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　



承認

部位

陸屋根（外断熱）

庇：ウレタン塗膜防水（X-2）トップコート仕上

＜凡例（塗装記号）＞

　・ＥＰ　　　　　－　合成樹脂エマルションペイント

　・ＥＰ－Ｇ　　　－　つや有合成樹脂エマルションペイント

　・ＳＯＰ　　　　－　合成樹脂調合ペイント

　・ＯＳＣＬ　　　－　オイルステイン・クリヤラッカー

陸屋根１：合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)トップコート仕上、硬質ウレタンフォームｔ=50、コンクリート下地

陸屋根２：合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)トップコート仕上、硬質ウレタンフォームｔ=50、コンクリート下地　　アルミ製笠木　W=400　ｔ=2.0

仕上 部位 仕上

樋・ドレイン

外壁

軒裏

陸屋根：ドレイン/鋳鉄製横引ドレイン75用、竪樋/硬質カラー塩ビ製（ＶＰ)φ75

竪樋/ガルバリウム製φ75

庇：コンクリート打放シ補修補修の上、　外装薄塗材(Ｅ)

湿式外断熱工法：ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ（耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材(超撥水仕様))、ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ、ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ=50、不陸調整ﾓﾙﾀﾙ、ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ポーチ 土間コンクリート金ゴテ仕上

開口部 アルミ製自動ドア、　アルミ製窓（ＦＩＸ窓・引き違い窓（アルミ製面格子付）・内倒シ排煙窓）、　スチール製ドア（片開きフラッシュ戸・両開きフラッシュ戸）

その他 屋外放飼場：自然木（樫木）、水栓柱・ガーデン流し（機械設備）

（屋外）屋根付冷蔵庫・冷凍庫（日軽パネルシステム(株) 同等品以上）パススルータイプ

（屋外）プレハブ物置（ヨドコウ エルモ LMD-2215 同等品以上）備品工事

　・溶融亜鉛メッキ－　Ａ種(6mm以上)・Ｂ種(3.2mm以上)・Ｃ種(1.6mm以上)

立上り：合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)トップコート仕上、硬質ウレタンフォームｔ=30、コンクリート下地

①

１階床面積・建築面 積算定図

②

③

② 2.658×0.156 ＝ 0.41㎡

①15.9×13.0 ＝ 206.7 ㎡

③ 2.658×1.758 ＝ 4.67㎡

合計　＝ 211.78㎡

１階床面積 211.78 ㎡

建築面積　 211.78 ㎡

山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

non scale

佐野 正秀 坪川 裕

代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

外部仕上表

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

木材枠：木材保護塗料

杉板張り（ﾀﾃ）ｔ=15×103　木材保護塗料、杉板張下地　木下地 + ハット型胴縁 + 高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑｔ=25 + ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

　

（屋外）モート：詳細図による　　　

南レＡ-０６



山梨建築設計監理事業協同組合

承認

設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

non scale

風除室１、２

＜内装準不燃・不燃番号＞＜凡例（下地記号）＞

　・Ｃ　　：コンクリート

　・ＣＢ　：コンクリートブロック t=100・120

　・石膏ボード t=12.5　　　　　　　　　　　　　建告第1400号 第1-15

＜その他＞

　・塗装仕上げを行うボードの継目部分は、ジョイントテープなどを使用し目地処理を行うこと。

　・使用材料は、ホルムアルデヒド放散等級 Ｆ☆☆☆☆ とする。

　・ステンレスは、特記なき限りＨＬ仕上とする。

　・ビニル床シートは、耐湿工法とする。

　・木製造作材仕様は下記のとおりとする。

　　　カーテンボックス：MDF基材（シート化粧）

　・天井下地は、屋外LGS25型、屋内LGS19型とする。

　・ライニング下地はLGS100型とする。

　・手摺・衛生器具・家具等の取付部は下地補強を施す。

　・耐水合板はＴ１とし、合板はＴ２とする。

　・ＬＧＳ：軽量鉄骨下地　壁：65・100型 ＠303・455、天井：25型（外部） ＠303・360・19型（内部） ＠303・360

　　　額縁：MDF基材（シート化粧） t=25

　・屋内壁外周部・柱型下地は、ＬＧＳ19型とする。

±0 塩ビ製コンクリート下地 ＬＧＳ下地　ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装 2,500

塗布式ソイルコート ｔ=2.0mm

室　　　　　　名 Ｆ　Ｌ 床 巾　　　　　　木 天　　　　　　井 廻り縁 天 井 高 備　　　　　　考

腰壁：コンクリート打放シ補修（H=300）

±0 コンクリート下地

塗布式ソイルコート ｔ=2.0mm

ＬＧＳ下地　ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装 塩ビ製 2,500

屋内展示室１、２

±0 コンクリート下地　塗布式ソイルコート ｔ=2.0mm

コンクリート下地　ウッドチップ敷ｔ=200

腰壁：コンクリート打放シ補修（H=300）

塩ビ製

キーパー用通路

±0 コンクリート直均し ＬＧＳ下地　ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装 塩ビ製 2,800

寝室１～５

±0 コンクリート直均し 溶接金網メッシュ天井（塗装品） － 2,400

通路１、２

±0 コンクリート直均し ＬＧＳ下地　ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装 塩ビ製 2,400

擬木

強化硝子フェンス

ポリカーボネート板仕切り

水栓柱、ガーデン流し（機械設備）

寝小屋（寝室-1、寝室-3）、休憩台、ステップ

他：ソフト巾木（H=100）

他：ソフト巾木（H=100）

レッサーパンダ用通路シュート（塗装品）、側溝(グレーチング):鋼板製Ｕ字溝用200W

流し台・調理台（機械設備）

レ
ッ
サー

パ
ン
ダ
舎

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

モルタル下地　内外装薄塗材Ｅ 4,800

内部仕上表

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

コンクリート打放し補修（H=100）

壁

木下地（40×45＠600捨て胴縁＋横胴縁24×42＠450）

木部用浸透型着色剤仕上(大谷塗料(株)バトン同等品以上)

一部　ＧＢ－Ｒ  t=12.5（ＧＬ工法、ＬＧＳ下地）ＥＰ塗装

木下地（40×45＠600捨て胴縁＋横胴縁24×42＠450）

木部用浸透型着色剤仕上(大谷塗料(株)バトン同等品以上)

一部　ＧＢ－Ｒ  t=12.5（ＬＧＳ下地）ＥＰ塗装

コンクリート打放シ補修の上　内外装薄塗材Ｅ

（アイカ工業(株)ジョリパット ラフ系 JQ650 同等品以上）

コンクリート打放シ補修　ＥＰ塗装

コンクリート打放シ補修　ＥＰ塗装

コンクリート打放シ補修　ＥＰ塗装

一部：ワイヤーメッシュ（塗装品）

杉板張り（タテ）ｔ=12×90

杉板張り（タテ）ｔ=12×90
屋内ギャラリー（観覧通路）

　

南レＡ-０７



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

non scale

設計担当者代表設計者

一級建築士 一級建築士

第145710号

佐野 正秀

第195053号

坪川 裕

承認

室　　名

観覧通路

屋内展示室-2

キーパー用通路
{(15.9×2.0)+(12.5×2.0)}/50

各寝室

有効高内法高

5.70

有効開口面積(天井-800以内)必要開口面積(1/50)

令第126条の2 開口部計算

[AW-2]×2ヶ所{(9.9×3.0)+(15.9×6.0)}/50

屋内展示室-1

判定

OK

国土交通省告示第1436号四二(4)適用

＝2.502

OK＝1.136

室　　名

観覧通路

屋内展示室-2

キーパー用通路

各寝室

有効開口面積必要開口面積(1/20)

法第28条第2項 開口部計算

屋内展示室-1

判定

OK

＝2.84

{(9.90×3.0)+(15.9×6.0)}/20

＝6.255

{(15.9×2.0)+(12.5×2.0)}/20

＝6.778

[SD-1]+[SD-3]×2ヶ所+[SD-4]+[AW-1]

＝8.78

800

階 有効開口面積床面積(㎡)

消防法上無窓階計算

１階

判定

OK

＝7.410

必要面積(㎡)

(0.95×2)×1.95×2ヶ所211.78
211.78/30

＝7.059

室　　名

観覧通路

屋内展示室-2

キーパー用通路

各寝室

有効開口面積必要開口面積(1/20)

屋内展示室-1

判定

＝2.84

{(9.90×3.0)+(15.9×6.0)}/20

＝6.255

{(15.9×2.0)+(12.5×2.0)}/20

令第111条　無窓居室

NG

(0.9×0.8525×4)×2ヶ所

＝6.138

(0.9×0.8525×4)×2＋(0.4×0.4)×4

[SD-1]+[SD-3]×2ヶ所+[AW-1]

(0.3×0.3)+(0.3×0.3×2)+(1.7×0.8×0.5)

＝0.95

OK

OK(0.9×0.8525×4)×2+(0.45×0.45)×3.14×2

＝7.408

[AW-2]×2ヶ所+[AW-3]×2ヶ所

[AW-2]×2ヶ所+[SD-9]×4ヶ所

(0.9×1.8)+(0.9×1.8)×2+(1.8×1.8)+(1.7×0.8×0.5)

[AD-1]×2ヶ所（ガラス：強化硝子ｔ=5.0）

法令チェック

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)
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特　記

事　項 山梨建築設計監理事業協同組合

屋内ｷﾞｬﾗﾘｰ

屋内展示室-1

上部吹抜

寝室-1 寝室-2 寝室-3 寝室-4 寝室-5

屋外放飼場-2
屋外放飼場-1

7950 7950

15900

(ｶｷﾞ付)

ﾎ
ﾟﾘ

ｶｰ
ﾎ
ﾞﾈ

ｰﾄ
板
仕

切
(
H=

1
.3

m)

(給排水) (給排水)

自動ドア
(1000W*2100H)

(約50.8㎡)

(約70.0㎡)

ﾚｯｻｰ用扉
（上）

ﾚｯｻｰ用扉
（下）

(観覧通路)

強化硝子フェンス(H=1.3m)

ﾚｯｻｰ
用扉

ﾚｯｻｰ
用扉

調理台

H=1300

人用扉

ﾚｯｻｰ用扉
（下）

ﾚｯｻｰ用扉
（上）

人用扉

ﾚｯｻｰ
用扉

流し台

（CH=2500)

ｽﾘｯﾄ ｽﾘｯﾄ

ｸﾏｻﾞｻ

ﾚｯｻｰ
用扉

強化硝子フェンス(H=1.3m)

Ａ

Ａ’

人用扉

モート

モート

腰
壁
(H＝

0.7ｍ
)

20
00

(H=1100)

(H=1100)

ａ

ａ

90
0

11
00

大名竹

(給排水)(給排水)

ｸﾏｻﾞｻ

1100
900

2000

モート
(H=1100)

モート
(H=1100) 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

自動ドア
(1000W*2100H)

Ｂ'Ｂ

3000 3000

壁(外側)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

750 750

1X 2X 3X

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

ﾚｯｻｰ
用扉

ﾚｯｻｰ
用扉

ﾚｯｻｰ
用扉

ﾚｯｻｰ
用扉

風除室１ 風除室２

通路-1 通路-2

庇庇

自然木
樫木:樹高H=5ｍ
　　 幹周C=0.6ｍ
　　 枝張W=2.5ｍ

自然木

　　 幹周C=0.6ｍ
　　 枝張W=2.5ｍ

1000 2000 2000 1000

上部：ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ用通路(1.9ｍの高さ)

1700

15900

2400 17002400 2400 2400 2900

7950 7950

側溝

4950 4950

樫木:樹高H=5ｍ
塗床 塗床

壁
(H
=2
.1
～
2.
8ｍ

)

壁
(H=2.1～

2.8ｍ
)

壁(H=2.8ｍ)
壁(H=2.8ｍ)

ﾌﾞﾘｯｼﾞ受台 ﾌﾞﾘｯｼﾞ受台

床:ｺｳﾗｲ芝

床:ｺｳﾗｲ芝

W2220×D1520×H2200
ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫((株)淀川製作所 ｴﾙﾓ同等品以上)

±0

Ｈ Ｈ

(
ｵ
ｰ
ﾄ
ｸ
ﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ
)

(
ｵ
ｰ
ﾄ
ｸ
ﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ
)

+150 +150

+150

幹周C=0.6ｍ
樹高H=3

枝張W=2.5ｍ

+150

屋内展示室-2

樹高H=3
幹周C=0.6ｍ
枝張W=2.5ｍ

+150

擬木:2本
擬木:2本

+150+150+150+150+150+150+150

Ｈ

側溝各寝室前 仕切

キーパー用通路
+150

1
8
0
0

2700

屋根付冷蔵庫・冷凍庫(日軽ﾊﾟﾈﾙｼｽﾃﾑ(株)同等品以上)

避難口誘導灯(消防法適合品)

消火器(粉末ABC10型)Ｈ

～凡　例～

1
7
5
8

2658

1
5
6

ａ断面図

7
0
0

900

3002000

1100

5
2
01
1
0
0

壁(外側)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

壁(外側):ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

13
0
0
0

2
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

13
0
0
0

2
0
0
0

1Y

2Y

3Y

4Y

腰
壁
(H
＝
0.
7ｍ

)

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100 工事名称

設計年月日
図面名称 №

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕 平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

11800 8500

庇 庇

ポーチポーチ

4
0
0

コンクリート壁

※設計GL=0=260.92

南レＡ-０９



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

A1→1/50 A3→1/100

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕

SUSﾀﾗｯﾌﾟφ19 W350 5段 

SUSﾀﾗｯﾌﾟ(安全ガード付）

陸屋根２

1
0
0
0

庇庇

庇：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)仕上

ｱﾙﾐ笠木(ｶﾗｰ)

RD
RD

7950 7950

15900

1X 2X 3X

1
0
0
0

庇：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)仕上

陸屋根１

850

1Y

2Y

3Y

4Y
3
00
0

6
0
00

4
0
0
0

1
3
0
0
0

3
00
0

6
0
00

1
3
0
0
0

4
0
0
0

15900

7950 7950

1X 2X 3X

屋上(外断熱)：コンクリート金鏝押エ
断熱材：硬質ウレタンフォームｔ=50
合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)
トップコート仕上

RD

850

屋上(外断熱)：コンクリート金鏝押エ
断熱材：硬質ウレタンフォームｔ=50
合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)
トップコート仕上

RDRD RD

8
5
0

8
5
0

12
0
0

6
0
0

7
7
5

7
5
0

10
50

1
1
75

11
7
5

4
5
0

8
5
0

7
5
0

9
7
5

1
2
00

45
0 6
00

(AW-2) (AW-2)

(
A
W-

3)
(
A
W-

4)
(A

W
-5

)

(A
W-

3)
(
AW

-4
)

(
AW

-5
)

36002475 3750 3600 2475

庇：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)仕上 庇：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)仕上

2
80
0

1
2
00

2
80
0

1
2
00

屋根伏図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)
南レＡ-１０



FIX
FIX

FIX

FIX
FIX

FIX

山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項
佐野 正秀 坪川 裕

承認

南側立面図

北側立面図
西側立面図

東側立面図

5
3
0

壁：杉板張り(タテ)

壁：杉板張り(タテ)

壁：杉板張り(タテ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

水切:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.6

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

目地 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

水切:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.6水切:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ=0.6

目地

目地

木材枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

2
3
0
0

2800

OPEN

外壁：湿式外断熱工法 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ
　　　耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

外壁：湿式外断熱工法 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ
　　　耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

外壁：湿式外断熱工法 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ
　　　耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

外壁：湿式外断熱工法 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ
　　　耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

立面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

木材保護塗料

　

南レＡ-１１



FIX
FIX

FIX

1/100

1/100

1
5
0

1
5
0

850 850

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100 工事名称特　記

設計年月日事　項
図面名称 №

山梨建築設計監理事業協同組合
佐野 正秀 坪川 裕

承認

屋内展示室-1屋内展示室-2

79507950

5
6
0
0

▽最高高さ

5
1
6
0

▽軒の高さ

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板仕切
H=1300

2
0
0

2
0
0

400

4
0
0

ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ

1X2X3X

4
8
0
0

2000 2000 6000 3000

2
5
0
0

1
3
0
02
4
0
0

2
8
0
0

1
9
0
0

ｷｰﾊﾟｰ用
通路

寝室 屋内展示室 屋内ｷﾞｬﾗﾘｰ

1
5
0

1
5
0

2
1
0
0

塗床 土間コンクリート

2
0
0

1
5
0

2
0
0

1000

5
0
6
0

▽最高高さ

3
4
0
0

5
6
0
0

1Y 2Y 3Y 4Y

1
5
0
0

ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ

屋内展示室

4
8
0
0

5
6
0
0

5
4
0

G1a

G2

850
G2a

5
1
6
0

4
4
0

3
6
0
0

7
5
0

8
1
0
4
4
0

5
6
0
0

4
4
0

代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

▽軒の高さ(水下) ▽軒の高さ(水上)

▽最高高さ

▽軒の高さ

▽GL

▽GL

(
A
W
-
4
)

南レＡ-１２



壁:内外装薄塗材Ｅ

外装薄塗材Ｅ

山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

A1→1/25 A3→1/50

佐野 正秀 坪川 裕

承認

2000 2000 6000 3000

1
3
0
0

3
6
0
0

1
9
0
0

1
5
0

1
5
0

2
1
0
0

1
5
0
0

1
5
0

2
0
0

1000

1
0
0
0

▽FL

3
4
0
0

5
6
0
0

FIX

1Y

7
5
0

2Y 3Y 4Y

2
4
0
0

ｷｰﾊﾟｰ用通路

寝室3

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均ｼ

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放シ補修
　 EP塗装仕上

屋内展示室

床:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ
床:

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ
　 EP塗装仕上

天井:ｹｲｶﾙ板ｔ=6
　　 EP塗装仕上

8
0
0

1
0
0
0

5
1
60

△GL

▽軒高さ

▽最高高さ

5
6
0
0

4
0
0

4
0
0

床:ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ敷きｔ=200

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

3
4
5
0

7
5
0

9
0
0

4
0
0

外壁:湿式外断熱工法
　　 耐候性有機質
　　 ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
　　 超撥水仕様

庇:ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

3
0
0

2
2
0
0

強化硝子ﾌｪﾝｽ

天井:ｹｲｶﾙ板ｔ=6
　　 EP塗装仕上

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

▽最高高さ

▽軒高さ

ｱﾙﾐ笠木

5
3
0

2
5
0
0

水切：ｶﾗｰGL鋼板

▽FL

△GL

杉板張り(ﾀﾃ)
外壁:

5
0
1
0

屋内ｷﾞｬﾗﾘｰ

3
5
0

13000

1
7
6
0

コンクリート
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ=30
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
砕石 t=150

天井:ワイヤーメッシュ
　　 SOP塗装仕上

ｽﾃｯﾌﾟ

150 600 150
RC造(D10＠300)
ﾌﾟﾗﾝﾄﾎﾞｯｸｽ:

水抜穴100φ5ヶ所

大名竹:
H=2000
枝張=300

6
5
0

1
5
0

5
0
0

客土

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ仕上

庇:ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ仕上

4
4
0

屋上(外断熱)：ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押ｴ
断熱材：硬質ウレタンフォームｔ=50

8
1
0

4
4
0

外壁:湿式外断熱工法
　　 耐候性有機質
　　 ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
　　 超撥水仕様

外壁:湿式外断熱工法
　　 耐候性有機質
　　 ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
　　 超撥水仕様

FIX

FIX

1
3
1
0

4
5
0

6
0
0

1
4
6
0

防水押エ金物：
ｱﾙﾐ110×55×2.0

合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5断熱接着非歩行工法(SI-F2)
トップコート仕上

(水下)

1
0
0 1/100

1
0
0

(水上)

(水下)

(水上)

防水押エ金物：
ｱﾙﾐ110×55×2.0

3
0

3
2
5
0

1/100

(水上)

(水下)

2
9
5
0

450 750

600

(柱型) (柱型)

1175 1050

1200775

(AW-3)

(AW-4)

(AW-5)

G2

G1a G2a

5
1
0

屋上(外断熱)：ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押ｴ
断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑｔ=50
合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5

トップコート仕上
断熱接着非歩行工法(SI-F2)

代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

矩計図１

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

外装薄塗材Ｅ

木材保護塗料

　

天井:内外装薄塗材Ｅ

400
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1/100

(水上)

(水下)

G1

(水下)

(水上)

1
5
0

3
4
0
0

5
1
6
0

5
6
0
0

4
4
0

1
0
0

4
0

▽軒高さ

▽最高高さ

1
0
0

(水下)

(水上)

防水押エ金物：
ｱﾙﾐ110×55×2.0

外壁:湿式外断熱工法
　　 耐候性有機質
　　 ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
　　 超撥水仕様

屋上(外断熱)：ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押ｴ
断熱材：硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑｔ=50

断熱接着非歩行工法(SI-F2)
トップコート仕上

合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄｔ=1.5

山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

A1→1/25 A3→1/50

佐野 正秀 坪川 裕

承認

2000 2000

▽FL

5
6
0
0

1Y 2Y

ｷｰﾊﾟｰ用通路

寝室4

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均ｼ

腰壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修
　  EP塗装仕上

天井:ワイヤーメッシュ
　　 SOP塗装仕上

屋内展示室

床:
ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し
床:

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ
　 EP塗装仕上

天井:ｹｲｶﾙ板ｔ=6
　　 EP塗装仕上

2
8
0
0

△GL

4
0
0

4
0
0

▽最高高さ

▽軒高さ

▽FL

△GL

コンクリート
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｔ=30
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15
砕石 t=150

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

1
5
0

2
4
0
0

6
0
0

外壁:湿式外断熱工法
　　 耐候性有機質
　　 ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材
　　 超撥水仕様

庇:ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ仕上

1
9
0
0

4
4
0

5
1
6
0

代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

矩計図２

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

外装薄塗材Ｅ

　

天井:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ

南レＡ-１４



SUSﾀﾗｯﾌﾟ(安全ガード付）

1700900 8502350 2150 1050180028001100 1200

側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)鋼板製Ｕ字溝用W200

上部吹抜

7950 7950

15900

1700

15900

2400 1700

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

1
3
0
0
0

ﾎ
ﾟ
ﾘｶ

ｰ
ﾎ
ﾞﾈ

ｰ
ﾄ
板

仕
切

(
H=

1
.
3m

)

2
0
0
0

強化硝子フェンス(H=1.3m)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

調理台

2400 2400 2400 2900

流し台

(人用扉)

ﾌﾞﾘｯｼﾞ受台

大名竹

(
ｶ
ﾞ
ｰﾃ
ﾞ
ﾝ
流
ｼ
)

自動ドア
(1000W*2100H)

3000 3000

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

825 825

上部:庇

ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ用通路(1.8ｍの上部)
各寝室前 仕切

1Y

2Y

3Y

4Y

屋内展示室-1 屋内展示室-2

屋内ｷﾞｬﾗﾘｰ
(観覧通路)

(人用扉)

ポーチ

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

通路1

(
ﾚ
ｯｻ

ｰ用
扉

(下
)
)

寝室-1

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

(
上

))

上部:庇

側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)鋼板製Ｕ字溝用W200

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(
ｶ
ﾞ
ｰﾃ
ﾞ
ﾝ
流
ｼ
)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

)

(
ﾚ
ｯｻ

ｰ用
扉

(下
)
)

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽﾒｯｼｭﾌｪﾝｽﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

(人用扉)

(ﾚ
ｯ
ｻｰ

用
扉

(
上

))

寝室-5

通路2

塗
床

ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾁ
ｯﾌ
ﾟ

塗
床

ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾁ
ｯﾌ
ﾟ

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ 床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

7950 7950

1X 2X 3X

1X 2X 3X

9
5
0

9
0
0

1
5
0

6
0
0

4
0
0

1
6
2
5

4
0
0

4
0
0

2
1
5
0

6
3
5

9
0
0

強化硝子フェンス(H=1.3m)

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

9
5
0

9
0
0

1
5
0

6
0
0

4
0
0

1
6
2
5

8
0
0

4
0
0

2
1
5
0

9
0
0

7
2
5

床:ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ敷きｔ=200床:ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ敷きｔ=200

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上 床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

(ｶﾞｰﾃﾞﾝ流ｼ)(ｶﾞｰﾃﾞﾝ流ｼ)

(
ｵ
ｰ
ﾄｸ
ﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ
)

風除室2風除室1

床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上 床:塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ仕上

自動ドア
(1000W*2100H)

上部:庇

上部:庇上部:庇

9
0
0

7
2
5

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
6
8
5

1
1
3
0

1
1
8
5

(
ｵ
ｰ
ﾄｸ
ﾛ
ｰ
ｽ
ﾞ
)

6
8
5

1
1
3
0

1
1
8
5

4950 4950

570 2280 150 5702280150

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

1
3
0
0
0

2
0
0
0

630 900 1704
0
0

8
0
0

400800 1200 900 400 1100 500 400 550 950 4001100 900 1450 400 1050 630900

218521852610155 2610 155

1
5
5
0

柱型:杉板張り

柱型:杉板張り
柱型:EP塗装 柱型:EP塗装

ドア木枠ドア木枠ドア木枠ドア木枠

(寝小屋)

踊り場
400×800

踊り場
400×800

ｼｭｰﾄ出口

踊り場
400×800

踊り場
400×800

ｼｭｰﾄ出口

ﾒ
ｯ
ｼｭ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

ﾒ
ｯ
ｼｭ
ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

上部:庇

RC
腰

壁
(
F
L
+6
0
0
)

RC
腰

壁
(
F
L
+6
0
0
)

寝室-2
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

寝室-3

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

寝室-4

強化硝子フェンス(H=1.3m)

170

塗床 ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ 塗床ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ

ｽﾃｯﾌﾟ300×200(5段)

休憩台
400×600

休憩台
400×600

W800
D600
H800

(寝小屋)
W800
D600
H800

ﾌﾞﾘｯｼﾞ受台

キーパー用通路

+150
+150

+150

±０

+150 +150

+150 +150

+150

+150
+150

+150

Ｈ

Ｈ

+150

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直均シ

Ｈ

～凡　例～

避難口誘導灯(消防法適合品)

消火器

+150

屋根付冷蔵庫・冷凍庫
(日軽ﾊﾟﾈﾙｼｽﾃﾑ(株)同等品以上)

2700

Ｈ

6
0

7
5

7
5

1
5
0

1
5
6

山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

A1→1/40 A3→1/80

承認

佐野 正秀 坪川 裕

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第145710号

一級建築士

第195053号

平面詳細図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

ポーチ

上部:庇

ポーチ

上部:庇
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山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

2
4
0
0

1X

1700

15900

2400 2400 2400 2400 2900 1700

通路・寝室１～5　Ａ

2000 2000

1
8
0
02
4
0
0

6
0
0

1
8
0
0

6
0
0

寝室１、3　Ｂ

2000

床

巾　木

壁

天　井

コンクリート直均シ

コンクリート打放シ補修　ＥＰ塗装

一部：ワイヤーメッシュ

溶接金網メッシュフェンス

ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装

-

註）特記なき仕上は、上記表による。

寝室1～5・通路1～2

通路1　Ｂ

2
0
0
0

2X 3X 2Y 2Y 2Y

1X

1700

15900

240024002400240029001700

通路・寝室１～5　Ｃ

2
4
0
0

4
0
0

2X3X

2000

通路1　Ｄ

2Y

通路2　Ｂ

2000

1
8
0
0

6
0
0

寝室1、3　Ｄ

1
8
0
0

6
0
0

2
4
0
0

2000

2Y 2Y

通路2　Ｄ

1
8
00

1X

1700

15900

2400 2400 2400 2400 29001700

キーパー用通路　Ａ

2
8
0
0

1
0
0
0

2X 3X

1
9
0
0

4
0
0

2
8
0
0

2000

1Y

キーパー用通路　Ｂ

1X

15900

79507950

キーパー用通路　Ｃ

2X3X

2
8
0
0

FL

FL

FL

FL

1
8
0
0

1
0
0
0

2000

キーパー用通路　-

床

巾　木

壁

天　井

註）特記なき仕上は、上記表による。

キーパー用通路

2
1
0
0

1X

3025

2
5
0
0

4
0
0

FL

風除室1　Ａ

4Y

3000 3025

1X3Y

3000

4Y3Y

床

巾　木

壁

天　井

塗布式ソイルコート ｔ=2.0mm

腰壁：コンクリート打放シ補修（H=300）

木部用浸透型着色剤仕上

ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装

註）特記なき仕上は、上記表による。

風除室１、２

風除室1　Ｂ 風除室1　Ｃ 風除室1　Ｄ

1
9
0
0

ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ用ｼｭｰﾄ

1
8
00

1
0
0
05
0
0

ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ用通路

2
3
0
0

1
0
0
0

8
0
0

※『風除室2』は、『風除室1』の左右反転

2000

1
8
0
0

6
0
0

寝室2、4　Ｂ

2Y

2000

1
8
0
0

6
0
0

寝室2、4　Ｄ

1
8
0
0

6
0
0

1Y

6
0
0

2000

1
8
0
0

6
0
0

寝室5　Ｄ

ｽﾃｯﾌﾟ:
取付位置は現場調整

2800 1100

OPEN

休憩台：取付位置現場調整

休憩台:400×600
(取付位置現場調整)

寝室5　Ｂ

2000

1
8
0
0

6
0
0

2Y

コンクリート直均シ

コンクリート打放シ補修　ＥＰ塗装

ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装

一部 GB-R t=12.5(LGS下地)EP塗装

ソフト巾木 H=100

GL工法GB-R t=12.5 EP LGS下地GB-R t=12.5 EP

ソフト巾木 H=100 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放シ補修 H=300 ソフト巾木 H=100

GL工法GB-R t=12.5 EP

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放シ補修 H=300

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕

杉板張り(ﾀﾃ)ｔ=12×90

展開図１

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

ソフト巾木(H=100)

コンクリート打放し補修（H=100）

南レＡ-１６



山梨建築設計監理事業協同組合

承認 設計 担当

設計年月日

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

屋内ギャラリー　Ａ

2X

1
8
0
0

1X

7950

15900

7950

屋内展示室　Ａ

4
8
0
0

3
0
0
0

2X 3X

FL

FL

床

巾　木

壁

天　井

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　ｳｯﾄﾞﾁｯﾌﾟ敷ｔ=200

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地　塗布式ｿｲﾙｺｰﾄ ｔ=2.0mm

-

註）特記なき仕上は、上記表による。

屋内展示室

2
1
0
0

4925 4925 3000

屋内ギャラリー　Ｂ

4Y 3Y

屋内ギャラリー　Ｃ

49254925

2X

3000

屋内ギャラリー　Ｄ

4Y 3Y

2
5
0
0

4
0
0

1
3
0
0

3Y 2Y

6000

屋内展示室　Ｂ

9
0
0

3
5
5
0

ウッドチップ

2
0
0

4
0
0

4
0
0

1
5
0
0

1
3
0
0

2
0
0

1X

7950

15900

7950

屋内展示室　Ｃ

2X3X

1
3
0
0

ウッドチップ

4
0
0

4
4
0
0

2
0
0

4
8
0
0

3Y2Y

6000

屋内展示室　Ｄ-1

4
0
0

4
0
0

1
5
0
0

3Y2Y

6000

屋内展示室　Ｄ-2

3
4
5
0

7
5
0

2
1
0
0

4
0
0

2
1
0
0

2
2
0
0

3
0
0

壁:杉板張り 壁:杉板張り

柱型:杉板張り

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修

OPEN OPEN柱型:杉板張り

壁:杉板張り壁:杉板張り

OPENOPEN

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板仕切

1
3
0
0

強化硝子フェンス 強化硝子フェンス

柱型:杉板張り

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ板仕切

床

巾　木

壁

天　井

塗布式ソイルコート ｔ=2.0mm

腰壁：コンクリート打放シ補修（H=300）

杉板張り(ﾀﾃ)ｔ=12×90

木部用浸透型着色剤仕上

ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装

註）特記なき仕上は、上記表による。

屋内ギャラリー

一部 GB-R t=12.5(LGS下地)EP塗装

LGS下地GB-R t=12.5 EP

ソフト巾木 H=100 ソフト巾木 H=100

LGS下地GB-R t=12.5 EP

FL

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

FIX

展開図２

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

壁:モ内外装薄塗材Ｅ

梁型:内外装薄塗材Ｅ 柱型:内外装薄塗材Ｅ 梁型:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ壁:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ

梁型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

壁:内外装薄塗材Ｅ

梁型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

柱型:内外装薄塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し補修　内外装薄塗材Ｅ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し補修　内外装薄塗材Ｅ

　

南レＡ-１７



縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100 工事名称特　記

設計年月日事　項
図面名称 №

山梨建築設計監理事業協同組合

屋内ｷﾞｬﾗﾘｰ

寝室-1 寝室-2 寝室-3 寝室-4 寝室-5

キーパー用通路

7950 7950

15900

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

13
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

2
0
0
0

13
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

1X 2X 3X

1Y

2Y

3Y

4Y

風除室１ 風除室２

通路-1 通路-2

上ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ用通路

15900

7950 7950

各寝室前 仕切

3000 300049504950

仕　上

A

B

C

A AA

屋内展示室

A A

A

B B B B B

外装薄塗材Ｅ

CC

C

C

C

C

CC

記号

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕

内外装薄塗材Ｅ

ケイカル板 ｔ=6.0　ＥＰ塗装

D

D D DD

天井伏図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

溶接金網メッシュ天井（SOP塗装）

　

水切目地

水切目地

南レＡ-１８



AD

1

調理台流し台

12
0
0

自動ドア
(1000W*2100H)

ポーチ

塗
床

ｳ
ｯﾄ

ﾞ
ﾁｯ

ﾌ
ﾟ

1
20

0

塗
床

ｳ
ｯﾄ

ﾞ
ﾁｯ

ﾌ
ﾟ

強化硝子フェンス(H=1.3m)

(ｶﾞｰﾃﾞﾝ流ｼ)

(ｵ
ｰ
ﾄｸ

ﾛ
ｰｽ

ﾞ
)

自動ドア
(1000W*2100H)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

(ｵ
ｰ
ﾄｸ

ﾛ
ｰｽ

ﾞ
)

(根小屋) (ﾃｰﾌﾞﾙ)(根小屋) (ﾃｰﾌﾞﾙ)

強化硝子フェンス(H=1.3m)

630 900 970 400 1200 400 1100 500 400 1500900 1100 400 900 1450 400 1050 170 900 630

6
30

90
0

4
70

8
00

40
0

8
00

67
5

40
0

3
30

0
90

0
72

5

2
00

0
2
00

0
60

00
30

00

825

7950 7950

2350 900 850 1700 2150 1300 863 2937 1800 1050

6
30

90
0

4
70

8
00

40
0

8
00

67
5

40
0

3
30

0
90

0
72

5

2
00

0
2
00

0
60

00
30

00

1700 2400 2400 2400 2400 2900 1700

9501450

475 775 850 775900 325 775 850 775 775 850 775 775 850 775 1025 850 1025 475900325

155 2610 2185 2185 2610 155

825

15
50

ポリカーボネード仕切(H=1.3m)

39
10

54
0

63
5

90
0

570 2280 150

3000 4950

7950

5702280150

30004950

7950

下部建具 キープラン S=1/50

SD

3-1

SD

3-1

SD

7

SD

7

SD

7

SD

7

SD

7

SD

8

SD

8

SD

6

SD

6

SD

6

SD

6

SD

6

SD

6

2

SO

2

SO

2

SO

2

SO

2

SO

1

SO

1

SO

SD

5

SD

5

SD

5

SD

5

SD

5

SD

3-3

SD

3-3

SD

3-2

SD

3-2

SD

9-1

SD

9-1

SD

2

Y1

X1 X2 X3

X1 X2 X3

Y2

Y3

Y4

Y1

Y2

Y3

Y4

風除室1

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士 A1→1/50 A3→1/100

パススル－保冷庫

キーパー通路

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

(ｶ
ﾞｰ

ﾃﾞ
ﾝ流

ｼ)

屋外放飼場1

(ｶﾞｰﾃﾞﾝ流ｼ)

屋内展示場1 屋内展示場2

寝室1 寝室2 寝室3 寝室4 寝室5 通路2

(ｶ
ﾞｰ

ﾃﾞ
ﾝ流

ｼ)

屋外放飼場2

強化硝子フェンス(H=1.3m)

風除室2

屋内ギャラリ－

（観覧通路）

通路1

レッサーパンダ舎　下部建具キープラン

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

AD

1

　

1

LSD

1

LSD

1

1

1

SD

4

SDSD

SD

南レＡ-１９



自動ドア
(1000W*2100H)

強化硝子フェンス(H=1.3m)

(ｵ
ｰ
ﾄｸ

ﾛ
ｰｽ

ﾞ
)

自動ドア
(1000W*2100H)

(ｵ
ｰ
ﾄｸ

ﾛ
ｰｽ

ﾞ
)

強化硝子フェンス(H=1.3m)

13
60

4
00

24
0

18
2
5

37
75

2
00

0
2
00

0
60

00
30

00

7950 7950

2
00

0
2
00

0
60

00
30

00

1700 2400 2400 2400 2400 2900 1700

9501450

1770 400

230

ポリカーボネード仕切(H=1.3m)

3000 4950

7950

30004950

7950

40
0

52
0

4
00

動物出入口踊り場

800x400

13
60

4
00

24
0

18
2
5

37
75

40
0

1770 400

230

1770 400

230

1770 400

230

2270 400

230

動物出入口踊り場

800x400

上部建具 キープラン S=1/50

1-1

SS

SD

9-2

Y1

X1 X2 X3

X1 X2 X3

Y2

Y3

Y4

Y1

Y2

Y3

Y4

風除室1 風除室2

1-2

SS

1-2

SS

1-2

SS

1-3

SSSD

12

SD

11

SD

10

SD

11

SD

11

SD

11

SD

10

SD

10

SD

10

SD

10

SD

12

SD

9-2

3-1

SO

3-1

SO

3-1

SO

3-1

SO

3-2

SO

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士 A1→1/50 A3→1/100

動物出入口踊り場
800x400

動物出入口踊り場

800x400

屋外放飼場1

パススル－保冷庫

キーパー通路

通路1 寝室1 寝室2 寝室3 寝室4 寝室5 通路2

屋外放飼場2

屋内展示場2屋内展示場1

屋内ギャラリ－
（観覧通路）

強化硝子フェンス(H=1.3m)

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

レッサーパンダ舎　上部建具キープラン①
　

南レＡ-２０



3
0
0
0

6
0
0
0

13
0
0
0

15900

3
0
0
0

6
0
0
0

13
0
0
0

展示室上部吹抜

15900

1
0
0
0

1
0
0
0

展示室上部吹抜

1X 2X 3X

1Y

2Y

3Y

4Y

AW
2

AW
2

陸屋根２

AW
3

4
AW

AW
5

AW

4
AW

5

AW
3

4
0
0
0

4
0
0
0

寝室上部

キーパー用通路上部

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100 工事名称特　記

設計年月日事　項
図面名称 №

山梨建築設計監理事業協同組合
佐野 正秀 坪川 裕

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

上部建具キープラン②
　

南レＡ-２１



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

A1→1/50 A3→1/100

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

記 号 ・ 数 量

場　　　所

形　　状

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

形式・見込

記 号 ・ 数 量

場　　　所

形　　状

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

形式・見込

記 号 ・ 数 量

場　　　所

形　　状

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

形式・見込

記 号 ・ 数 量

場　　　所

形　　状

材質・仕上

硝　　　子

金　　　物

備　　　考

形式・見込

(上下式)フラッシュドア　　　扉:40

3ヶ所

 ▽FL

 ▽FL

 ▽FL

 ▽FL

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理の上 ＤＰ塗装

キーパー用通路、屋内展示室

片開きフラッシュドア　　　枠:100(ｔ=1.6)、扉:40(ｔ=1.0)

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠(CL+ｻﾑﾀｰﾝ)、DC、SUS沓摺(水切)、丁番、戸当り、付属金物一式

1
SD

900

1
3
0
0

－

屋内展示室

片開きドア付ポリカーボネート仕切り

－

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂板（透明）ｔ=8.0

1
2
SD

3
SD

カンヌキ錠、丁番、戸当り、付属金物一式

300

1
8
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

6ヶ所

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

キーパー用通路

片開きフラッシュドア　　　枠:100、扉:40

カンヌキ落とし、丁番、付属金物一式

強化合わせガラス（TP4+TP4）

900

300 300

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

キーパー用通路

把手、締り金物、丁番、戸当り、付属金物一式

－

－

4、(1)
7
SD

2400

2
0

1
8
0
0

1
4
SD

1800

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理の上 ＤＰ塗装

キーパー用通路

両開きフラッシュドア　　　枠:100(ｔ=1.6)、扉:40(ｔ=1.0)

－

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠(CL+ｻﾑﾀｰﾝ)、DC、SUS沓摺(水切)、丁番、ﾌﾗﾝｽ落ｼ、付属金物一式

4
0
0

5
5
SD

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

寝室1～5

(上下式)フラッシュドア　　　扉:40

遠隔操作（キーパー用通路）

－

付属金物一式

400

2
6
SD

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

寝室キーパー通路

遠隔操作（キーパー用通路）

－

付属金物一式

4
0
0

400

1
8
0
0

片開きメッシュドア　　　扉:L-50×50

4
0
0

6
8
SD

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

寝室1～5

(スライド式)フラッシュドア　　　扉:40

遠隔操作（キーパー用通路）

－

付属金物一式

400

下段:2
9
SD

上段:2

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

寝室1～5

－

付属金物一式

4
0
0

400

(上下式)フラッシュドア　　　扉:40

遠隔操作（キーパー用通路）

アルミ製・電解着色

キーパー用通路

クレセント、付属金物一式

網戸、アルミ面格子

1ヶ所
1
AW

1700

1
0
0
0

1
8
0
0

引き違い窓 70

Low-e 3.0 + A6 + F 4.0

8
0
0

4
8
0
0

9
0
0

852.5 60 852.5 70 852.560852.5

3600

2ヶ所
2
AW

アルミ製・電解着色

屋内展示室

ストップアーム、付属金物一式

70

2ヶ所
3
AW

アルミ製・電解着色

屋内展示室

付属金物一式

－

FIX窓 70

2
1
LSD

亜鉛メッキ鋼板・焼付塗装

風除室

ドアハンドル、シリンダー錠、ハンガー戸車、付属金物一式

戸袋タイプ、扉芯:ペーパーコア、窓付、自動閉鎖、

上吊り片引き戸　　　枠:131(ｔ=1.6、扉:40(ｔ=0.6） 137

FL 5.0

1000
(有効開口)

2255

200 200

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
1
0
0

2
0
0

Low-e 3.0 + A6 + FL 3.0 Low-e 3.0 + A6 + FL 3.0

7
10
SD

(スライド式)フラッシュドア　　　扉:40

スチール製・溶融亜鉛メッキ処理（塗装品）

寝室キーパー通路

遠隔操作（キーパー用通路）

－

付属金物一式

4
0
0

400

300

900

300 300

1
8
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

PW6.8

7'
SD

(2900) ※（　）はSD-7’

850

金網フェンス:
(溶接金網φ3.2×50×50)

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕

2ヶ所
1
AD

アルミ製・電解着色

風除室

シリンダー錠、付属金物一式

無目センサー、補助光電センサー、防護スクリーン

片引き自動ドア 70

2
1
0
0

2
0
0

1000
(有効開口)

2280

強化硝子 5.0

2ヶ所
AW

アルミ製・電解着色

屋内展示室

付属金物一式

－

FIX窓 70

Low-e 3.0 + A6 + FL 3.0

2ヶ所
AW

アルミ製・電解着色

屋内展示室

付属金物一式

－

FIX窓 70

Low-e 3.0 + A6 + FL 3.0

4 5

4
5
0

FIX

450

3
2
5
0

FIX

750

7
5
0

3
4
5
0

FIX

600

6
0
0

2
9
5
0

内倒シ排煙窓

オペレーター

建具表１

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
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建具 Ｗ＝1780

50 200 50 200 50

20 20

1820 9090

腰
壁
 
Ｈ
＝
6
0
0

18
4
4

3
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
8
1
4

5
0

1
1
7
0

5
0

4
9
4

5
0

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

支
柱
 
Ｌ
＝
1
9
0
0

20
1
0
0

5
0

1
50

5
0

3
0

8
0

20150

2000

9
0
0

50 1180

800 有効 Ｗ＝400

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

金網フェンス-1

寝室間仕切り符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

格子他

腰
壁
 
Ｈ
＝
6
0
0

120 180

150

Ｃ
Ｈ
＝
2
40
0

18
4
4

5
0

キーパー通路側 立面図 S=1/10SO/1 断面図 S=1/10SO/1 立面図 S=1/10

3
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
8
1
4

（抜け）

SD

11

寝室間仕切り金網フェンス

St □-50x50x3.2

SD

8

1

SO

SD

8

固定部

St 9t

2-ケミカルアンカー M12

間仕切り支柱

St □-150x150x4.5

上部固定

2-St FB-6x75

アンカープレート

St 6t 100x250

2

SO

2

SO

3

SO

3

SO

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

固定部

St L-65x65x6

オールアンカー SUS M10x70

1FL 1FL 1FL

Y2

1

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

屋
内
展
示
室

寝
　
室

寝
　
室

St 12t
固定部

4-ケミカルアンカー M12

間仕切り支柱

St □-150x150x4.5

寝室天井受け
St L-50x50x6

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-1 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南―ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-２３



2195

50 580 50 有効 Ｗ＝850 50 565 50

20 20

223590 75

2400

460

50

105

4
0
0

150

有
効
 
Ｈ
＝
1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

有効 Ｗ＝400 230

開
口
 
Ｈ
＝
2
30
0

3
8
0

2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

開
口
 
Ｈ
＝
1
92
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
8
7
0

3
0

2
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

50
0

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

580 180

30 有効 Ｗ＝520 30

Ｙ2通りまで 2000

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

50

金網フェンス-2

キーパー通路（寝室1・3）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

格子他
開
口
 
Ｈ
＝
1
92
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
8
7
0

2
0

3
0 5
0

8
6
0

5
0

8
6
0

5
0

5
0

3
0

SO/2-1 立面図 S=1/10 SO/2-1 断面図 S=1/10

SD

7

□
-
1
5
0
x
1
5
0x
4
.
5

SD

10

引き棒貫通部パネル

St 3.2t

引き棒用角孔

固定部

St 9t

2-ケミカルアンカー M12

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

キーパー通路 金網フェンス

St □-50x50x3.2

固定部

St FB-6x65

菱
形

金
網

 
φ

3.
2
x5

0x
50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

1

SS
キーパー通路金網フェンス

St □-50x50x3.2

3

SO

2-1

SO

1FL 1FL

2

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

□-50x80

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

St L-65x65x6
オールアンカー SUS M10x70

固定部

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-2-1　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

南レＡ-２４



開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
87
0

2
0

3
0 5
0

8
6
0

5
0

8
6
0

5
0

5
0

3
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

開
口
 
Ｈ
＝
2
3
0
0

3
8
0

2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

460

50

105

4
0
0

165

2195

50 580 50 有効 Ｗ＝850 50 565 50

20 20

223575 90

2400

有効 Ｗ＝400 230

有
効
 Ｈ

＝
1
8
5
0

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
87
0

3
0

2
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

5
0
0

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

50

580 180

30 有効 Ｗ＝520 30

Ｙ2通りまで 2000Ｙ1通りまで 2000

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

50

金網フェンス-2

キーパー通路（寝室2・4）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

格子他

SO/2-2 立面図 S=1/10 SO/2-2 断面図 S=1/10

SD

10

□
-
1
5
0
x1
5
0
x
4
.
5

引き棒貫通部パネル

St 3.2t

引き棒用角孔

□-50x80

SD

7

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

固定部

St 9t

2-ケミカルアンカー M12

菱
形

金
網

 φ
3.

2x
5
0x

50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

1

SS
キーパー通路金網フェンス

St □-50x50x3.2

3

SO

2-2

SO

1FL 1FL

3

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

St FB-6x65
固定部

キーパー通路 金網フェンス
St □-50x50x3.2

オールアンカー SUS M10x70
St L-65x65x6

固定部

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-2-2　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

南レＡ-２５



2720 9090

2900

2680 2020

5050 50 有効 Ｗ＝850 50815 815

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
87
0

3
0

2
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

5
0
0

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

50

580 180

30 有効 Ｗ＝520 30

Ｙ2通りまで 2000

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

50

金網フェンス-2

キーパー通路（寝室5）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

開
口
 
Ｈ
＝
2
3
0
0

3
8
0

2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

有効 Ｗ＝400 230

710

50

105

4
0
0

165

有
効
 Ｈ

＝
1
8
5
0

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
87
0

2
0

3
0 5
0

8
6
0

5
0

8
6
0

5
0

SO/2-3 立面図 S=1/10 SO/2-3 断面図 S=1/10

菱
形

金
網

 φ
3.

2x
5
0x

50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

1

SS
キーパー通路金網フェンス

St □-50x50x3.2

3

SO

2-3

SO

SD

10

引き棒貫通部パネル

St 3.2t

引き棒用角孔

□-50x80

SD

7

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

1FL 1FL

4

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

St □-50x50x3.2
キーパー通路 金網フェンス オールアンカー SUS M10x70

St L-65x65x6
固定部

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-2-3　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

南レＡ-２６



有
効
 
Ｈ
＝
1
8
5
0

3
0

Ｄ
Ｈ
＝
1
80
0

2
0

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
20

7
0

有効 Ｗ＝850

20 ＤＨ＝820 10

開
口
 
Ｈ
＝
1
9
20

有
効
 
Ｈ
＝
1
8
5
0

7
0

2
0

Ｄ
Ｈ
＝
1
80
0

45

3
0

460 180

30 有効 Ｗ＝400 30

120

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

5
00

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

Ｙ2通りまで 2000

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

1
7
5
0

8
50

有効 Ｗ＝850

20 ＤＨ＝820 10

片開き戸

キーパー通路 - 寝室符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

5
SS材・DP塗装（3級）

SUS/カンヌキ

SUS/丸落とし棒

1

1

7
SD

φ16RB

SUS/丁番 3

格子他

両面操作型

φ16RB

SD/7 立面図 S=1/10

SD/7 平面図 S=1/10

SD/7 断面図 S=1/10

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

戸当り

St 3.2tx50 L=150

板ゴム t=2

扉枠 St □-75x45x2.3

パネル St 3.2t

菱
形

金
網

 
φ

3.
2
x5

0x
50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

SD

10

1

SS

3

SO

寝 室

キーパー通路

1FL 1FL

5

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

キーパー通路側

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-7　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-２７



2
0
0
0

9
0

1
8
20

9
0

30
建
具
 
Ｌ
＝
1
7
6
0

3
0

2
0

天
井
受
け
 
Ｌ
＝
1
7
8
0

2
0

90 有効 Ｗ＝2285 25

30 建具 Ｗ＝2232 23

74067406740

95 天井受け Ｌ＝2120 70

2400

SO/3-1 平面図 S=1/10

寝室上部金網-1

寝室内天井（寝室1～4）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

4
SS材・DP塗装（3級）

格子他

寝室上部金網-2

寝室内天井（寝室5）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

4
SS材・DP塗装（3級）

格子他

2
0
0
0

9
0

1
8
20

9
0

30
建
具
 
Ｌ
＝
1
7
6
0

3
0

2
0

天
井
受
け
 
Ｌ
＝
1
7
8
0

2
0

90 有効 Ｗ＝2720

30 建具 Ｗ＝2660

660.5

95

SO/3-2 平面図 S=1/10

2900

90

30

6 660.5 6 660.5 6 660.5

95天井受け Ｌ＝2530

500 500

Y2

1

SO

3-1

SO

3-2

SO

Y2

寝室天井

St L-50x50x4

St FB-4x38

特皿 M8x30 @300程度

寝室天井

St L-50x50x4

St FB-4x38

特皿 M8x30 @300程度

寝室天井受け

St L-125x75x7

オールアンカー M16x90

寝室天井受け

St L-50x50x6

6

Y

X

Y

X

躯体貫通穴 φ75 躯体貫通穴 φ75

＊SD/5ワイヤー干渉部 現場切り欠き ＊SD/5ワイヤー干渉部 現場切り欠き

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ） 溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-3-1・3-2　平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-２８



寝室上部金網-1

寝室内天井（寝室1～4）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

4
SS材・DP塗装（3級）

格子他

腰
壁
 
Ｈ
＝
6
0
0

180

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

1
8
0
0

5
0

SO/3-1 断面図 S=1/10

180

90 有効 Ｗ＝2285 25

2400

30 建具 Ｗ＝2232 23

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

2
0
0

間
仕
切
り
壁
 
Ｈ
＝
2
60
0

74067406740

開
口
 
Ｈ
＝
19
2
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

90

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

2000

1910 90

30 建具 Ｌ＝1760 30

5
0

SO/3-1 断面図 S=1/10

3-1

SO

SD

8

1FL

SD

8

1

SO

菱
形

金
網

 
φ

3.
2x

5
0x

50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

2

SO

1

SS

1FL

Y2

（抜け）

Y X

寝室天井受け

St L-125x75x7

オールアンカー M16x90

寝室天井

St L-50x50x4

St FB-4x38

特皿 M8x30 @300程度

連結ボルト

M8x30 @500程度

寝室天井受け

St L-125x75x7

オールアンカー M16x90

寝室天井

St L-50x50x4

St FB-4x38

特皿 M8x30 @300程度

7

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

屋
内
展
示
室

寝
　
室

寝
　
室

寝
　
室

St L-50x50x6
寝室天井受け

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-3-1　断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-２９



8

寝室上部金網-2

寝室内天井（寝室5）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

5
0

SO/3-2 断面図 S=1/10

180

90 有効 Ｗ＝2720 90

2900

30 建具 Ｗ＝2660 30

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

2
0
0

間
仕
切
り
壁
 
Ｈ
＝
2
60
0

6660.56660.5

開
口
 
Ｈ
＝
19
2
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

90

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

2000

1910 90

30 建具 Ｌ＝1760 30

5
0

SO/3-2 断面図 S=1/10

5
0

660.56660.5

3-2

SO

1FL

SD

8

菱
形

金
網

 
φ

3.
2x

5
0x

50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

2

SO

1

SS

1FL

Y2

（抜け）

Y X

SD

6

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

屋
内
展
示
室

寝
　
室

寝
　
室

通
 
路

溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

Ｙ1通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SO-3-2　断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３０



230

120 シュート Ｌ＝3830 120

1408901400 1400

開口 Ｗ＝400

24001700

90

1
9
9
9
.
9
9
9
8

9
0

1
8
2
0

9
0

建
具
 
Ｗ
＝
1
1
3
0

6
9
0

2
4
0

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

建具 Ｗ＝890

9
0

13
7
0

4
5
0

9
0

1
8
2
0

建
具
 
Ｗ
＝
1
0
1
0

3
60

200

踊
り
場
 
Ｌ
＝
8
0
0

踊り場 Ｗ＝400

4100

シュート 平面図 S=1/10

踊り場

外部（動物出入口前）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

4
SS材・DP塗装（3級）

格子他

1
2
0

4
6
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

3
0

5
8
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
5
2
0

3
0

シュート

キーパー通路上部（寝室1前）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

1

SO

Y1

SD

11

寝室1

キーパー通路

SD

12

SD

10

溶接金網 φ3.2x50x50

X1

b ca
戸袋 St 2.3t

9

1-1

SS

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

屋外放飼場
側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

床：　 溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

架台　St L-50x50x6

押え　St FB-4x38
枠 St L-50x50x4

踊り場（400x800）
通路1

X
2
通
り
ま
で

 2
0
0
0

床：　 　　溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

壁・天井：菱形金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

メンテナンス部壁：溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1-1・踊り場 平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３１



120 120

4100

5
0
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

シュート Ｌ＝3830

1400 890 1401400

踊り場 Ｗ＝400

Ｈ
＝
有
効
 
1
7
5
0

5
0

340

630Ｗ＝900

2000

3
4
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
 
1
90
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

有効 Ｗ＝400 1360240

踊り場 Ｌ＝800
5
0

有
効
 
Ｈ
＝
1
7
5
0

2
0
0

470 有効 Ｗ＝900 630

100

40

3
00

2
7
0

1
1
8
0

315 270 315

5
0

3
00

50
1
2
0

片開き戸

屋外放飼場 - キーパー通路符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/カンヌキ

SUS/丸落とし棒

2

1

3-1
SD

φ16RB

SUS/丁番 3

D.C 1

格子他 フラッシュ扉

強化合わせガラス　t=4+4

6
5
0

両面

φ16RB

シュート 立面図 S=1/10屋外放飼場側 立面図 S=1/10

SD/3-1 平面図 S=1/10

シュート

キーパー通路上部（寝室1前）符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

470

1
7
5
0

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38（工場一体組）

SUS M8 @300程度　蝶ナット使用

SD

11

SD

7

SD

1

2

SO

SD

12

踊り場（W400xL800）

SD

3

FL-50

FL ±0

SD

12

Y1

X1

X1

D.C

1-1

SS

片開きフラッシュドア

骨材 St 2.3t

仕上材 St 1.6t

三方枠 St 2.3t

沓摺 　SUS 2.0t HL

□
-1
5
0
x
1
5
0
x
4
.
5

D.C

キーパー通路

1FL1FL

10

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キーパー通路側

メンテナンス部壁：溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

壁・天井：菱形金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

床：　 　　溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

シュート

St □-50x30x2.3

St □-30x30x2.3

メンテナンス部壁

架台　St L-50x50x6
溶接金網 φ3.2x50x50

押え　St FB-4x38
枠 St L-50x50x4

フサギ St 2.3t

側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

屋外放飼場

屋
外
放
飼
場

キ
｜
パ
｜
通
路

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1-1・SD-3-1・踊り場 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３２



開口 Ｗ＝400 230

1408901250

2400

120 シュート Ｌ＝2280 120

1
9
9
9
.
9
9
9
8

9
0

1
8
2
0

9
0

建
具
 Ｗ

＝
1
1
3
0

69
0

建具 Ｗ＝890

120 シュート Ｌ＝2280 120

1250 890 140

2400

1
2
0

4
6
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

3
0

5
8
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
52
0

3
0

230

5
0
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
00

200

シュート 平面図 S=1/10

シュート 立面図 S=1/10

1
7
5
0

シュート

符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

SS材・DP塗装（3級）

格子他

キーパー通路上部（寝室2・3・4前）

3

寝室2・3・4

Y1

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

SD

11

SD

11

SD

7

2

SO

1

SO

キーパー通路

SD

11

SD

11

SD

10

b ca

□
-
1
5
0
x
1
5
0
x
4
.
5

1FL

11

SUS M8 @300程度　蝶ナット使用

フサギ St 2.3t

1-2

SS

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

St □-30x30x2.3

St □-50x30x2.3

シュート

金網押え St FB-6x38（工場一体組）

金網受け St FB-6x50
メンテナンス部壁

側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

X
2
通
り
ま
で

 
2
0
0
0

床：　 　　溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

壁・天井：菱形金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

メンテナンス部壁：溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1-2 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３３



230

120シュート Ｌ＝4330120

890 16901750

開口 Ｗ＝400

1700

90

1
9
9
9
.
9
9
9
8

9
0

1
8
2
0

9
0

建
具
 
Ｗ
＝
1
1
3
0

6
9
0

2
4
0

4
0
0

建具 Ｗ＝890

9
0

13
7
0

4
5
0

9
0

1
8
2
0

建
具
 
Ｗ
＝
1
0
1
0

3
60

200

踊
り
場
 
Ｌ
＝
8
0
0

踊り場 Ｗ＝400

4600

シュート 平面図 S=1/10

2900

1
2
0

4
6
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

3
0

5
8
0

3
0

有
効
 
Ｗ
＝
5
2
0

3
0

シュート

符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

キーパー通路上部（寝室5前）

Y1

SD

11

キーパー通路

通路2

SD

12

SD

10 踊り場（400x800）

枠 St L-50x50x4

押え　St FB-4x38

溶接金網 φ3.2x50x50

架台　St L-50x50x6

X3

SD

10

12

1-3

SS

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

X
2
通
り
ま
で
 
2
0
0
0

寝室5

床：　 　　溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

壁・天井：菱形金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

メンテナンス部壁：溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1-3・踊り場 平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３４



120120

4600

5
0
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

シュート Ｌ＝4330

8901750 1690

踊り場 Ｗ＝400

有
効
 
Ｈ
＝
1
7
5
0

5
0

340

100

40

シュート 立面図 S=1/10

1
7
5
0

シュート

符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

格子他

キーパー通路上部（寝室5前）

シュート

St □-50x30x2.3

St □-30x30x2.3

金網受け St FB-6x50

金網押え St FB-6x38

SUS M8 @300程度

SD

11

SD

7

SD

1

2

SO

SD

12

踊り場（400x800）

枠 St L-50x50x4

押え　St FB-4x38

溶接金網 φ3.2x50x50

架台　St L-50x50x6

SD

3

X3

1FL1FL

13

1-3

SS

金網押え St FB-6x38（工場一体組）

SUS M8 @300程度　蝶ナット使用

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

屋
外
放
飼
場

メンテナンス部壁

金網受け St FB-6x50

壁・天井：菱形金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

床：　 　　溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

メンテナンス部壁：溶接金網 φ3.2x50x50（亜鉛メッキ）

側面金網 メンテナンスのため取り外し可能

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1-3 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３５
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5
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30 有効 Ｗ＝400 30
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シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
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5
0
0

1
8
5
0

5
0

有
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Ｈ
＝
4
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0

5
0
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開
口
 
Ｈ
＝
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8
6
0

5
0

建
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Ｈ
＝
1
8
7
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3
05
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5
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8
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有
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Ｈ
＝
4
0
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シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
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5
0
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1
8
5
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5
0

有
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Ｈ
＝
4
0
0

5
0

460 180

30 有効 Ｗ＝400 30

120

Ｙ2通りまで 2000Ｙ1通りまで 2000

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
00

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
00

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
00

110

2
6
0
0

シュート 断面図 S=1/10 シュート 断面図 S=1/10 シュート 断面図 S=1/10

200

菱
形

金
網

 
φ

3
.2

x5
0
x5

0

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

菱
形

金
網

 
φ

3
.2

x5
0
x5

0

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

菱
形

金
網

 
φ

3
.2

x5
0
x5

0

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

SD

7

2

SO

2

SO

SD

10

1

SS

1

SS

1

SS
キーパー通路金網フェンス

St □-50x50x3.2

3

SO

3

SO

3

SO

SD

10

a b c

1FL 1FL 1FL

14

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

St L-50x50x6
つなぎ材

St □-30x30x2.3

St □-50x30x2.3

シュート

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SS-1　断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３６
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有
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3
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200

有効 Ｗ＝400

引き戸

シュート - 寝室符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

5
SS材・DP塗装（3級）

SUS/ドアハンガー

SUS/レール

2

1

10
SD

φ38 単車

SUS/ブラケット 3天井受下

AL/強力チェーン 1

SUS/カナビラ 2

格子他 2.3t フサギ

SD/10 平面図 S=1/10
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＝
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Ｈ
＝
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＝
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1
9
0
0

5
0
0

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

460 180

30 有効 Ｗ＝400 30

120

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

5
0
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

5
0

1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
9
0
0

SD/10 立面図 S=1/10
1
7
5
0

ＤＷ＝425ストローク 410

200建具 Ｗ＝890

30 400 30 有効 Ｗ＝400 30

1
7
5
0

7
5
0

建
具
 
Ｈ
＝
63
5

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ

＝
4
0
0

1
3
5

5
0

6
Ｄ
Ｈ
＝
4
2
4

2
0

SD/10 断面図 S=1/10

SD

11
菱

形
金

網
 
φ

3
.2

x
50

x5
0

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

2

SO

1

SS

3

SO

SD

7

2

SO

溶接金網 φ3.2x20x20

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

引き戸

St □-75x45x2.3

St 2.3t

SUS アイナット M10

把手

St φ13RB

床板 St 3.2t

固定部

St L-65x65x6

オールアンカー SUS M10x70

1

SS

1

SS

SD

11

1

SS

1

SS

1FL 1FL
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承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

側面板 St 2.3t
後付け

両端カナビラ付

アルミ強力チェーン φ6

建具枠
St □-50x30x2.3

St □-50x50x2.3

St □-30x30x2.3

St 3.2t

St L-50x50x6
つなぎ材

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

Ｙ1通りまで 2000 Ｙ2通りまで 2000

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-10　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３７



Ｙ2通りまで 20002000

30ﾟ

建具 Ｗ＝1130

303030

90 1820.0002

90

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
19
0
0

建
具
 
Ｈ
＝
5
3
6

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

8
6

把
手
下
端
高
さ
：
17
5
0

引き戸

シュート間仕切り符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

4
SS材・DP塗装（3級）

SUS/ドアハンガー

SUS/レール

2

1

11
SD

φ38 単車

120

建
具
 
Ｈ
＝
5
3
6

1
8
5
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝

4
0
0

8
6

1
1

Ｄ
Ｈ
＝
3
6
9

2
0

45

180

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
19
0
0

把
手
下
端
高
さ
：
17
5
0

ＤＷ＝545

SUS/ブラケット 3

9
0
0

天井受下

AL/強力チェーン 1

SUS/カナビラ 2

格子他 2.3t フサギ

ストローク 530

2
3
0

1
2
0

580 180

30 有効 Ｗ＝520 30

20ＤＷ＝545ストローク 530

150

SD/11 平面図 S=1/10

SD/11 断面図 S=1/10 SD/11 立面図 S=1/10

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

引き戸

St □-75x45x2.3

St 2.3t

建具枠

St □-50x30x2.3

St □-30x30x2.3

St □-50x50x2.3

把手

St φ13RB

固定部

St L-65x65x6

オールアンカー SUS M10x70

2-オールアンカー SUS M12x70

SUS アイナット M10

1

SS

1

SS

SD

101

SS

1

SS

Y1

1FL 1FL
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承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

後付け
側面板 St 2.3t

キ
｜
パ
｜
通
路

キ
｜
パ
｜
通
路

St L-40x40x5
ブレース

ブレースシート
St 6t

St L-40x40x5
ブレース

キ
｜
パ
｜
通
路

両端カナビラ付
アルミ強力チェーン φ6

有効 Ｗ＝520520

690

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-11　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３８



引き戸

シュート - 屋外放飼場符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/ドアハンガー

SUS/レール

2

1

12
SD

φ38 単車

SUS/ブラケット 3天井受下

AL/強力チェーン 1

SUS/カナビラ 2

格子他 2.3t フサギ

120

踊り場 Ｗ＝400

1
2
0

9
0

240有効 Ｗ＝400

90建具 Ｗ＝1010

踊り場 Ｌ＝800

踊
り
場
 
Ｗ
＝
4
0
0

890
30

30 400 30 有効 Ｗ＝400 30

90

17
5
0

ＤＷ＝425ストローク 410

90890

30 400 30 有効 Ｗ＝400 30

建
具
 
Ｈ
＝
6
3
5

1
85
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
00

1
3
5

5
0

6
Ｄ
Ｈ
＝

42
4

2
0

5
0
0

5
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
00

5
0

1
85
0

シ
ュ
ー
ト
床

高
さ
：
1
9
0
0

30

建具 Ｗ＝1010

7
5
0

580

30 520 30

580

30 520 30

SD/12 平面図 S=1/10

SD/12 立面図 S=1/10

SD/12 断面図 S=1/10

押え　St FB-4x38

架台　St L-50x50x6

SD

3

X1

D.C

1

SS

踊り場（400x800）

枠 St L-50x50x4

押え　St FB-4x38

溶接金網 φ3.2x50x50

架台　St L-50x50x6

側面板 St 2.3t

後付け

底面フタ St 2.3t

1

SS

引き戸

St □-75x45x2.3

St 2.3t

St □-50x30x2.3

St □-30x30x2.3

St □-50x50x2.3

把手

St φ13RB

固定部

St L-65x65x6

オールアンカー SUS M10x70

SUS アイナット M10

SD

3

1FL 1FL
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承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

屋外放飼場

溶接金網 φ3.2x50x50

枠 St L-50x50x4

踊り場（W400xL800）

屋
外
放
飼
場

St 3.2t

建具枠

アルミ強力チェーン φ6
両端カナビラ付

キ
｜
パ
｜
通
路

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-12　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-３９



片開き戸

屋外放飼場 - 屋内展示室符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/カンヌキ

SUS/丸落とし棒

2

1

3-2
SD

φ16RB

SUS/丁番 3

D.C 1

格子他 フラッシュ扉

強化合わせガラス　t=4+4

φ16RB
有
効
 Ｈ

＝
1
8
0
0

有
効
 Ｈ

＝
1
8
0
0

有効 Ｗ＝900

100

40

3
0
0

2
7
0

1
2
3
0

315 270 315

7
0
0

屋内展示場側 立面図 S=1/10

Ｗ＝900725

SD/3-2 平面図 S=1/10

725

SD/3-2 断面図 S=1/10

D.C

三方枠 St 2.3t

沓摺 　SUS 2.0t HL

D.C

X1

Y3

X1

片開きフラッシュドア

骨材 St 2.3t

仕上材 St 1.6t

1FL 1FL

18

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/10 A3→1/20

屋
外
放
飼
場

屋
内
展
示
室

屋外放飼場

屋外放飼場側

両面

屋内展示室

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-3-2 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４０



片開き戸

通路 - 屋内展示室符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/カンヌキ

SUS/丸落とし棒

2

1

3-3
SD

φ16RB

SUS/丁番 3

D.C 1

格子他 フラッシュ扉

強化合わせガラス　t=4+4

両面

φ16RB 通路側

Ｗ＝900 170630

1700

有
効
 
Ｈ
＝
1
8
0
0

有
効
 
Ｈ
＝
1
8
0
0

有効 Ｗ＝900

100

40

3
0
0

27
0

1
2
3
0

315 270 315

7
0
0

屋内展示場側 立面図 S=1/10

SD/3-3 平面図 S=1/10

SD/3-3 断面図 S=1/10

Y2

X1

SD

9

D.C

三方枠 St 2.3t

沓摺 　SUS 2.0t HL

D.C

Y2

片開きフラッシュドア

骨材 St 2.3t

仕上材 St 1.6t

1FL 1FL

19

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/10 A3→1/20

通
 路

屋
内
展
示
室

屋内展示室

通 路

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-3-3 姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４１



6
0
0

50
有
効
 
Ｈ
＝
4
00

1
5
0

Ｙ1通りまで 2000Ｙ2通りまで 2000

建具 Ｗ＝980

45 ＤＷ＝460 ストローク 430 45

引き棒 Ｌ＝1045 ストローク 430

4
0
0

275

360

引き棒操作式 引き戸

通路 - 屋外放飼場符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/ドアハンガー

SUS/レール

2

1

6
SD

SUS/ブラケット 3

SUS/ガイドローラー

SUS/ガイドレール

2

1

SUS/引き棒 1

SUS/引き棒カンヌキ 1

戸当りゴム 3

格子他 2.3t フサギ

50
有
効
 
Ｈ
＝
4
00

14
1

Ｄ
Ｈ
＝
3
9
4

65

120 90

Ｄ
Ｈ
＝
3
9
4

705

150

45

SD/6 断面図 S=1/10 キーパー通路側 立面図 S=1/10SD/6 立面図 S=1/10

SD/6 平面図 S=1/10

有効 Ｗ＝400 800

9
0

1
2
0

建具 Ｗ＝980

45 ＤＷ＝460 ストローク 430 45

295

1
5
0

4
0
0

150

1

SO

引き棒用カンヌキ

引き棒

1FL 1FL 1FL

X3

St 2.3t

キーパー通路

引き棒用角孔

□-50x80

X3

SD

1

SD

3

20

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

屋外放飼場

通 路

St □-75x45x2.3
St 2.3t

引き戸

St 3.2t
レールケース

通
 
路

キ
｜
パ
｜
通
路

通
 路

屋
外
放
飼
場

キ
｜
パ
｜
通
路

屋
外
放
飼
場

φ38 単車

横受け

FB-8x50

φ12RB

H=15

品　　番

後ろ枠

引き棒用カンヌキ
引き棒

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-6　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４２



有効 Ｗ＝400

6
0
0

50
有
効
 
Ｈ
＝
4
00

1
5
0

Ｙ1通りまで 2000Ｙ2通りまで 2000

800

1
80

1
2
0

建具 Ｗ＝980

45 ＤＷ＝460 ストローク 430 45

引き棒 Ｌ＝955 ストローク 430

4
0
0

185

270

引き棒操作式 引き戸

寝室 - 寝室符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

6
SS材・DP塗装（3級）

SUS/ドアハンガー

SUS/レール

2

1

8
SD

SUS/ブラケット 3

SUS/ガイドローラー

SUS/ガイドレール

2

1

SUS/引き棒 1

SUS/引き棒カンヌキ 1

戸当りゴム 3

格子他 2.3t フサギ

50
有
効
 
Ｈ
＝
4
00

1
5
0

6
0
0

14
1

Ｄ
Ｈ
＝
3
9
4

65

120 180

Ｄ
Ｈ
＝
3
9
4

建具 Ｗ＝980

45 ＤＷ＝460 ストローク 430 45

615

295

20
0

150

45

150

4
0
0

SD/8 断面図 S=1/10 キーパー通路側 立面図 S=1/10SD/8 立面図 S=1/10

SD/8 平面図 S=1/10

St 2.3t

1

SO

1

SO

2

SO

2

SO

間仕切り支柱

St □-150x150x4.5

間仕切り支柱

St □-150x150x4.5

2

SO

2

SO

引き棒用カンヌキ

引き棒

引き棒用角孔

□-50x80

キーパー通路

1FL 1FL 1FL

21

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

後ろ枠
St 2.3t

寝
　
室

キ
｜
パ
｜
通
路 寝

　
室

寝
　
室

引き棒用カンヌキ
引き棒

St 3.2t
引き棒貫通部パネル

φ38 単車

横受け

FB-8x50

φ12RB

H=15

品　　番

St 3.2t
レールケース

St □-75x45x2.3
引き戸

寝 室

寝 室

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-8　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４３



800 開口 Ｗ＝400 1200 900 1100 500 550開口 Ｗ＝400

235 315

500

2
0
0

500

2
0
0

500

2
0
0

2400 2400 2400

1450 950

Ｘ1通りまで 7950 Ｘ3通りまで 7950

2
0
0
0

38 38 38

Ｗ＝200ウェイト

230

Ｗ＝200ウェイト

230

Ｗ＝200ウェイト

230

SD/5 平面図 S=1/10

61

8
5

70011001000

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

9
0

1
4
0

1
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

9
0

1
4
0

1
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

9
0

1
4
0

1
0

X2

Y2

キーパー通路

SD

8

SD

8

SD

8

SD

8

2

SO

2

SO

2

SO

SD

7

SD

7

SD

7

1

SO

1

SO

22

ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/10 A3→1/20

Y
1
通
り
ま
で
 
2
0
0
0

Ｘ1通りまで 1700

SUSワイヤー φ4

寝室1

通路1

SUSワイヤー φ4

寝室2

屋内展示室1

SUSワイヤー φ4

寝室3

開口 Ｗ＝400

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-5　平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４４



2400

Ｘ3通りまで 7950

29002400

9501450

2
0
0
0

Ｘ3通りまで 1700

550

235 315 315

900 1450 1050

635

1100950 開口 Ｗ＝400 開口 Ｗ＝400

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

9
0

1
4
0

500

2
0
0

38

Ｗ＝200ウェイト

230

500

2
0
0

38

Ｗ＝200ウェイト

230

SD/5 平面図 S=1/10

16501300

1
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

9
0

1
4
0

1
0

X2

SD

8

1

SO

SD

8

SD

8

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

2

SO

SD

7

SD

7

ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

Y2

屋内展示室2

キーパー通路

23

2

SO

ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

Ｘ1通りまで 7950

Y
1
通
り
ま
で
 
2
0
0
0

寝室3 寝室4 寝室5

通路2

SUSワイヤー φ4

SUSワイヤー φ4

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-5　平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４５



開
口
 
Ｈ
＝
1
9
2
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
8
7
0

3
0

20

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
90
0

5
0
0

1
8
5
0

580 180

Ｃ
Ｈ
＝
2
40
0

110

2
6
0
0

ウェイト操作式 上下扉

寝室1～5 - 屋内展示室1・2符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

5
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

1

1

5
SD

φ75

4φ35

格子他 2.3t フサギ

2000

5
0

開
口
 
Ｈ
＝
40
0

276 276

5
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

7
2
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

5
0
0

1
8
5
0

シ
ュ
ー
ト
床
高
さ
：
1
90
0

1
7
5
0

1
12
5

ス
ト
ロ
ー
ク
 
42
5

7
0
0

レ
ー
ル
 
Ｌ
＝
6
5
0

Ｗ＝200ウェイト

230

500

Ｈ
＝
1
7
0
ウ
ェ
イ
ト

200

38

90

140

5
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

戸
袋
パ
ネ
ル
 
Ｈ
＝
7
2
0

1
12
5

ス
ト
ロ
ー
ク
 
42
5

7
0
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

ス
ト
ロ
ー
ク
 4
2
5

2
8
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

ス
ト
ロ
ー
ク
 4
2
5

2
8
0

2
6
0
0

500

2
6
0
0

SD/5 断面図 S=1/10 SD/5 立面図 S=1/10SD/5用ウェイト 立面図 S=1/10

扉側

M10

上下扉用ウェイト

キーパー通路符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

5
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

2

1

5
SD

φ75

SUS/Wカンヌキ 1φ12

格子他
ウェイト側

M10

80

150

10

把手 1φ13RB

菱
形

金
網

 
φ

3
.2

x5
0x

5
0

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

2

SO

1

SS

3

SO

Y2

SD

11

SD

7

2

SO

□
-
1
5
0
x
1
5
0
x
4
.5

ウェイトレール

St FB-6x38

St FB-4.5x25

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

St 2.3t

戸袋パネル

St 1.6t

3

SO

躯体貫通穴 φ75

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

St L-50x5x6
ウェイト架台

ウェイトブロック

約7.3kg
St 24t W200xH170

キ
｜
パ
｜
通
路

寝
　
室

屋
内
展
示
室

SUS/ガイドローラー

SUSワイヤー φ4

St □-40x40x2.0

建具枠

St □-60x40x2.3

St □-30x30x2.3

St □-50x30x2.3

St 6t　巾＝140

Ｙ1通りまで 2000

St 24t W200xH170
約7.3kg

ウェイトブロック

2-オールアンカー M12x70

SUS滑車 φ75

ブラケット St 6t

St □-75x45x2.3
上下扉

約8kg

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

24

レッサーパンダ舎　SD-5　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４６



1700

6
7
5

開
口
 
Ｗ
＝
4
0
0

7
6

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

7
6

建
具
 
Ｗ
＝
5
5
2

Ｄ
Ｗ
＝
4
5
0

90

140

10
59

5
4
0

4
9

1
20
0

開
口
 
Ｗ

＝
4
0
0

7
5
0

18
2
5

塗
床

ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾁ
ｯ
ﾌ
ﾟ

169

Ｘ2通りまで 7950

1
1
5
0

1700

7
6

有
効
 
Ｗ
＝
4
0
0

7
6

建
具
 Ｗ

＝
5
5
2

Ｄ
Ｗ

＝
45
0

90

14010

1
2
0
9

5
4
0

開
口
 
Ｗ
＝
4
0
0

18
2
5

Ｘ2通りまで 7950

1
1
5
0

750

8
1
5

90

踊り場 Ｗ＝400

踊
り
場
 
Ｌ
＝
8
0
0

6
0
0

2
50

2
9
0

85

38

Ｗ
＝
2
0
0
ウ
ェ
イ
ト

2
3
0

175

2
50

2
9
0

85

50

Ｗ
＝
2
2
0
ウ
ェ
イ
ト

2
5
0

8
7
5

8
7
5

SD/9-1 平面図 S=1/10 SD/9-2 平面図 S=1/10

25

Y2

X1

SD

3-3

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

SD

6

SD

8

屋内展示室1

Y2

X1

上下扉

St □-75x45x3.2

St 4.5t

St FB-9x38 L=150x20枚

約20kg

SD

9-2

SD

9-1

SD/9-1用ウェイトブロック

St 24t W200xH170

約7.3kg

SD/9-2用ウェイトブロック

St 36t W220xH250

約16.5kg

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

通路1 寝室1

屋外放飼場1 屋内展示室1

Y
1
通
り
ま
で
 
4
0
0
0

Y
3
通
り
ま
で
 6
0
0
0

屋外放飼場1

Y
1
通
り
ま
で
 4
0
0
0

Y
3
通
り
ま
で
 
6
0
0
0

通路1 寝室1

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-9　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４７



276 276

5
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
40
0

7
2
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

2
80

2
6
0
0

59540 48

塗床 1200 ウッドチップ

2
90
0

6
0
0

600

3
5
0
0

276 276

50
建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

7
2
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

76 有効 Ｗ＝400 76

建具 Ｗ＝552

ＤＷ＝450

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

2
8
0

1
4
5
0

1150

180

9090

5
0

開
口
 
Ｈ
＝
4
0
0

90

140

5
0

建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
40
0

戸
袋
パ
ネ
ル
 
Ｈ
＝
7
2
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

2
80

10

2
6
0
0

15
0
0

開
口
 
Ｈ
＝
4
0
0

90

140

建
具
 
Ｈ
＝
1
1
2
0

有
効
 
Ｈ
＝
4
0
0

戸
袋
パ
ネ
ル
 
Ｈ
＝
7
2
0

Ｄ
Ｈ
＝
4
4
0

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

2
8
0

10

3
5
0
0

踊り場 Ｗ＝400

50
1
4
5
0

1
5
0

ウェイト操作式 上下扉

屋内展示室1・2 - 屋外放飼場1・2符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

1

1

9-1
SD

φ75

4φ35

格子他 2.3t フサギ扉側

M10

ウェイト操作式 上下扉

屋内展示室1・2 - 屋外放飼場1・2符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

3

1

9-2
SD

φ75

4φ35

格子他 4.5t フサギ扉側

M10SD/9-1・2 立面図 S=1/10

SD/9-1 断面図 S=1/10 SD/9-2 断面図 S=1/10

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

戸袋パネル

St 1.6t

戸袋パネル

St 1.6t

上下扉

St □-75x45x3.2

St 4.5t

St FB-9x38 L=150x20枚

約20kg

SD

3-3

Y2

26

上下扉

St □-75x45x2.3

St 2.3t

約8kg

SUS滑車 φ75

踊り場（W400xL800）

枠 St L-50x50x4

押え　St FB-4x38

溶接金網 φ3.2x50x50

架台　St L-50x50x6

上下扉

St □-75x45x3.2

St 4.5t

St FB-9x38 L=150x20枚

約20kg

X1 X1

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

通
路
１

屋
内
展
示
室
１

屋
内
展
示
室
１

屋
外
放
飼
場
１

屋
内
展
示
室
１

屋
外
放
飼
場
１

SUS/ガイドローラー SUS/ガイドローラー

2-オールアンカー M12x70

ブラケット St 6t

SUSワイヤー φ4

SUSワイヤー φ4

2-オールアンカー M12x70
ブラケット St 6t

St □-60x40x2.3
St □-30x30x2.3

St □-50x30x2.3

St □-40x40x2.0
建具枠

St 6t　巾＝140

St □-60x40x2.3
St □-30x30x2.3
St □-50x30x2.3
St 6t　巾＝140

St □-40x40x2.0
建具枠

SUS滑車 φ75

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-9　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４８



250 290

2
6
0
0

2
90
0

上下扉用ウェイト

通路1・2符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

2

1

9-1
SD

φ75

SUS/Wカンヌキ 1φ12

格子他
ウェイト側

M10

把手 1φ13RB

1
1
2
5

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

7
0
0

レ
ー
ル
 
Ｌ
＝
6
5
0

230

Ｈ
＝
1
7
0
ウ
ェ
イ
ト

25050

レ
ー
ル
 
Ｌ
＝
7
5
0

Ｈ
＝
2
5
0
ウ
ェ
イ
ト

60

5
5
.5

4590

2000

180

9090

180

9090

38

1
1
2
5

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

7
0
0

169

2
6
0
0

79

50

1
1
2
5

ス
ト
ロ
ー
ク
 
4
2
5

7
0
0

175

2
90
0

95

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

Ｃ
Ｈ
＝
2
4
0
0

上下扉用ウェイト

符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

2
SS材・DP塗装（3級）

SUS/滑車

SUS/アイボルト

2

1

9-2
SD

φ75

SUS/Wカンヌキ 1φ12

格子他
ウェイト側

M10

把手 1φ13RB

通路1・2

180

9090

180

9090

SD/9-1・2用ウェイト 立面図 S=1/10

SD/9-1用ウェイト 断面図 S=1/10 SD/9-2用ウェイト 断面図 S=1/10

27

SD

6

ウェイトブロック

St 36t W220xH250

約16.5kg

ウェイトレール

St FB-6x50

St FB-4.5x25

Y2

菱
形

金
網

 φ
3.

2x
50

x
50

菱形金網 φ3.2x50x50

溶接金網 φ3.2x20x20

1

SS

3

SO

3

SO

承認 縮　　　尺

A1→1/10 A3→1/20 工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

屋
内
展
示
室
１

通
路
１

キ
｜
パ
｜
通
路

通
路
１

寝
室
１

通
路
１

寝
室
１

ウェイト架台
St L-50x5x6

St FB-6x38
ウェイトレール

St FB-4.5x25

St 24t W200xH170
約7.3kg

ウェイトブロック

躯体貫通穴 φ75

躯体貫通穴 φ75

Ｗ＝220ウェイトＷ＝200ウェイト

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-9　姿図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-４９



9590

2610 2185 2185 2610

Ｌ
＝

15
5
0

Ｌ＝4370

60
00

1
20

0

Ｌ＝2575 35

1300 127514351500

75

Ｌ＝257535

13001275 1435

1
50

10
00

5
7.

5
5
40

4795 4795

有
効

 Ｗ
＝

90
0

1
80

90
90

塗
床

ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾁ
ｯ
ﾌ
ﾟ

SD/2・ポリカーボネート板仕切り・強化ガラスフェンス 平面図 S=1/15

Ｘ3通りまで 7950

250
77

5
77
5

7575

A

C

E

DB

F

63
5

28

SD

2

SD

5

ポリカーボネート仕切り H=1300

St □-50x50x3.2

St FB-6x75

ポリカーボネート t=8

SD-2 H1300xW900

St □-75x75x3.2

St □-75x45x2.3

ポリカーボネート t=8

強化ガラスフェンス H1300

St FB-6x50

St 12t

強化合わせガラス t=8+8

X2

Y2

Y3

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/15 A3→1/30

寝室3

屋内展示場1 屋内展示場2

屋内ギャラリ－

（観覧通路）

3
70
2
.5

1
35

7.
5

Ｌ
＝

27
0
2.

5

1
34

5

Ｘ1通りまで 7950

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD-2・ポリカーボネート仕切り・強化ガラスフェンス　平面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)
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強化ガラスフェンス 立面図 S=1/15A

E は本図対称

強化ガラスフェンス 立面図 S=1/15B

D は本図対称

強化ガラスフェンス 立面図 S=1/15C
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＝
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8
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00

強化ガラスフェンス 断面図 S=1/15

3
0

H型支柱

FPL 2-St FB-6x50

WPL St 12t

強化合わせガラス t=8+8

笠木 SUS 1.5t

下枠

2-St FB-6x50

St FB-6x38

Y3

X2

Y3

笠木 SUS 1.5t

柱脚部

St BPL-9t

St Rib PL-9t

4-ケミカルアンカー M12

29

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/15 A3→1/30

1435 1435

Ｌ＝4370

Ｌ＝2575

1275

端部カバー SUS 1.5t

動物側シールカバー
SUS 1.5t

ガラス目地 シール

2610

775 775

強化合わせガラス t=8+8

FPL 2-St FB-6x50

H型支柱

WPL St 12t

動物側シールカバー
SUS 1.5t

下枠

2-St FB-6x50
St FB-6x38

Ｘ2通りまで 2185

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　強化ガラスフェンス　立面図・断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)
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片開き戸

屋内展示室1 - 屋内展示室2符　号数　量 取付場所

摘　　要部　品　名 品　　番 数量

種　  類

鋼材・仕上

（部品数量は１台当りの数量を示す。）

1
SS材・DP塗装（3級）

SUS/カンヌキ

SUS/丸落とし棒

1

1

2
SD

φ12RB

SUS/丁番 3

格子他 ポリカーボネート t=8

φ16RB
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00

有
効
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＝
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12

70
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0

1
30

7
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250

Ｈ
＝

13
00

50

75

35

F

ポリカーボネート仕切り 断面図 S=1/15

250

Ｈ
＝

13
00

75

SD-2 断面図 S=1/15

3
0

Ｄ
Ｈ

＝
12

70

45

Y3

支柱

St □-50x50x3.2

支柱

St □-75x75x3.2

扉枠

St □-75x45x2.3

t=8

振れ止め

St L-50x50x6 L=60

オールアンカー SUS M10x60

柱脚部

St BPL-9t

2-ケミカルアンカー M12

SD

2

ポリカーボネート t=8

下枠

St 2.3t

Pレスアンカー φ5 @500程度

柱脚部

St BPL-9t

2-ケミカルアンカー M12

支柱

St □-50x50x3.2

X2

ポリカーボネート t=8

柱脚部

St BPL-9t

2-ケミカルアンカー M12

支柱

St □-75x75x3.2

X2

扉枠

St □-75x45x2.3

30

承認 縮　　　尺

工事名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

図面名称 №

A1→1/15 A3→1/30

SD/2・ポリカーボネート板仕切り 立面図 S=1/15

129575 1295 540

下枠
St 2.3t

Pレスアンカー φ5 @500程度

フサギ St FB-6x75

強化ガラスフェンス
笠木 St FB-6x75

1550 150

1345 1357.5

540

ポリカーボネート

シールカバー
SUS 1.5t

有効 Ｗ＝900

ＤＷ＝895

925

屋内展示室1側

屋内展示室2側

笠木 St FB-6x75

ポリカーボネート t=8

シールカバー
SUS 1.5t

戸当り

St □-25x25x1.6

代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

レッサーパンダ舎　SD/2・ポリカーボネート仕切り　立面図・断面図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-５２



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士 一級建築士

第145710号 第195053号

佐野 正秀 坪川 裕 モート立面・断面詳細図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

A1→1/15　A3→1/30
A1→1/40　A3→1/80

▽GL

5
0

1
5
0

4
5
0

擁壁断面詳細図　S=1/30(A3)

5
5
0

21
0
0～

28
0
0

1
0
0
0 D13＠200(ﾀﾃﾖｺ･上下共)

砕石:RC-40ｔ=150

D16＠200(ﾀﾃ)

D13＠200(ﾖｺ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修ﾉ上
外装薄塗材Ｅ吹付

(ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ側) (屋外放飼場側)
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モート断面詳細図　S=1/30(A3)

立上り配筋:
D13＠200ｼﾝｸﾞﾙ(ﾀﾃ･ﾖｺ共)

D13＠200ｼﾝｸﾞﾙ(ﾀﾃ･ﾖｺ共)

立上り配筋:
D13＠200ｼﾝｸﾞﾙ(ﾀﾃ･ﾖｺ共)

ベース配筋:
D13＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ(ﾀﾃﾖｺ･上下共)

モート

屋外放飼場

砕石:RC-40ｔ=150

笠木:防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃｔ=30

立上り:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放ｼ補修ﾉ上
　　　 外装薄塗材Ｅ吹付

20
0

15
0

ﾓﾙﾀﾙ塗り刷毛引ｔ=25

床･壁:防水ﾓﾙﾀﾙ塗金ｺﾞﾃｔ=30

ｽﾘｯﾄ+金網ﾌｪﾝｽ(φ3.2×20×20)

ｽﾘｯﾄ+金網ﾌｪﾝｽｽﾘｯﾄ+金網ﾌｪﾝｽ

ｽﾘｯﾄ+金網ﾌｪﾝｽ(φ3.2×20×20)コンクリート壁

コンクリート壁平面図　S=1/80(A3) コンクリート壁平面図　S=1/80(A3)

コンクリート壁立面図　S=1/80(A3)コンクリート壁立面図　S=1/80(A3)

南レＡ-５３



承認承認承認承認承認承認承認 縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称特　記特　記特　記特　記特　記特　記特　記

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日事　項事　項事　項事　項事　項事　項事　項
図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 №№№№№№№

山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合
A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10

外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図外壁  外断熱（湿式）　構成図

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500

ﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ

補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ:ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ補強ﾒｯｼｭ

ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体（建築工事）

接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤接着ﾓﾙﾀﾙ:ｱｸﾘﾙ樹脂系接着剤

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）

構成図構成図構成図構成図構成図構成図構成図

［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］［湿式外断熱の品質確保と施工管理条件］

※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。※躯体の一次止水は建築工事とする。

※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、※湿式外断熱は壁面での使用とし、

※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡※2時間耐火性能及び1時間遮熱性能認定品である事｡

※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡※躯体不陸補修はﾀｲﾙ下地程度とする｡

※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K※断熱材はJIS A9521　3号相当品　熱伝導率 0.038W/m・K

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

60606060606060

5555555 555555550505050505050

固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100固定ｱﾝｶｰ：ﾋﾞｽ L100

ﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰﾜｯｼｬｰ

常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。常時水の影響を受ける場所での使用を禁止する。
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5
05
0

5
0
5
0 5
0
5
0

5
0

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 (ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)(ﾓﾙﾀﾙ接着)

ﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭﾍﾞｰｽｺｰﾄ+補強ﾒｯｼｭ

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材 超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）
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コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

接着材接着材接着材接着材接着材接着材接着材 バタフライメッシュバタフライメッシュバタフライメッシュバタフライメッシュバタフライメッシュバタフライメッシュバタフライメッシュ

コーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュ

コーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュ

コーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュコーナーメッシュ

ﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰﾍﾞｰｽｺｰﾄ:ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ

トップコートトップコートトップコートトップコートトップコートトップコートトップコート

ベースコートベースコートベースコートベースコートベースコートベースコートベースコート耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性耐水性

（水掛部のみ）（水掛部のみ）（水掛部のみ）（水掛部のみ）（水掛部のみ）（水掛部のみ）（水掛部のみ）

補強メッシュ補強メッシュ補強メッシュ補強メッシュ補強メッシュ補強メッシュ補強メッシュ

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t50 W=1000 H=500

外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図外壁  外断熱（湿式）出隅部・開口部　構成図

※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは※ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑは

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ貼りを基本とする｡

断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ
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補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ

ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)
ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切

ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受け

ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞ

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)

ｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げｻｯｼ水切端部立上げ

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)

平面図平面図平面図平面図平面図平面図平面図

姿図姿図姿図姿図姿図姿図姿図

ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ

補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭ補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用ｺｰﾅｰ用

ﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞ

躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ躯体一次止水ｼｰﾘﾝｸﾞ

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)
ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受けｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ受け

ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾌﾗｯｼﾝｸﾞ

(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)

開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部開口抱きｺｰﾅｰ部

端部立上げ端部立上げ端部立上げ端部立上げ端部立上げ端部立上げ端部立上げ

ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切ｻｯｼ水切
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ｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭｺｰﾅｰ用補強ﾒｯｼｭ
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ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ

躯体一次止水躯体一次止水躯体一次止水躯体一次止水躯体一次止水躯体一次止水躯体一次止水
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(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)(建築工事)
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外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図外壁  外断熱（湿式）アルミサッシ部分　詳細図
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縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2縦見切：ｱﾙﾐ t=2

ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装ﾌｯ素樹脂焼付塗装

外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法
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外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁　縦見切部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図外壁  板張 基礎部分　詳細図
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60606060606060

505050505050505555555

不陸調整用プレート不陸調整用プレート不陸調整用プレート不陸調整用プレート不陸調整用プレート不陸調整用プレート不陸調整用プレート

スタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラック

アルミアルミアルミアルミアルミアルミアルミ

外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法

ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ:耐候性有機質ﾌﾟﾗｽﾀｰ外装仕上材

超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）超撥水仕様（既調合品）

ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ

有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)有機質ﾍﾞｰｽｺｰﾄ ｾﾒﾝﾄﾌﾘｰ(既調合品)

ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mmﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=50mm

不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm不陸調整樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=5mm

躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)躯体平滑補修(建築工事)

防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上

固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ

電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3

ﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰ

ﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸ

ｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄ

胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455

＠455＠455＠455＠455＠455＠455＠455亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3

ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁

t=25t=25t=25t=25t=25t=25t=25高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板

塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）塗膜防水（建築工事）

外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図外壁  板張 庇部分　詳細図

防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上防水立上

3030303030303045454545454545 25252525252525
20202020202020

杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張

杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張

杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張

杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張

1
51
5

1
5
1
5 1
5
1
5

1
5

15151515151515

15151515151515

電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3電気亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3

固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ固定ﾃﾞｨｽｸ

252525252525252020202020202045454545454545
30303030303030

胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455胴縁：45X30 ＠455

ﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰﾄﾙｸｺﾝﾛｰﾙｱﾝｶｰ

ｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄｼｬﾌﾄ

ﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾗﾌｧｽﾃﾞｨｽｸ

ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色ｱﾙﾐ笠木　電解着色

塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張杉板 t=15 縦張

15151515151515
亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=2.3

ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁ﾊｯﾄ型胴縁

＠455＠455＠455＠455＠455＠455＠455

高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板高性能ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ板

t=25t=25t=25t=25t=25t=25t=25

補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6

5555555

60606060606060

505050505050505555555スタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラックスタータートラック

アルミアルミアルミアルミアルミアルミアルミ

外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法

樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30

ｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟｼｰﾘﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ

505050505050505555555 5555555
断熱材:断熱材:断熱材:断熱材:断熱材:断熱材:断熱材:

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

t=50t=50t=50t=50t=50t=50t=50

合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ合成高分子系塩ﾋﾞｼｰﾄ

ｔ=1.5ｔ=1.5ｔ=1.5ｔ=1.5ｔ=1.5ｔ=1.5ｔ=1.5

トップコート仕上トップコート仕上トップコート仕上トップコート仕上トップコート仕上トップコート仕上トップコート仕上

ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0ｱﾙﾐ110×55×2.0

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1.6

補強：補強：補強：補強：補強：補強：補強：

樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上樹脂系防水ｼｰﾄ t=1.5立上

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=30

水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.6加工

塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1塩ﾋﾞ被覆高耐食鋼板 t=1

防水押エ金物：防水押エ金物：防水押エ金物：防水押エ金物：防水押エ金物：防水押エ金物：防水押エ金物：

外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法外壁 湿式外断熱工法

60606060606060

代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者

一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士

第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号

佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀

設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者

一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士

第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号

坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕 外壁詳細図外壁詳細図外壁詳細図外壁詳細図外壁詳細図外壁詳細図外壁詳細図

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　　　　　　　

南レＡ-５４南レＡ-５４南レＡ-５４南レＡ-５４南レＡ-５４南レＡ-５４南レＡ-５４



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

B

RH 1.5坪

CH=2100

A

平面図　　S=1/30

屋根架台（アルミ型材）

EX37649

屋根架台（アルミ型材）

EX37648

アルミアングル

L-40×40×1.5t

鉄座（B座）

天井割付図　　S=1/30

※天井パネル鉄板埋め込みあり。

（埋め込み範囲は断面図参照）

床割付図　　S=1/30

アルミアングル

L-40×40×1.5t

A立面図　　S=1/30

▽FL

B立面図　　S=1/30

端部アルミカバー取付

ジェネスタ パネル　仕様

表面材
内板：カラー鋼板（アイボリー色）

外板：カラー鋼板（アイボリー色）

パネル芯材 硬質ポリウレタンフォーム（ノンフロン）

パネル厚サ

据付台 64×38（樹脂製）

付属品

庫内灯 天井付（白熱灯）　　　　　　　 1ヶ

スイッチ 防雨露出スイッチWS4052

温度計 -

扉

表面材 内外カラー鋼板

-

2本有効：W860 × H1870　　　

片開き扉（VQ3方枠ズレ）

42t （RH型）

敷板 3.5t アルミチェッカープレート 1式

2ヶ

床敷板割付図　　S=1/30
3.5t アルミチェッカープレート

コーキング+テクスビス固定

（φ4x19：12本/枚）

端部アルミカバー図　　S=1/5

【水上側】 【水下側】

数量：各2枚

材質：アルミ板2t

2-φ6キリ

2-φ6キリ

取付ビス：SUSトラス頭タッピンφ4×10

※重荷重仕様

+ アルミFB：40x2t

※注意事項※

本パネルでは　3方枠ズレ仕様扉となっています。

そのため，雨水や虫の侵入リスクが高くなります。

平隅ワッシャー

特皿タッピンネジ

φ8×60 （Fe）
パネル固定型材

7N8191

屋根架台（アルミ型材）

EX37648

六角ボルトM6×15

（N,W,SW付）

フレーム

（ハイセット付）

88タイプ：ルーフデッキ0.6t

（外側：グレー色）

六角ボルトM8×30

（SS400,メッキMFZn）

屋根架台（アルミ型材）

EX37649

六角テクスφ6×25

（SUS）

埋込座1.6t

（ナット溶接）

アルミアングル

L-40×40×1.5t

テクスビス（SUS）

φ4×16,P=150

樹脂製据付台

64×38

オールアンカー

C-1090 3本/箇所

（SS400,メッキMFZn）

アルミアングル

L-40×40×1.5t

テクスビス（SUS）

φ4×16,P=150

土間コンクリート

・厚み：100mm以上

一般断面図　　S=1/5

六角ボルトM8×30

（SUS）

下部ブラケット6t

（SS400,HDZ50）

鉄板埋め込み1.6t

（全周）

鉄板埋め込み1.6t

（アルミ型材の下部のみ）

埋込座（B座）

塩ビライナー調整

3.5t アルミチェッカープレート

テクスビス（SUS）

φ4×19

▽FL

パッキン

扉部断面図　　S=1/5

ズレパッキン

扉開口下部補強材

スカートパッキン

3.5t アルミチェッカープレート

▽FL

テクスビス（SUS）

φ4×25

アルミFB

40×2t

※扉開口部のみ

▽FL

・強度：Fc=21N/mm2
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承認 代表設計者 設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕佐野 正秀

第145710号

一級建築士

450

3040

170

900

（パネル外寸）2700

900 450

170

21 212658

4
50

90
0

4
50

30
0

1
80

0

1
75

8
21

2
1

2121 2121

屋根付冷蔵庫

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

南レＡ-５５



山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

縮　　　尺

A1→1/100 A3→1/200

№

工事名称

図面名称

特　記

事　項

2000 11000 2000

6
0
0
0

2
0
0
0

※

幹回りΦ250～300　枝張りΦ2500＾3000

幹回りΦ200～Φ250　枝張りΦ1500＾2000
幹回りΦ200～Φ250　枝張りΦ1500＾2000

幹回りΦ250～300　枝張りΦ1500～2000

4
0
0
0

15000

3
0
0
0

承認 代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀 坪川 裕

第195053号

一級建築士

設計担当者

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　

擬木については模型製作を行い、監督員の承認を受けて製作ををすること

擬木詳細図
南レＡ-５６



縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺縮　　　尺

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称特　記特　記特　記特　記特　記特　記特　記

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日事　項事　項事　項事　項事　項事　項事　項
図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 №№№№№№№

山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合山梨建築設計監理事業協同組合
A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10A1→1/5 A3→1/10
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溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ
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0
0

2
0
0
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2
0
0

2
0
0

2
0
0

休憩台　詳細図休憩台　詳細図休憩台　詳細図休憩台　詳細図休憩台　詳細図休憩台　詳細図休憩台　詳細図 ステップ　詳細図ステップ　詳細図ステップ　詳細図ステップ　詳細図ステップ　詳細図ステップ　詳細図ステップ　詳細図
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休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45

50505050505050 350350350350350350350

50505050505050 350350350350350350350

L-4X50X50L-4X50X50L-4X50X50L-4X50X50L-4X50X50L-4X50X50L-4X50X50

溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ溶融亜鉛ﾒｯｷ

休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45休憩台：集成木材 t=45

ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45

ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45ｽﾃｯﾌﾟ：集成木材 t=45

承認承認承認承認承認承認承認 代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者代表設計者 設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者設計担当者

一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士 一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士一級建築士

第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号第145710号 第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号第195053号

佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀佐野 正秀 坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕坪川 裕 雑詳細図雑詳細図雑詳細図雑詳細図雑詳細図雑詳細図雑詳細図

遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)遊亀公園附属動物園第Ⅱ期整備(建築主体)工事(南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎)

　　　　　　　

南レＡ-５７南レＡ-５７南レＡ-５７南レＡ-５７南レＡ-５７南レＡ-５７南レＡ-５７



継手部の検査方法：外観検査：　　有　　無、　引張試験：　有　　無、　超音波探傷試験：　有　　無

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

構造図　S.06に記述

特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

ＮＯＮ

●にて表示すること。

（３）

溶接金網

丸鋼　

高強度せん断補強筋

異形鉄筋

（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

（ＪＩＳ　Ｇ　３５５１）

Ｄ１０～Ｄ１６

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＲ２３５

ＭＳＲＢ－

材種

大臣認定番号

６φ

ＳＤ２９５Ａ

床

基礎ﾍﾞｰｽ～躯体全て 溶接継手

）（

機械式継手

本仕様５．（２）鉄筋の項の鉄筋

継手等の

各継手の使用詳細については

ガス圧接継手　D19以上

重ね継手　　　D16以下

構 造 設 計 特 記 仕 様

Ｎ
値

深
度

調査地番
土　質 標準貫入試験

敷地内
10 20 30 40 50 60

1 支持地盤、地層及び深さに
ついてのコメント2

3 位置図

4

孔内水位5

ＧＬ　－ ｍ6 0.97

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持部及び緊結金物は腐食または腐朽の恐れのないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力状主要な

部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製の

支枠を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は、

厚さが２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障がない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合に於いては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損

傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において、伸縮継ぎ手叉は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及

び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第20条第一号から３号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあって

は建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。

機械式駐輪場駐輪場

構造設計一級建築士の関与

Ｙ方向Ｘ方向

工事名称

無）有（（１０）

（１１）

（９）

擁壁門塀

ｋＮ／㎡

ｋＮ ｋＮホイストリフト

倉庫積載床用

人乗

構造計算ルート

増築計画

付帯工事

特別な荷重（８）

煙突キュービクル 広告塔ｋＮｋＮ高架水槽

必要としない必要

改築増改築増築

塔屋 階階地上階地下

その他　）木造高さ１３ｍ超Ｓ造４階建以上

注（３）構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書を参照して確認する事。

法第２０条第一号（高さ６０ｍ超）

建築場所

（１）

（２）

（４） 構造種別

屋上附属物（７）

主要用途（６）

階数（５）

（３）

工事種別

－

鉄骨造（Ｗ）木造

新築

ｋＮ受水槽

１

印を記入する。適用は

（Ｓ）　※補助部材

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

補強コンクリートブロック造(CB)

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

（１）

適 用 箇 所 種 類 備 考
基準強度設計 品質 基準強度 スランプ

Ｆｃ＝ Ｎ／ ２

㎜ Ｆｑ＝ Ｎ／ ２

㎜
（㎝）

呼び強度を保証する材齢，養生

水の区分

粗骨材の種類

細骨材の種類

材齢　（ ２８日

混和材料の種類（ＪＩＳ　　　　　　　）

人工

人工

標準現場水中現場封かん養生　（

５６日

ＡＥ減水剤

地下水 工業用水水道水

砕石砂利

山砂砂

普通、 軽量押えコンクリート 比重

普通、 軽量 比重

普通、 軽量 比重

普通

普通

普通

高性能ＡＥ減水剤 躯体防水混和材ベストン

土間コンクリート

躯体全て

捨てコンクリート

エレベータ９ ロープ式 油圧式)(マシンル－ムレス

１

法第２０条第二号（　 ＲＣ造高さ２０ｍ超

（２） コンクリートブロック　（ ５４０６　）ＡＪＩＳ

Ａ種 １９０１５０１２０１００厚Ｃ種Ｂ種 使用箇所（　　　　　　　　　　）

継 手 工 法使 用 箇 所径種 類

鉄骨 （詳細については、部材リストによる）（４）

鉄筋

種 類 使 用 箇 所 現 場 溶 接 ＪＩＳ 規格・認定番号

ＳＭ４００ ＳＮ４００　Ｂ

ＳＴＫＲ４９０ 有 無

有 無

ＪＩＳ　Ｚ溶接材料

ＳＴＫＲ４００

ＪＩＳ　

ＪＩＳ　

ＢＣＰ３２５ＢＣＰ２３５ＢＣＲ２９５ 有 無

ＳＮ４９０　ＣＳＮ４９０　Ｂ

ＳＳＣ４００

ＳＭ４９０　Ａ

有 無

有 無

有 無ＳＮ４９０Ｃ相当鋳鋼

ＪＩＳ　

ＪＩＳ　

大臣認定品　

大臣認定品

ＳＴＫＮ４９０

ＳＳ４００

基礎ﾍﾞｰｽ・壁・床

柱

柱

小梁・大梁

使用箇所の詳細については別途図示とする。
（５） ボルト

高力ボルト

アンカーボルト

ボルト

Ｆ１０Ｔ Ｓ１０Ｔ 認定番号 Ｆ８Ｔ 認定番号 Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

Ｍ Ｍ ４．８（４Ｔ）

（　　　） ）（　　　）（

１６

単位水量は１８５ｋｇ／ｍ３ 以下、単位セメント量は２７０ｋｇ／ｍ３ 以上とする。

水セメント比は５０％以下とする。

（ＪＩＳ　Ｂ１１８０）

（ＪＩＳ　Ｂ１１８６）

Ｄ２２

Ｍ２４

使用箇所 （ ）

Ｌ＝４５０

Ｌ＝

Ｌ＝

Ｌ＝

Ｍ

頭付スタッドボルト φ＝

㎜

㎜

㎜

㎜ 　　　）

シングル

シングル

　　　）

　　　ダブル

　　　ダブル

　　　ダブルシングル

（

（

（

ナット

ナット

ナット
ＳＤ３９０

ＳＳ４９０

（６） 屋根、床、壁

材　種 使用・工法使 用 箇 所型式 厚 その他

折 版

折 版

折 版

ＡＬＣ

デッキプレート

キーストンプレート

特殊デッキプレート

（ＪＩＳ　Ｇ　３３５２）

（ＪＩＳ　Ｇ　３３５２）

（ＪＩＳ　Ｇ　３３５２）

（ＪＩＳ　Ａ　５４１６）

型式

型式

型式

Ｈ＝

Ｈ＝

Ｈ＝

厚

厚

厚

厚

厚

厚

厚

床版

床版

床版

屋根

屋根

壁 床版
スライド

ロッキング

ボルト止め

地盤調査資料と調査計画（１）

無）近隣） 有（調査計画無（有 敷地内

スエ－デン式サウンディング

水平地盤反力係数の測定

試験掘（支持層の確認）

ボ－リング調査

資料有り資料有り 調査計画

ＰＳ検層

液状化判定

物理探査

標準貫入試験

調査項目調査計画

現場透水試験

平板載荷試験

土質試験

静的貫入試験

調査項目調査計画資料有り調　査　項　目

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○印を記入する。

（基礎、杭,地盤改良の位置を明記すること）（２） ボーリング標準貫入値、土質構成

５．地業工事

（３） 杭基礎

地盤改良（２）

（１） 直接基礎

浅層混合処理工法

深さ：

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

支持層：地盤改良下砂礫層長期（短期）許容支持力度

試験掘

載荷試験 有

有 無

無

無有載荷試験

エルマッドＳ工法

注）「建築物のための改良地盤設計及び品質管理指針：日本建築センタ－２００２」を参考とする。

長期許容支持力度　

流動化処理工法深層混合処理工法

深さ： 　　ｋＮ／㎡

　　ｋＮ／㎡

杭 種 材 料 備 考施 工 法

ＳＣ杭

鋼管

ＰＨＣ

ＲＣ

Ｈ鋼

摩擦杭

Ａ種

Ａ種

ＳＳ４００ ＳＴＫ４００

Ｂ種

Ｂ種 ）

）

（オーガー併用）打込み

Ｃ種

Ｃ種

コンクリート杭

場所打ち

鉄筋

単位水量

セメント量

スランプ

コンクリート Ｆｃ

リバースサーキュレーション

オールケーシング 拡底杭

ミニアース

手掘

機械掘
深礎ＢＨ

アースドリル

Ｆｑ＝

＝

：

：Ｈｏｏｐ

主筋 SD345

SD345､295

㎝以下

Ｎ

Ｎ

㎏

㎏

／

／

／

／

㎜

㎜
２

２

（

ＰＨＣ

鋼材

（

ｍ

ｍ２

２

号

認定

日月年

第

打 込 み 載荷・　　　　　　　）孔壁測定 本

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

（ （

本 数 特 記 事 項設計支持力杭 径（㎜） ｋＮ（　） 杭の先端の深さ（ｍ）

ＪＡＳＳ５ は2009年度版を採用する。

本構造設計特記仕様はコンクリ－トの設計基準強度（Ｆｃ）が 以下に適用し、鉄筋の材種は３６Ｎ／ｍｍ

ＳＤ４９０以下に適用する。

２

（１） コンクリート

乾燥、振動等によってコンクリ－トの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

コンクリ－ト打ち込み中及び打ち込み後５日間は、コンクリ－トの温度が２度を下らないようにする。

１２０分以内とする。

なお、打ち込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は

ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または、同等以上の技能を有する者が従事すること。

が分離しない範囲とする。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さは、コンクリート

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

ｍｍ

又は現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと・打ち込み日ごととする。

また、打ち込み量が１５０　をこえる場合は１５０　ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はＪＡＳＳ５Ｔ－６０３によることとし、供試体は現場水中養生、

その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価をうけた測定

器を用いて行い、試験結果の記録および測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

ついて、工事監理者の承認を得ること。

寒中・暑中・その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合・打込み・養生・管理方法など必要事項に

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０　の普通ポルトランドセメントを標準とする。

長期標準一般Ｆｄ耐久設計基準強度

コンクリートはＪＩＳ　Ａ　５３０８（レデ－ミクストコンクリ－ト）に適合するＪＩＳ認証工場の製品とし、施工に

打込み、締固め方法、打継部の処理の方法は７節に準拠する。　養生方法・その他は８節に準拠する。

水セメント比は５０％以下とする。

関しては標準図に記載されている事項を除き、ＪＡＳＳ５による。

２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表 ４．地　盤

３．令129条の2の3の事項

コンクリート（レデイ－ミクストコンクリ－ト （ＪＡＳＳ５　２００９適用）ＪＩＳ　Ｑ　１００１，ＪＩＳ　Ｑ　１０１１，　ＪＩＳ　Ａ　５３０８　）

１８

１８

１８

１８

１．建築物の構造内容 ６．鉄筋コンクリート工事　　　（施工方法等計画書） ７．鉄骨工事　　　（施工方法等計画書）

（２） 鉄筋

（３） 型枠

（１） 鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２） 工事監理者の承認を必要とするもの

（３） 工事監理者が行う検査項目

（４） 接合部の溶接は下記によること

（５） 接合部の検査

（６） 防錆塗装

（７） 耐火被覆の材料

鉄筋継手等

鉄筋の加工寸法、形状・かぶり厚さ・鉄筋の継手位置・継手の重ね長さ・定着長さは、「鉄筋コンクリート構造配筋標準図

ＪＡＳＳ　５　による。

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ　３１３７に規定されるＤ種１適合品とする。

鉄筋はＪＩＳＧ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除きコンクリ－トと同様に、

（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」による。

３ ３

鉄筋継手工法

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

（１）引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径

Ａ級 Ｂ級 Ｃ級

（２）（１）以外の部位（注）

告示１４６３号第４項各号

告示１４６３号第３項各号

告示１４６３号第２項各号

Ｄ（　　）以上

Ｄ（　　）以上

Ｄ（　　）以上

Ｄ（　　）以下ｄ ｄ３５４０ｄ １６

１９

（　　　）

基準解説書２００７）」によって検討した部材の条件・仕様によること。

センタ－等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術

注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

継手工事）による。

継手部分の施工要領は　社）日本建築継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、機械式

ガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについて引張試験も併用し、１回の試験は５本以上

とする。（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で２００箇所程度とする）

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者を言う。

代行業者名

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

柱の帯筋（Ｈｏｏｐ）の加工方法は、　　Ｈ型（タガ型）　　Ｗ型（溶接型）　　Ｓ型（スパイラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要網」第４条の試験機関で行うこと。

合板厚　　　㎜を標準とする。12 施工　ＪＡＳＳ　５　による。材料

型枠存置期間

６．

７．注）

注） 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

支柱の盛りかえは、養生中のコンクリ－トに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受け板、角材または、これに代わるものを置く。

支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

片持ばり・庇・スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。注）

２．注）

３．注）

４．注）

５．注）

上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。８．注）

注）９．コンクリートの圧縮強度をによる場合は、標準仕様書に定める構造計算書を行う。

１．

種類 せ き 板 支 柱

はり下スラブ下、はり下 スラブ下基礎、はり側、柱、壁

部
位

セメント
の種類

シリカセメント

早強ポルトラ

ンドセメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

高炉セメント

ンドセメント

普通ポルトラ 早強ポルトラ

ンドセメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

高炉セメント

ンドセメント

普通ポルトラ

Ａ種

高炉セメント

ンドセメント

普通ポルトラ

早強ポルトラ

ンドセメント

Ａ種

Ａ種

高炉セメント

ンドセメント

普通ポルトラ

ンドセメント

早強ポルトラ

シリカセメント

Ａ種

存
置
期
間
の

平
均
気
温

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令（

日）

５℃未満

５℃～１５℃

１５℃以上 ２８

２８

２８

１７

２５

２８

１２

１５

８

１６

１０

６

１０

６

４

８

５

３

５

３

２

圧縮強度
コンクリートの

設計基準強度の５０％
設計基準強度の

２５．０Ｎ／㎜
％１００８５ ％

７．設備関係

８．その他

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社内検査表

＊社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシ－ト。

頭付スタッド特殊ボルト高力ボルト鋼材

材料規格証明書＊、または試験成績書

施工計画書工作図製作要領書製作工場

認定または登録工場（大臣認定　Ｓ　Ｈ　Ｍ　Ｒ　Ｊ　グレ－ド　　都登録　Ｔ１　Ｔ２　Ｔ３　ランク）

現寸検査 組立、開先検査 製品検査

（ 印以外の項目の検査結果については、工事管理者に報告すること）

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

東京都アーク溶接工事管理規準（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ」

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針第１２章）

平成１２年建設省告示第１４６４号第二号イ，ロ

建方検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

検査率又は検査数

検査方法 備考検査箇所

検査
内質

１００１００

３０１００

に自ら契約した検査会社をいう。

硬さ試験

（注）

超音波探傷試験

示温塗料塗布

（都知事登録　　　　　　号）第三者検査機関名

（突合せ溶接）

外観検査

外観検査

マクロ試験、その他

％

％

個

％％

％ ％

個個

完全溶込み溶接部

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるため

しない状態のままでよい。

ただし、ショットブラスト・グリットブラストによる処理で、表面あらさが５０μｍＲｚ以上である場合は、赤さびは発生

自然放置して発生した赤さび状態で、すべり係数が０．４５以上確保できるものを標準とし目視により検査を行う。

摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト・グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　の高力ボルト」を標準とする。

また、締付けは原則として２度締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう注意して行う。

一次締め後にマ－キングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテ－ルが破断していることを確認する。

高力ボルトすべり係数試験 否要否要軸力導入試験

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事管理者に報告すること）

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと

４つ星２回塗

２回塗り

を標準とするが、実情に応じて決定すること。

とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し、

を使用して、錆止めペイントは、

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

ＪＩＳ　Ｋ５６２１ ＪＩＳ　Ｋ５６２５

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して構造耐力上安全であること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリ－トのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋コンクリ－ト造とすること。

構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

建築設備の支持構造部及び緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

エレベ－タ－の駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５㎝以上を原則とする。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の挙動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

満水時の質量が15.0Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成24年国土交通省告示

第1447号第5に規定する構造方法によること。

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

外構工事

（１Ｆスラブ）２４

２４

Ｄ１９～Ｄ２５

１８１８

ＰＣ

CPRC

ＣＰＲＣ

１無）有 本杭兼用支持地盤確認用試験杭

埋込み杭(告示1113号)

杭頭補強　（評定品使用可）

1

２４

２４

Ⅰ種

５００ １２００ ３１．１５ １２

構造設計特記仕様

動物園（レッサーパンダ舎）

　

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-０１

遊亀公園付属動物園第Ⅱ期整備（建築主体工事）工事　（南－レッサーパンダ舎）

甲府市太田町10-1

試験機関名　　公共試験期間



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

ＮＯＮ

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

ｄ：異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径 Ｄ：部材の成 Ｒ：直径

＠：間隔 ｒ：半径 ＣＬ：中心線 Ｌ0：部材間の内法距離 ｈ0：部材間の内法高さ

ＳＴ：あばら筋 ＨＯＯＰ：帯筋 Ｓ．ＨＯＯＰ：補強帯筋 φ：直径又は丸鋼

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度 １８０゜ １３５゜ ９０゜

図

鉄筋の余長 ４ｄ以上 6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

折曲げ寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ，

ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

Ｒ

余長

ｄ

Ｒ

ｄ

余
長

Ｒ
ｄ

余
長

折曲げ角度90゜はスラブ筋・帯筋

の末端部、またはスラブと同時に

打ち込むＴ形およびＬ形梁のキャ

ｄ

8
d以

上

キャップタイ
ップタイにのみ用いる。

※片持ちスラブ上端筋の先端

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

図 鉄筋の使用箇所

による呼称

鉄筋の径による

区分
鉄筋の種類

鉄筋の折曲げ

内法寸法(R)

ｄ

Ｒ

ｄ

Ｒ

SR235、SD295A

SD295B、SD345

SR235、SD295A

SD295B、SD345

スパイラル筋

あ ば ら 筋

帯　　　　筋

上記以外の鉄筋

16φ

D16

16φ

D16

19φ

D19

19φ～25φ

D19～D25

28φ～32φ

D29～D38

３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

（３）　鉄筋の定着及び重ね継ぎ手の長さ

ＣＬ

20d

ＣＬ

40d
（両側）

（片側）

（３）　べ　た　基　礎

（４）　基礎接合部の補強

≧
1
5
d

1

2

1

a

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

7
0

40

１． 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

２．

３．

①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

①の鉄筋はＤ１３以上とする

４． 埋戻し土がある場合は40を70とする

Ｌ1

Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ
1

Ｌ
2

※※※※

※
※

300

Ｈ
500＜Ｈ≦1,000

3
-
D1

3

Ｗ１

※印筋はD10@100とする

５．地　中　梁

梁
巾

Ｗ１の三角壁厚さは、200以上又は地中梁巾とし

配筋は同厚の壁リストにならう Ｈ≦500は※印筋は不用とする

2-D16以上

45゜～60゜

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

※ ※

Ｌ0

Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

15d 15d

外端部 内端部

（２）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

継手範囲
Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

※ ※

Ｌ0

Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

外端部 内端部

継手範囲
Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

20d 20d

15d 15d

※上端主筋の定着は、やむを得ない

場合、上向きとすることができる

（３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （４）せいの高い梁のあばら筋

梁
巾

ハ
ン

チ

※２－Ｄ

柱

※２－Ｄ

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

加工要領図

Ｄ：1,500を超える場合

Ｄ

ｲ

ｲ の拡大図

8
d

8
d

６．柱

（１）　柱主筋の継手位置

ｈ
0
/
4

ｈ
0
/4

ｈ
0
/2

標
準

1
,
00

0

圧接継手

継手の好ましい位置

ｈ
0
/
4

ｈ
0
/4

ｈ
0
/2

重ね継手

ｈ
0

（２）　柱主筋の定着

ｈ
0

ｈ
0

ｈ
0
/2

＋
1
5
d

ｈ
0
/
2
＋

1
5d

40
0
以

上
40

0
以

上

Ｌ1 150以上

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
筋並びにはりのせいが小さく、
設計応力に対して必要な定着長
さが不足する箇所に付ける

（３）　帯　　筋

150以下

150以下

〃

Ｐ1

Ｐ1
150以下

150以下

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｄ
第１帯筋

第１帯筋

注１．　第１帯筋は梁つらに入れる

注２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　　主筋の位置をさける

注３．　フックおよび継手の位置は、

　　　　交互とする

イ Ｈ型（タガ型）

135゜

ロ　型

6d

日　型

4d

6d 　　型

8
d

ロ Ｗ型（溶接型）

5d以上

10ｄ以上

5d
2d 2d

Ｌ

Ｌは片面溶接10d

両面溶接5d以上

ハ Ｓ型（スパイラル型）

15ｄ

12d

12d

Ｌ

Ｌは中間部50dかつ300以上

とする

末端部の添巻は1.5巻以上

12d

Ｌ

Ｌは50d以上かつ３０cm以上とする

（４）　斜め柱・斜め梁

1
.5

Ｄ

１

柱Ｄ 柱Ｄ

○柱幅と斜材（柱又は梁）が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる

1
.5

Ｄ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

１

○柱脚で斜材となる

柱
Ｄ

１

１

梁
Ｄ

注１．1.5Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

注２．①の鉄筋は2-D13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。

（５）　絞　り

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ２本

6d

6d

1
0
0

1
00

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６

Ｌ
1

4
00

15d

ｅ ｅ

6d

Ｄ

Ｄ

（６）　二段筋の保持

ａ

ａ

ａ

ａ

６φ＠1,000

4d

ａ

ａ

ａ＝1.5×（鉄筋径呼び名の数値）

定　着　の　長　さ

下ば筋（Ｌ3）

一般　（Ｌ2）
小　　梁 スラブ

特別の定着及び

重ね継手の長さ

（Ｌ1）

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲鉄筋の種類

（N／ｍ㎡）

３５ｄフックつき３０ｄフックつき
４０ｄ　または

18

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ
1Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ1

Ｌ
2 

o
r 

Ｌ
3

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

L
2

（２）　杭　基　礎

2
0
d以

上

7
0

フック付き

20
d
以

上

7
0

フックなし 4d

４．基　礎

（１）　直接基礎

ｂ ｂａ

45゜

Ｄ1 捨フープ
ＣＬ

斜め筋　3-D13以上ベ－ス筋

ａ＝Ｄ1＋2ｄの範囲

主筋間隔は200以下

ｂの範囲

主筋間隔の１．５倍かつ

300以下

（２）　現場打ちコンクリ－ト杭

10
0以

上
80

0
～

1,
00

0

（
余

盛
コ

ン
ク

リ
－

ト
）

はつり部分

杭
主

筋
40

d

φ

へりあき200以上

ＣＬ

4
5ｄ

HOOP筋の継手は片側溶接

10ｄ又は重ね継手40ｄ

スペ－サ－

フラットバー＠3,000

（各４ヶ所）

杭頭処理

φ

φ
Ｌ

2

HOOP＠150

コンクリ－ト止板

φ

φ
Ｌ

2

HOOP＠150

5
0～

10
0

基礎下端

1.
5
φ

3-
D1
6

1
50

杭間隔は２×φかつφ＋1,000以上
φ

補強筋 補強筋

（１）　ＰＨＣ杭の全てに補強を行う

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

３．杭 （設計図書に記載なき場合は監理者と協議の上、下図にとうり施工すること。）

（５）　鉄筋のあき　

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

（６）　鉄筋のフック （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．単純梁の下端筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｄ0 ｄ0あき

異形鉄筋

間隔

あき

間隔

柱

梁

丸　　鋼
ｄ ｄ

印の鉄筋の重ね継手末端には

フックが必要

部　　　　　　　位
（ｍｍ） （ｍｍ）

土に接しない部分

屋根スラブ

床スラブ

非耐力壁

耐　力　壁

は　　　り

　　柱

屋　　内

屋　　外

屋　　内

屋　　外

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基　　礎　　・　　擁　　壁

擁　　　　　　　　　　　壁

40

40

50

50

50

70

(単位ｍｍ）

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひび割れ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

最小かぶり厚さを確保する。

注）

（４）　かぶり厚さ

土に接する部分

超長期標準・長期

40

30 40

50

50

50

50

70

かぶり厚さ 計画共用期間の級が標準・長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す

場合は、屋内外では設計かぶり暑さを10mm減じることができる。

継　　手

２．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

３．　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

４．　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

５．　鉄筋径の差が７mmを超える場合は、圧接としてはならない。

１．　末端フックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

ガス圧接形状

ｄ

3mm以下

θ

θ＞８０゜

圧接面

ｄ

1.2d以上

1
.4

d
以

上

圧接面

d
/
5以

下

圧接面

d/4以下

圧接継手

ａ≧400

重ね継手（下図のいずれかとする）

Ｌ1

1.5Ｌ1以上

Ｌ1

約0.5Ｌ1

１０ｄ　かつ

１５cm　以上

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

１０ｄフックつき３０ｄ　または
２０ｄフックつき ２５ｄフックつき

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

21

24　～　27

30　～　36

３０ｄ　または
２０ｄフックつき

39　～　45

ＳＤ295A

３５ｄフックつき３０ｄフックつき

４０ｄ　または
18

５０ｄ　または

１０ｄ　かつ

１５cm　以上

３０ｄフックつき
３５ｄ　または
２５ｄフックつき

１０ｄフックつき３０ｄ　または
２０ｄフックつき

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

３０ｄフックつき
３５ｄ　または
２５ｄフックつき

４５ｄ　または21

24　～　27

30　～　36

３０ｄ　または
２０ｄフックつき

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

39　～　45

２０ｄ　または

２０ｄ　または

４５ｄ　または

３０ｄフックつき
４０ｄ　または

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

３５ｄ　または

３０ｄ　または
２０ｄフックつき

ＳＤ345

ＳＤ295B

４０ｄ　または

ＳＤ390

１０ｄ　かつ
１５cm　以上１０ｄフックつき

４５ｄ　または

21

24　～　27

30　～　36

39　～　45

２０ｄ　または

４０ｄ　または
３０ｄフックつき

４０ｄ　または
３０ｄフックつき

３５ｄ　または

２５ｄフックつき

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

３０ｄ　または
２０ｄフックつき

３５ｄ　または
２５ｄフックつき

48　～　60

５０ｄ　または
３５ｄフックつき

３５ｄフックつき

４０ｄ　または

３０ｄフックつき

４０ｄ　または
３０ｄフックつき

鉄筋コンクリ－ト配筋標準図（１）

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者
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鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）
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ＮＯＮ

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ
1Ｌ

1

開口周囲補強筋

２
Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ
1

D13

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

床板厚さ　Ｄ 周　囲 斜　め

　　Ｄ≦150

150＜Ｄ≦200

200＜Ｄ≦300

各2-D13

各2-D13

各2-D19

各2-D13

各2-D16

各1-D13

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　を開口をさけて補強する。

（５）　床板段差

端部

Ｄ

D13

Ｄ
以
下

Ｌ1２Ｄ

Ｄ Ｄ
以
下

２Ｄ

中央

Ｌ1

500 500

D13

端部

Ｄ

２Ｄ

中央

D16

Ｌ
1

Ｌ1

Ｈ

Ｄ
≦
Ｈ

≦
２

Ｄ

D10＠150

Ｄ

２Ｄ

D16

Ｌ
1

Ｌ1

Ｈ

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

500 500

Ｄ１６

７．大梁、小梁、片持梁

ｂ 小梁の定着

ＣＬ15ｄ 15ｄ

20ｄ 20ｄ

Ｌ0／６25ｄ

1/2B 1/2B

Ｂ

Ｌ0

最終端 連続端

斜めでもよい
下向きでもよい

平　面

正
面

θ＝45゜平　面

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。

ｃ 片持梁の定着

Ｌ0

先端 基端

15ｄ ２Ｌ0／３

２５ｄ
Ｌ2

片
持
梁

筋
折

下
げ

あばら筋を入れる

（２）　大梁主筋の継手

Ｌ0／4 Ｌ0／4Ｌ0／2

ＣＬ

Ｌ0

は継手の好ましい位置

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置 つりあげ筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする。

（４）　あばら筋の型

ａ

6d

ｂ

8
d

ｃ

8
d

6d 6d ｄ 6d

4
d

ｅ

6d

8
d

（イ）原則として　　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　　又は　　とすることができる。

ａ ｂ

ｃ ｂ

（ロ）フックの位置は　　にあっては交互、　　にあってはスラブ側とする。ａ ｂ

（５）　幅止め筋の本数、加工

4
d

ＳＲＣの場合

腹　筋

Ｄ＜600　不要

600≦Ｄ＜900

900≦Ｄ＜1,200 4－D10（9φ）　２段

2－D10（9φ）　１段

1,200≦Ｄ D10（9φ）＠300以内

幅止め筋 D10（9φ）＠1,000以内で割り付ける

4
d

4d

Ｄ

幅止め筋

腹筋

Ｌ1，Ｌ2，Ｌ3＝鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

の２－（３）による。

８．床　板

（１）　定着及び継手

ａ 片持スラブ

60

25d

ｂ 一般床スラブ

Ｃ Ａ Ｃ

Ａ Ａ

Ｃ Ａ Ｃ

Ｂ

ＬX／4

ＬX

Ｌ
y

1
0
0
以
上

15d

15d

10dかつ150以上

D13
肩筋D13以上

75～100

75～100

バーサポート

バーサポート

ＬX／4

Ｌ
X
／
4

Ｌ
X
／

4

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ　

継手位置は原則として下表による。

（２）　屋根スラブの補強

Ｌ

Ｌ

※
ａ 補強筋は□3-D13又はスラブ主筋の同一径で

Ｌ＝1,500とし、上端筋の下に配筋する

ｂ ※の個所（入隅）は各階補強する。

（３）　片持ちスラブの出隅部補強

Ｌ

Ｌ
／
２

Ｌ
1

上端筋

4-D13（Ｌ＜900）

Ｌ

Ｌ
／
２

Ｌ
1

上端筋

Ｌ＜1,200 1,200＜Ｌ≦1,500

5-D13（900≦Ｌ≦1,200）

5-D13かつ

上筋径以上

5-D13かつ

下端筋

鉄筋長は上筋の1/2以上

上筋

（４）　床板開口部補強 （開口の径500程度の場合）

（６）　土間コンクリート

ａ 軽作業の土間

600

折曲　D10＠200

D10＠200

ｂ 間仕切壁との交叉部

D13

Ｄ
Ｄ

300 50

（７）　釜場

D10＠150

D13＠200ダブル

250

1,200×600以下 Ｌ1

2
0
0

Ｌ
1

2-D16

2-D16

（８）　打継ぎ補強 （ダメ穴打継ぎ面について）

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ２Ｌ1以上

●無筋部分D10＠200　長さ800以上

９．壁

ａ 梁に

ａ

Ｌ
2
か

つ
中

心
線
を

こ
え
る 150

梁、または床面に一段目を

配置する

ｂ 柱に（平面図）

Ｌ
2

縦筋は、柱面に

１本目を配置する

横筋の配置は上下端とも

ｃ 床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合

Ｌ2

D13

D13

Ｌ2

D13

D13

スラブに上端筋がない場合

1,000

1,000

受筋D10

受筋D10

壁配筋に同じ

壁配筋に同じ

ｄ 壁と壁（平面図）

Ｌ
2

Ｌ2 Ｌ2

D13D13

Ｌ2

2-D13

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2 Ｌ2Ｌ2

2-D13

シングル配筋 ダブル配筋

（２）　スリット部（設計図書にスリット詳細図記入なき場合）

ｔ

Ｄ

Ｗ

Ｌ2

柱に定着はシングル配筋とする

スリット部分のかぶり厚さは

２－（４）かぶり厚さの表、

最小かぶり厚さ以上とする。
ｔは階高の1/100程度 Ｗ≦Ｄ／６かつ10cm

（３）　手摺、パラペット

D13

Ｌ
1

1
00
以

下
Ｈ

120以上

D13

Ｌ
2

Ｌ2

手摺 パラペット

Ｌ
2

Ｈ

Ｌ
2

1
0
0
以

下

D13

D10＠200

D10＠150ダブル

D10＠200ダブル

（但しＨ＞800以上の場合設計図による）

（４）　コンクリートブロック帳壁

下筋

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ
1

Ｌ
1

ｈ
0 ｔ

D13

D13

一般の場合

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

Ｌ
1

Ｌ
1

ｔ

D13

D13

下部防水立上りのある場合

ｈ
0

ｈ

D10 D10＠400

１０．柱、梁増打コンクリート補強 増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合わせのこと

注）ｈ0≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

（１）　柱

3
0
0

ａ

ａ300

※

300 ａ’

Ｂ

※
ハッチ部分は増打コンクリ－トを示す 印は補強筋

Ａ＜500 500≦Ａ＜1000

3-D16

1000≦Ａ＜1500

4-D16 6-D16

ハッチ部分の面積Ａｃ㎡

補強縦筋

※：柱フープと同径、同ピッチとする。

（２）　梁
補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

D10

補強筋

幅止め筋

300 ａ

幅止め筋

ａ
3
0
0

補強筋

あばら補強筋

●補強筋は、梁主筋の１段落し径（D16

　以上とする。

●あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　とする。

●腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

●Ｄ≧400の場合は補強筋を３本とする。

●ａは100～200程度。

●梁下端増打コンクリートの場合も上端

　増打コンクリート補強と同様とする。

●ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

Ｄ

１１．梁貫通孔補強

（１）　設置可能範囲

梁端部（スパンL/10以内かつ２Ｄ以内）は避ける

Ｌ

Ｌ／４ Ｌ／４

Ｄ

望ましい範囲

Ｄ
／
3

（φ1＋φ2）×3/2以上

φ
1

φ
2

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。

（２）　鉄筋標準配筋 （但し　φ≦Ｄ／３とする）

80≦φ≦100

折　筋　2-（2-D13）

縦　筋　ＳＴ　2-D13-100＠

100＜φ≦150

折　筋　2-（2-D13）

縦　筋　ＳＴ　2-D13-100＠

横　筋　2-（2-D13）

150＜φ≦250

斜　筋　4-（2-D13）

縦　筋　ＳＴ　2-D13-100＠

横　筋　2-（2-D13）

縦　筋　ＳＴ　2-D13
上

下

φ φ φ

Ｄ

※
※

2
5
0
以

上
2
5
0
以

上

Ｌ2

Ｌ
1

φ

２φ２φ

45ﾟ

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い

●梁幅が 400を超える場合は

　補強筋でＤ13はＤ16又は、

　2－Ｄ13は3－Ｄ13と、各々

　読みかえる

（３）　既製品（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

１２．増築予定 将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

（１）　柱、梁

5
0

50

Ｄ１３

D13

（２）　地中梁

50

（３）　床版、壁

5
0

50

ＣＬ（１）　定着
Ｌ0／４ 15ｄ

20ｄ

ａ 大梁

最上階

つりあげ筋
（梁主筋を折り曲げるとき）

一般階

Ｌ0

柱幅

1
5
0
以
上

フック付

Ｄ

※

※柱幅が大きくて、直線部だけで

Ｌ2がとれる場合でも柱中心線を

こえて中間折曲げテ－ル長150

以上又は180゜フック付きとする

ＣＬ

Ｌ0／4 Ｌ0／4

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｌ1

Ｌ1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ
1

Ｌ1

Ｌ1かつ柱中心線をこえる

Ｌ2

40d

4
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d

4
0
d

40d

40d

40d

40d

4
0
d

4
0
d

40d

35d

≦40d

≦
4
0
d

≦40d

≦40d

≦
4
0
d

4
0
d

折曲げ起点は3/4Ｄを超える

ことを原則とする

　　Ｌ2を示す

注：点線は下主筋の曲下げ定着

鉄筋コンクリ－ト配筋標準図（２）

既製品を使用する場合は評定取得品である事、また、評定の範囲内で使用する。
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特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

ＮＯＮ

梁貫通孔補強　設計・施工標準仕様書（既成品：参考図）

S8

　・梁の構造種別　　：　鉄筋コンクリート造及び、鉄骨鉄筋コンクリート造

適正な取り付け向き 不適正な取り付け向き

◎標準配筋図 ◎仕様
寸　　　法 キャップ使用開孔径 有効断面積型　　　式

色別鉄筋

赤

黒

緑

白

赤

黒

 梁貫通孔補強材

◎施工管理要領

◎標準図

  　　て適用する。　

1、一般事項

　2）本仕様書に定めなき事項は、日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」2010年版、「鉄骨鉄筋コ

2、適用範囲
　1）適応対応梁の構造

　・コンクリートの設計基準強度（Fc）

　　ｂ　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　21≦Fc≦100N/mm2
　　ａ　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　18≦Fc≦60N/mm2

　　　  d:梁の有効せい　（mm）

K-0806R

K-0808R

K-0810R

K-0813R

K-1006R

K-1008R

K-1010R

K-1013R

K-1206R

K-1208R

K-1210R

K-1213R

K-1216R

K-1506R

K-1508R

K-1510R

K-1513R

K-1516R

K-1706R

K-1708R

K-1710R

K-1713R

K-1716R

K-2006R

K-2008R

K-2010R

K-2013R

K-2016R

φ80

φ100

φ125

φ150

φ175

φ200

253

264

289

296

S6

S10

S13

S6

S6

S6

S6

S6

S8

S8

S8

S8

S8

S10

S13

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

283

294

320

327

313

325

350

357

350

344

355

380

388

380

374

292

298

319

334

327

334

354

369

363

369

389

404

405

398

404

425

440

441

433

180

180

190

200

205

205

215

225

230

230

240

250

250

255

255

265

275

275

280

385

411

418

411

404

416

441

448

441

440

460

475

476

469

475

495

510

511

280

290

300

300

305

305

315

325

325

H W1 W2 W3

・鉄筋の材質　KSS785-K
　（認定番号　MSRB-0004）

・有効断面積（ar）はA-A部の断面×√2　　

   次にMAXリンブレンK型の枚数及び、必要あばら筋組数を確認する。
1、施工に先立ち、設計図書又は、配筋図に基づき有孔梁の補強計算を行ない、補強筋量及び開孔位置を確認する。

   ないか、スペーサー部にキャップが付いているか必ず確認する。キャップは開孔径別に色分けを施している。

K-2510R

K-2513R

K-2516R

S8

S10

S13

500

525

532

525

567

587

602

603

365

375

385

385

白

黒

白

黒

白

黒

白

黒

白

K-3008R

K-3010R

K-3013R

K-3016R

K-3508R

K-3510R

K-3513R

K-3516R

K-4010R

K-4013R

K-4016R
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K-7013R

K-7016R
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K-7516R
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S16

S10

S13

S16

S10

S13

S16

600
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701

716
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758

440

450

460

460

490

700 778 500

707

700

761

768

761

850

857

850

911

918

911

986

993

986

793

794

849

864

865

941

956

957

510

510

550

560

560

610

620

620

1,012

1,027

1,028

1,089

1,104

1,104

660

670

670

710

720

720

7601,046 1,160

1,053 1,175 770

1,046 1,176 770

820

830

830

870

880

880

920

930

930

1,135

1,142

1,135

1,196

1,203

1,252

1,267

1,268

1,323

1,338

1,339

1,394

1,409

1,409

1,196

1,257

1,264

1,257

S16

365

440

K-2508R

K-2506R 488 561 S6

K-3006R 589 674 S6

680

黒

φ250

φ300

白

A

φH

W2

W1

W3

　・梁せい（D)　　　：　D≧450（mm）

A
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179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

1123.5

280.1

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

403.5

716.7

1123.5

179.2

280.1

403.5

716.7

179.2

280.1

403.5

716.7

　 　ンクリート構造計算規準・同解説」2014年改定、「建築工事標準仕様書・同解説(JASS5)」2009年版、「鉄筋コン
　 　クリート造配筋指針・同解説」2010年改定、「鉄骨鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説」2005年改定、日本建築
　　 センター「建築物の構造関係技術基準解説書」2007年版、公共建築協会「建築構造設計基準」平成22年版及び、
　 　「公共建築工事標準仕様書」平成25年版による。

　　　　　　　　　　取得している 590・685N/mm2級鋼の高強度鉄筋

　　ａ　主筋    　  JIS・G　3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法　第37条二号の大臣認定を
　・鉄筋
　　　　　取得している高強度コンクリートとする。
　　　　　ただし、コンクリートの設計基準強度が60N/mm2を超えた場合は、建築基準法　第37条二号の大臣認定を

2枚の配筋例 3枚以上の配筋例

1）開孔際補強あばら筋は、一般部あばら筋と同種同形状とし、基本組数を開孔径が、H＜250のとき開孔際に1組、250≦Hのとき開孔際に2組とする。

2、開孔際補強あばら筋の基本配筋(図3参照)

2）開孔際補強あばら筋は、開孔際から50mmのかぶり厚さとし、2組目以上の場合50mmピッチとする。

2）開孔上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とし、横筋は一般部あばら筋と同径以上とし、定着長さは開孔際から40d以上とする。

1）開孔径が250≦Hのときは開孔上下部補強を設計ピッチ以内(X')で設ける。

MAXリンブレンK型

主筋

あばら筋

MAXリンブレンK型

あばら筋
主筋

捨て筋

K-001-02150617-J

mm2

　　　 pt:引張鉄筋比
M/Qd:せん断スパン比で、3以上のときは3とする。

　　 Fc:コンクリートの設計基準強度　（N/mm2）

　　　　H:開孔径　（mm） 　　　 D:梁せい　（mm）

　　　 ps:有効補強範囲内のあばら筋比
　　 sσy:有効補強範囲内のあばら筋の規格降伏点（N/mm2）　ただし　sσy=min(wσy,25Fc)

　　　  b:梁幅　（mm）
7
8

j:応力中心間距離で、j=   d（mm)とする。        

bj}

◎補強算定式

{
0.053pt 　（18+Fc)

0.23

M/Qd+0.12
Qsu1=α ( )

H
D

1-1.61 +0.85 pr・rσy+ps・sσy

α：低減係数　　α＝1.00
　　ただし、梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で有効補強範囲が確保でき、開孔位置Bが
　　0.6D≦B＜1.0Dの場合、あばら筋が普通鉄筋　（αC=0.91）　あばら筋が高強度鉄筋は適用範囲外

G

Ｌ’

柱主筋 主筋柱

Ｌ’

柱 柱

２ ２

3）補強量の範囲
図1　貫通孔の適用開孔位置

  　ａ　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　pr≦1.0　　（%）
　　ｂ　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　pr≦1.2　　（%）

　　ａ　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　ps≦1.2　　（%）
　　ｂ　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　ps≦1.0　　（%）
　・有効補強範囲内のせん断補強筋比（Σpwo＝pr+ps）
　　ａ　あばら筋に普通鉄筋を用いた梁　　　0.2≦Σpwo≦1.8　　（%）
　　ｂ　あばら筋に高強度鉄筋を用いた梁　　0.2≦Σpwo≦2.2　　（%）

A B

D D

　・有効補強範囲内のあばら筋比（ps）

d
t

　　　　　1.0≦M/Qd≦1.22　且つ、H/D≦0.27の場合　　B≧0.6D　(mm)
　　　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、有効補強範囲Cが確保でき、
　・柱際から開孔中心までの距離(B)　：　B≧D　(mm)

　・開孔の垂直方向中心間距離（G）　　：　G≧3H　ただし、∑H≦D/4　且つ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 基礎梁の中央部に2開孔までとする。（同軸上に同径）

　・開孔の水平方向中心間距離（A）　　：　A≧3H（隣り合う開孔径の平均値の3倍以上）
　・開孔径（H）　　：　H≦D/3　　ただし、80≦H≦750（mm）
　2）開孔径及び、開孔位置

　・梁上下端からのへりあき距離(Hc) ：　　開孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ただし、梁上下端からのへりあき距離については、

H

H
c

H
c

C

d
t

45ﾟ

　　　　　　　　　　取得している 685・785・1275N/mm2級鋼の高強度鉄筋
　　ｂ　あばら筋  　JIS・G　3112　「鉄筋コンクリート用棒鋼」及び、建築基準法　第37条二号の大臣認定を

　　　　　　　　　　ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

　　　　　　　　　　ただし、主筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

図5　開孔上下部補強筋の形状例

8d
以

上

8d
以

上

重ね長さ

重ね長さ

Hc＜300の場合
(a) (b) (c) (d)

(3
00

未
満

)

X

50

X' X' X'

50

X (a) (c)

(d) (d)

例1 例2

40d以上

(3
00

以
上

)
Hc

Hc

50mm以上

開孔際補強あばら筋

主筋

主筋 開孔上部補強筋

開孔下部補強筋

横筋

一般部あばら筋横筋

開孔上下部補強筋例

図4　開孔上下部の補強例

X'X'X X X X

MAXリンブレンK型

50 5050H50
50H50

X X XX

MAXリンブレンK型

開孔際補強あばら筋 開孔際補強あばら筋40d以上
C

図3　開孔径別のあばら筋基本配筋図

C

3）開孔上下部補強筋は開孔の上下縁から50mm以上のかぶりを確保し、形状は図5を参考に決定する。Hcが300mm未満の場合、(d)の形状としてもよい。

　 また、(c)のように梁の両側からコの字形状の補強筋を配筋する場合の重ね長さは、「JASS5」の直線重ね継手長さ以上を確保することとする。

　 ただし、開孔上下部補強筋に丸鋼及びインデントの鉄筋は用いないこととする。

■H＜250　基本組数1組 ■250≦H　基本組数2組

3、開孔上下部の補強(図4、5参照)

　1）本仕様書は、既成品梁貫通孔補強の標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先し
1、梁貫通孔補強の取り付け

1）梁貫通孔補強筋製品はあばら筋の内側に取り付ける。3枚以上の場合は、捨て筋に取り付け、梁貫通孔補強製品の間隔は50mm以上とする。

梁貫通孔補強製品の補強有孔梁のせん断終局強度式（修正広沢式）

  ・梁貫通孔補強製品の補強筋比（pr）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　梁貫通孔補強製品があばら筋の内側に納まる距離を確保する。

　　　 pr:梁貫通孔補強筋の補強筋比　
　　 rσy:梁貫通孔補強筋の規格降伏点（785N/mm2)　ただし　rσy=min(785,25Fc)

2、梁貫通孔補強筋には製品の型式が記載されたラベルが取付けてあるので、 適用な製品であるか又、変形や傷が

3、梁貫通孔補強製品を直接地面に置くことは避け、各サイズ毎に整理し、雨・泥・油等で汚さないように保管する。

4、梁貫通孔補強製品の取り付け向き

1）梁貫通孔補強製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。

図2　梁貫通孔補強製品の取り付け

図6　梁貫通孔補強製品の取付け向き

梁貫通孔補強　設計・施工標準仕様書（既成品：参考図）
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特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日
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ボーリング位置図 １／１２００

調 査 名 遊 亀 公 園 附 属 動 物 園 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名 遊 亀 公 園 ・ 附 属 動 物 園 整 備 事 業

ボーリング名 R 4 B - 3 調査位置 甲 府 市 太 田 町 1 0 - 1 地 内 北 緯 3 5 ﾟ 3 9 ' 0 1 . 5 6 "

東 経 13 8 ﾟ 3 4 ' 2 0 . 4 0"発 注 機 関 甲 府 市 役 所 調査期間 令和 4年 8月 2 5日 ～ 4年 8月 3 0日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ハ ギ ・ ボ ー

電話 ( 0 5 5 - 2 4 3 - 4 7 7 7 )
主任技師

現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

清 水 孝 士
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試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

自 動 落 下 式

エンジン N F D 1 0 - M ポ ン プ B G - 4 C総 掘 進 長 30.32m
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柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

上部7cm位アスファルト。以深φ40m
m以下の砕石混入する土砂。

盛土 暗灰

粘性やや弱いシルト主体。砂分混入
し、所々多量混入。φ5mm以下の礫
及び炭化物混入。含水少ない。

砂質シ
ルト

暗茶
灰～
暗灰

粒子ほぼ均一な細砂主体。全体的に
シルト分含有。所々シルト分優勢。
φ10mm以下の礫及び炭化物混入。含
水やや少ない～中位。

シルト
質細砂

暗

灰

粒子不均一な中砂主体。φ10mm以下
の礫混入。含水多い。

礫混じ
り中砂 暗灰

粘性弱い～中位のシルト主体。
炭化物若干混入。含水少ない。

シルト
暗茶
灰

粒子ほぼ均一な細砂主体。全体的に
シルト分含有。腐植物及び炭化物若
干混入。含水少ない。

シルト
混じり
細砂

暗

灰

粘性中位～やや強い粘土主体。腐植
物及び炭化物混入。含水中位。

粘

土

暗

茶

灰

6.90～7.05m付近細砂挟む。
φ2～30mm位の礫主体。
充填物は細砂～粗砂。
所々充填物優勢。含水中位。

砂

礫

暗

灰

粘性中位のシルト主体。腐植物及び
炭化物混入。含水やや少ない。

シルト
暗

灰

粘性中位のシルト主体。
腐植物及び炭化物に富み有機質状呈
す。含水少ない。

有機質
シルト

黒

灰

粒子不均一な細砂主体。シルト分及
びφ10mm以下の礫若干混入。所々中
砂状呈す。含水少ない。

シルト
混じり
細砂

暗

灰

粘性中位のシルト主体。腐植物及び
炭化物混入。含水少ない。

シ

ル

ト

暗

灰

粒子ほぼ均一な細砂主体。
シルト分含有し、所々20cm位の層厚
でシルト挟む。
13.45m以深φ5mm以下の礫混入する
中砂と互層状。
含水少ない。

シ

ル

ト

混

じ

り

細

砂

暗

灰

粘性中位のシルト主体。
腐植物若干混入。含水少ない。

シルト 暗灰

粘性やや弱いシルト主体。全体的に
砂分混入。腐植物若干混入。所々10
cm以下の層厚で細砂挟む。含水少な
い。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

粘性中位のシルト主体。腐植物及び
炭化物混入。含水少ない。

シルト
暗茶
灰

粘性弱いシルト主体。
全体的に腐植物及び炭化物多量混
入。含水少ない。

有機質
シルト

黒

灰

粒子不均一な細砂主体。
全体的にシルト分含有。
少量の腐植物混入。
10cm以下の層厚で砂質シルト、細砂
～中砂の互層状呈す。含水少ない。

シルト
質細砂

暗

灰

粒子不均一な細砂主体。
含水中位。

細砂 暗灰

粘性中位～やや強いシルト主体。
腐植物及び炭化物混入。
含水少ない。

シルト
暗

灰

粘性やや弱いシルト主体。
全体的に砂分及び腐植物混入。
含水少ない。

砂質シ
ルト

暗

灰

粒子ほぼ均一な細砂主体。腐植物若
干混入。23.60m付近シルト挟む。含
水少ない。

細

砂

暗

灰

粒子不均一な細砂主体。
φ20mm以下の礫混入。
含水少ない。

礫混じ
り細砂

暗

灰

粘性やや強い粘土主体。
腐植物若干混入。
含水少ない。

粘

土

暗

灰

粘性強い粘土主体。
全体的に凝灰質状呈す。
27.40m付近φ10mm位の礫混入。
含水少ない。

凝
灰
質
粘
土

緑

灰

粒子ほぼ均一な細砂主体。
全体的に凝灰質状呈す。
少量のシルト分含有し、固結状呈
す。
φ30mm以下の礫混入し、29.00m以深
礫の混入多くなる。
含水少ない。

礫混じ
り凝灰
質細砂

暗

緑

灰

φ2～30mm位の礫主体。
充填物はシルト分含有する細砂。
所々充填物優勢。含水少ない。

凝灰質
砂礫

暗

灰

孔
内
水
位
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550 950 850 675 1,150

庇 700

Y1 Y2 Y3 Y4

W150

3
0

1
,
2
5
0

▼基礎下端

2
0
0

▲ FG上端
FG2

1
85

0

35
0

35
0

W150

C2C2

G4

G3G3

EW150

EW150

W150

FG2 FG2FG2 FG2 FG2

FG2 FG2

G3G3

FG3

G3G4

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１１



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

650

1
5
0

1
,
2
5
0

5
0

9
0
0

3
5
0

1
0
0

CPRCⅠ種：杭500φ

Ｆ１

1,300

650

1
,
3
0
0

6
5
0

6
5
0

1
,
1
6
0

1,160

下
筋

9
-
D
1
6

下筋9-D16

1,160

1
,
1
6
0

7
0

3
2
0

2
6
0

▼ G.L

基　礎　リ　ス　ト　　　　　　１／３０

650

1
5
0

1
,
2
5
0

5
0

9
0
0

3
5
0

1
0
0

1,300

650

1
,
3
0
0

6
5
0

6
5
0

1
,
1
6
0

1,160

下
筋

9
-
D
1
6

下筋9-D16

1,160
1
,
1
6
0

7
0

3
2
0

2
6
0

▼ G.L

Ｆ２

PHC　Ｃ種：杭500φ

杭頭補強筋　8-D16
定着　560mm

位　　　　　　　置

符　　　号

地　中　梁　リ　ス　ト　　　１／３０

断　　　　　面

ＦＧ１

全　断　面

5
0

8
0
0

2
0
0

1
0
0

全　断　面

5
0

8
0
0

2
0
0

1
0
0

ＦＧ２

▼G.L ▼G.L

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋 Ｄ１０＠１０００

Ｄ１３＠２００

450

４５０×８００

２－Ｄ１０

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

350

３５０×８００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

位　　　　　　　置

符　　　号

断　　　　　面

全　断　面

5
0

8
0
0

2
0
0

1
0
0

▼G.L

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

350

３５０×８００

５－Ｄ２５

５－Ｄ２５

全　断　面

5
0

8
0
0

2
0
0

1
0
0

ＦＧ２a

▼G.L

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

350

３５０×８００

６－Ｄ２５

６－Ｄ２５

ＦＧ３

３－Ｄ１０＠１５０

基礎・地中梁リスト

(35d)

(35d)

上筋9-D13
上

筋
9
-
D
1
3

上
筋

9
-
D
1
3

上筋9-D13

杭頭補強筋　12-D19

※　杭頭補強工法：パイルスタッド工法　同等工法

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１２



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

位　　　　　　　置

符　　　号

端　　部 中　　央

地　中　梁　リ　ス　ト　　　１／３０

断　　　　　面 5
0

7
0
0

2
0
0

1
0
0

ＦＢ１ ＦＢ２

中　　央外　端　部 内　端　部

2
0
0

ＦＢ３

全　断　面

5
0

7
5
0

1
0
0

2
0
0

5
0

5
0
0

1
0
0

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１０００

２－Ｄ１０

300

３００×７００

２－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１０００

２－Ｄ１０

300

３００×７００

２－Ｄ１９

３－Ｄ１９ ５－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１０００

２－Ｄ１０

300

３００×７５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１０００

２－Ｄ１０

300

３００×７５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１０００

２－Ｄ１０

300

３００×７５０

３－Ｄ１９

250

Ｄ１０＠２００

２５０×５００

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９

フカシ補強筋

FGのｽﾀﾗｯﾌﾟ同筋同ピッチ
フカシ部分主筋

ﾌｶｼ部分

梁　　幅 フカシ部分　主筋

400～550 3-D19

2-D16250～350

符号 壁厚
縦筋 横筋

壁リスト

縦筋 横筋 斜筋
備考

W15

EW15

150

150

D10-@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾁﾄﾞﾘ

D10-@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾁﾄﾞﾘ 幅止筋 D10-@1,000

2-D13 2-D13 幅止筋 D10-@1,000D10-@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾁﾄﾞﾘ

D10-@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾁﾄﾞﾘ

2-D13

2-D134-D134-D13

地中小梁・壁リスト

全　断　面

5
0

8
0
0

2
0
0

1
0
0

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

350

３５０×８００

▼G.L▼G.L▼G.L▼G.L

ＦＣＧ１

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

６－Ｄ１９

柱

300

スリット　詳細図

W150：D10＠400

完全スリット

35 300

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１３



CS2

CS3

長辺方向

特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

柱　リ　ス　ト　　　１／３０

符　　　号

Ｄｘ　×　Ｄｙ

主　　　　　筋

ＨＯＯＰ

Ｄｘ　×　Ｄｙ

主　　　　　筋

ＨＯＯＰ

Ｃ１ Ｃ２

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｚ１　　階

Ｚ２　　階

60
0

600

６００　×　６００

60
0

600

６００　×　６００

１６－Ｄ１９１２－Ｄ１９

　－Ｄ１０＠１００ 　－Ｄ１０＠１００

60
0

600

６００　×　６００

60
0

600

６００　×　６００

１６－Ｄ１９１２－Ｄ１９

　－Ｄ１０＠１００ 　－Ｄ１０＠１００

スラブ厚 位置
(mm)

上端筋

下端筋

t
符号

床板リスト

上端筋

下端筋
基端

S1
D10・D13-@200

D10-@200
150

(庇) D10-@200

150～120
(意匠図
による)

上端筋

下端筋
150S2

D13-@200

D13-@200

上端筋

下端筋
基端

D10-@200

D10-@200
(意匠図
による)

150

(ﾌﾞﾘｯｼﾞ
　　受台)

先端

D10・D13-@200

D10-@200

D13-@200

D13-@200

先端

短辺方向

柱・スラブリスト

意匠図による

15
0

30
12
0

1-D13
D10-@200

意匠図による

1-D13
D10-@200

1
50

160

D10-@200

D10-@200

2-D13ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄCS1 CS2

1
50

FL

GL

1
50

敷砂利

タテヨコ　D10-@200

外部土間ｺﾝｸﾘｰﾄ詳細図　S=1/30

※　1階スラブは砕石t=150　転圧

D10-@200 D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200D10-@200

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１４



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

位　　　　　　　置

符　　　号

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋

位　　　　　　　置

符　　　号

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋

Ｒ　階　大　梁　リ　ス　ト　　１／３０

全　断　面 全　断　面

全　断　面全　断　面

Ｇ２Ｇ１

全　断　面

全　断　面

Ｚ２　　　　階

Ｚ３　　　　階

Ｇ１ Ｇ１ａ Ｇ２

全　断　面 全　断　面

Ｇ３ Ｇ４

ｄ

６
ｄ

スターラップ形状

Ｇ３

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

Ｄ１０＠８００

３５０　×　７００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

350 300

Ｄ１０＠２００

３００　×　５００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

５－Ｄ１９

５－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

6
0
0

7
0
0 5
0
0

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

6
0
0

３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

300

３００　×　７００

５－Ｄ２２

５－Ｄ２２

7
0
0

400

４００　×　７５０

２－Ｄ１０

Ｄ１０＠１０００

７－Ｄ２２

６－Ｄ２２

Ｄ１０＠１７５

7
5
0

300

Ｄ１０＠２００

３００　×　５００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

5
0
0

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

6
0
0

大梁リスト
　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１５



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

位　　　　　　　置

符　　　号

Ｂ　×　Ｄ

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

腹　　　　筋

巾　　止　　筋

全　断　面 全　断　面

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９
6
0
0

断　　　面

小　梁　リ　ス　ト　　　１／３０

Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３

300

Ｄ１０＠２００

３００　×　５００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

5
0
0

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

小梁リスト

全　断　面

Ｂ４

6
0
0

Ｄ１０＠２００

２５０　×　５００

250

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

5
0
0

Ｄ１０＠１０００

Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

300

３００　×　６００

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

外端部・中央 内　端　部

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１６



特　記

事　項
№

縮　　　尺

工事名称

図面名称
山梨建築設計監理事業協同組合 設計年月日

1/30

巾　止　筋　　Ｄ10＠1000

FG2FG3
スターラップ　3-D10＠150

腹　　　　筋　2-D10

3-D19

3-D19

－D10＠150
－D10＠150

2
-
D
1
9

2
-
D
1
9

4
-
D
1
9

4
-
D
1
9

H
O
O
P
　

2
-
D
1
0
＠

1
0
0

2
-
D
1
9

2
-
D
1
9

4
-
D
1
9

4
-
D
1
9

H
O
O
P
　

2
-
D
1
0
＠

1
0
0 C1 C1

G3

3-D19

3-D19

3-D19

3-D19

スターラップ　2-D10＠200

スターラップ　2-D10＠200

2-D25

3-D25

2-D25

3-D25

3-D25

2-D25

3-D25

2-D251
5
0

3
,
2
5
0

1
,
7
6
0

2
0
0

5
,
1
6
0

▼G.L

1
,
0
5
0

▼地中梁上端

▼基礎下端

1
0
0

▲水下

▼軒高

▼Z2（水下）

4,000 6,000

Y1 Y2

Ｘ２通り　配筋詳細図

G3

G4

3-D19

3-D19

スターラップ　2-D10＠200

スターラップ　2-D10＠200

腹　　　　筋　2-D10

腹　　　　筋　2-D10

巾　止　筋　　Ｄ10＠1000

巾　止　筋　　Ｄ10＠1000

　

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）
南レＳ-１７



縮　　　尺

工事名称特　記

設計年月日事　項
図面名称 №

山梨建築設計監理事業協同組合
A1→1/10 A3→1/20

FL

STK400　〇-267.4×6

S2

B.PL-400×400×12
A.BOLT 4-M12（ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ・ﾌｯｸ付き）

敷砂利

D13-@200

D13-@200

無収縮モルタル

15
0

20
0

30
1
70

24
0

2
00

35
0

50 150 150 50

400

50
1
50

15
0
5
0

40
0

400

代表設計者

一級建築士

第145710号

佐野 正秀

設計担当者

一級建築士

第195053号

坪川 裕

設計担当者

一級建築士

溝呂木克人

第218776号

擬木取り付け詳細図

遊亀公園付属動物園整備(建築主体)工事 (南－ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ舎）

　

南レＳ-１８


